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Ⅰ．地震に起因する津波の評価

１．文献調査

２．千島海溝沿いで発生する津波の影響

３．遠地津波の数値シミュレーション

４．東北地方太平洋沖型の地震

５．津波地震
５．１ 地震規模に関する知見の整理

５．２ 基準断層モデルの設定

５．３ 津波予測計算

６．海洋プレート内地震
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• 阿部（2003）は，1896年明治三陸地震津波のMｔに係る既往知見を次のとおり再整理した。

日本周辺の特に顕著な津波地震（1498年～2002年）※２

（阿部（2003）に一部加筆）

 1896年明治三陸地震津波のMtは従来8.2と求められていたが（阿部（1988）），用いたデータの少なさ※１や遡上高からみると過小評価されて
いるようにみえる。

 遡上高の平均値に阿部（1999）のMt決定法を適用すると9.0が求められるが，この値は過大評価気味である。

 そこで今後は，環太平洋の計器観測（検潮儀記録）を重視して，Abe（1979）により海外のデータから求められた8.6を採用する。

※２：出典は，Abe（1985），阿部（1999）及び本稿（阿部（2003））。かっこ内は宇津（1999）による値。
環太平洋の計器観測位置

（Abe（1979））

※１：計算に使用されたデータは，花咲・鮎川・銚子の検潮記録であるが，検潮儀の特性からみると，非常に大きな津波が波源近くで線形に記録されていないことも十分に考え

られる。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p9 再掲Ⅰ．第５章 ５．１ 地震規模に関する知見の整理

５．１．１ 阿部（2003）の知見
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：区間平均高の最大値（最大区画平均高）（m）

：全域の最大津波高（m）

• 津波マグニチュード（Mt）は，地震の規模を表すマグニチュード（M）の決定式にならって，検潮儀で観測された津波の最大振幅（または痕跡高）と，
観測点から震央までの距離（伝播距離）から算定される津波の大きさを表す指標であり，国内外で発生した数多くの津波に対して，モーメントマグ
ニチュード（Mw）と合致する（Abe（1979，1981，1985），阿部（1988，1999））。

• ただし，津波地震は地震規模の割に異常に大きな津波を引き起こす地震であり（Kanamori（1972）），MtからMwを推定することはできない
（阿部（1999））。

：検潮儀記録に基づく津波の最大片振幅（m）

：検潮儀記録に基づく津波の最大全振幅（m）

：震央から観測点までの海洋上最短距離（km）

１．検潮儀記録を用いた定義式

55.5loglog 2t ++= ΔHM

80.5loglogt ++= ΔHM

H

2H

Δ

（１）近地津波の観測記録を対象とした定義式（Abe（1981））

（２）太平洋地域の津波の観測記録を対象とした定義式（Abe（1979））

：検潮儀記録に基づく津波の最大片振幅（m）

：津波の発生場所と観測点との組合せで決定する補正値

C1.9logt Δ++= HM

H

CΔ

ΔCの値（Abe（1979））

２．痕跡高を用いた定義式（阿部（1999））

0.6log2 maxt += HM

mH

maxH

6.6log2t += mHM

2.0wt += MM

4.0wt += MM

（日本海側，検潮儀記録を用いてMtを求めた場合，Abe(1985)）

（日本海側，痕跡高を用いてMtを求めた場合，阿部(1999)）

（太平洋側，Abe(1985)）

３．MtとMwの関係※

wt MM =

※：津波地震は除く。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p10 再掲Ⅰ．第５章 ５．１ 地震規模に関する知見の整理

５．１．２ MtとMwの関係
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Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定

５．２．１ 剛性率，ライズタイムの設定：剛性率

• 土木学会（2016）等を参考として，3.5×1010（N/㎡）とした。

Vp/Vs比に関する既往研究例（伊藤・大東（1996））

震源付近の媒質の剛性率（土木学会（2016））

P波速度構造に関する既往研究例（土木学会（2016））

コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p236 一部修正
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• 実際の地震の震源過程（＝初期破壊から震源域全体に破壊が及ぶ過程）が終了するのに要する時間が数秒から１分程度であることに対して，
相田（1986）は津波解析上の変動時間（以下，「津波初期変位分布のライズタイム」という。）の設定方法を以下のとおり示している。

• 日本海溝沿いで発生しているM８クラスの地震の断層長さL：150（km）～200（km）程度（土木学会（2016）），破壊伝播速度Vr：2.4（km/s）～3.0
（km/s）（地震調査研究推進本部（2017b）），ある１点で断層ずれを形成する時間（＝立上り時間）τ：5（s）程度（相田（1986））とすると，津波初期
変位分布のライズタイムは，55（s）～88（s）程度となる。

津波初期変位分布のライズタイム（s）＝（ L（km）/ Vr（km/s ） ）＋τ（s）

ここで，

L ：断層長さ（km）

Vr ：破壊伝播速度（km/s）

τ ：ある１点で断層ずれを形成する時間（＝立上り時間）（s）

以上を踏まえ，津波初期変位分布のライズタイムを60（s）に設定した※。

※：津波初期変位分布の解析上の考慮方法

→ Mansinha and Smylie(1971)の方法により計算される津波初期変位分布（＝断層面全体の鉛直

変位分布）を破壊終了時変位，その変動終了時間：60（s）（＝ライズタイム）として，津波解析と

同様の時間格子間隔Δｔ：0.1（ｓ）を用いて一様に変位を与える。

変動完了
変
位

（m）

時間（s）60(s)
Δt=0.1(s)

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p20 一部修正Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定

５．２．１ 剛性率，ライズタイムの設定：ライズタイム
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1896年明治三陸地震津波の痕跡高を用いたインバージョンモデル及び痕跡高と計算値の比較（中央防災会議（2005）に一部加筆）

Tanioka and Satake（1996）モデル（Mw8.0）
の断層範囲

• 中央防災会議（2005）では，1896年明治三陸地震津波の痕跡高を用いたインバージョン手法により，すべりの不均質性を考慮した断層モデル（断層面積：
約23千km2，代表長さ：約330km，平均幅：約70km）を推定している。

• 同モデルは，申請時の基準断層モデル（Mw8.3）やTanioka and Satake（1996）の断層モデル（Mw8.0）よりも地震規模が大きいとともに（Mw8.6※），痕跡高よりも
計算値が大きい（K=0.77，κ=1.4）。
※：すべり量，面積から剛性率を逆算するとμ=5.24×1010（N/㎡）であるが，土木学会（2016）を参考に設定した再現モデルのμ=3.5×1010（N/㎡）を用いるとMw8.48である。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p23 一部修正Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定

５．２．２ 中央防災会議（2005）の断層モデル



221

断層パラメータ 設定方法 設定値

ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mw

地震規模（Mw）の分布幅に関する知見，
国内外で発生した最大規模の1896年明
治三陸地震津波の地震規模を踏まえて
設定

8.5

長さ L（km） 中央防災会議（2005）のすべり分布を参
考に，既往津波再現モデルに，Mwに関連
する断層パラメータのスケーリング則（限
界を設定しない）を適用して設定。

271

幅 W（km） 64

すべり量 D(m) 11.60

剛性率 μ（N/m2） 既往津波再現モデルに基づき設定。 3.5×1010

地震ﾓｰﾒﾝﾄ Mo（Nm） μLWD 7.08×1021

断層上縁深さ d（km）
既往津波再現モデルに基づき設定。

1

傾斜角 δ（°） 20

ライズタイム τ（s） 既往津波再現モデルに基づき設定。 60

諸元

基準断層モデル

（波源位置：1896年明治三陸地震津波発生位置）

• 既往津波（1896年明治三陸地震津波）の再現モデル，中央防災会議（2005）の断層モデルのすべり分布を参考に，土木学会（2016）に示されるMwに
関連する断層パラメータのスケーリング則を適用して，長さ，幅，すべり量，剛性率，地震モーメント，傾斜角，ライズタイムを以下のとおり設定した。

背景：中央防災会議（2005）の断層モデル

黒線：基準断層モデル

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p24 一部修正

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定

５．２．３ 基準断層モデルの設定：長さ，幅，すべり量，剛性率，断層上縁深さ，傾斜角，ライズタイム
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断層モデル K κ n 既往津波高

基準断層モデル 0.66 1.54 246
伊木（1897），
松尾（1933）

（参考）
中央防災会議（2005）

0.77 1.4 143※ 伊木

• 設定した断層モデルは1896年明治三陸地震津波の痕跡高よりも十分に大きく（K=0.66），安全側の設定になっていることを確認した。

1896年明治三陸地震津波の痕跡高と計算津波高の比較

1896年明治三陸地震津波の痕跡高との比較（K，κ）

※：痕跡高と計算値の比較図（p220）からの読み取り

)

（黄
金)

既往津波高

計算津波高

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p25 再掲Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定

５．２．３ 基準断層モデルの設定：1896年明治三陸地震津波の痕跡高との比較
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• 地震調査研究推進本部（2014）による津波地震の断層面の設定方法を参考として，発電所に影響が大きい位置を基準位置とした。

• 上記波源位置における走向，すべり角を含めた諸元を以下に示す。

基準断層モデル

（波源位置：基準）
三陸沖北部から房総沖の海溝寄りの

プレート間地震（津波地震）の断層面

（地震調査研究推進本部（2014）に一部加筆）

断層パラメータ 設定方法 設定値

ﾓｰﾒﾝﾄ
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ

Mw

地震規模（Mw）の分布幅に関す
る知見，国内外で発生した最大
規模の1896年明治三陸地震津
波の地震規模を踏まえて設定

8.5

長さ L（km） 既往津波再現モデル，中央防災
会議（2005）のすべり分布を参考
に，Mwに関連する断層パラメー
タのスケーリング則（限界を設定
しない）を適用して設定。

271

幅 W（km） 64

すべり量 D(m) 11.60

剛性率 μ（N/m2）
既往津波再現モデルに基づき
設定。

3.5×1010

地震ﾓｰﾒﾝﾄ Mo（Nm） μLWD 7.08×1021

走向 θ（°）
地震調査研究推進本部（2014）
の津波地震の断層面を参考に
設定。

197

断層上縁深さ d（km） 既往津波再現モデルに基づき
設定。

1

傾斜角 δ（°） 20

すべり角 λ（°） 走向とすべり方向に基づき設定。 83.6

ライズタイム τ（s）
既往津波再現モデルに基づき
設定。

60

諸元

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p26 再掲Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定

５．２．３ 基準断層モデルの設定：基準位置及び断層諸元
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• 基準断層モデルによる計算結果を以下に示す。

【水位上昇側】

【水位下降側】

最大水位上昇量（m）

敷地前面
1号取水口

前面
2号取水口

前面
3号取水口

前面
1号放水口

前面
2・3号放水口

前面

基準断層モデル 19.63 14.87 14.90 15.49 12.82 13.46

最大水位下降量（m）

2号取水口前面

基準断層モデル -8.54

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p27 再掲Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定

５．２．３ 基準断層モデルの設定：基準断層モデルによる計算結果
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• 申請時の基準断層モデルの地震規模（Mw）は，地震調査研究推進本部（2012）の評価及び国内外で最大規模の1896年明治三陸地震津波を再現
するモデル（Mw8.28）を基本として，これを上回るよう土木学会（2002）を参考にMw8.3にスケーリングして設定した。

• 波源位置は，申請時の基準断層モデルの南端が北緯約38°付近となるように設定した。

断層パラメータ 設定方法 設定値

ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mw 土木学会（2002） 8.3

長さ L（km）
既往津波再現モデルに，Mwに関連する
断層パラメータのスケーリング則（幅に限
界あり）を適用して設定。

218

幅 W（km） 50

すべり量 D(m) 9.32

剛性率 μ（N/m2） 既往津波再現モデルに基づき設定。 3.5×1010

地震ﾓｰﾒﾝﾄ Mo（Nm） μLWD 3.56×1021

走向 θ（°） 日本海溝の形状に合わせて設定。 190

断層上縁深さ d（km）
既往津波再現モデルに基づき設定。

1

傾斜角 δ（°） 20

すべり角 λ（°） 走向とすべり方向に基づき設定。 75

ライズタイム τ（s） 既往津波再現モデルに基づき設定。 60

諸元

基準位置 地殻変動量分布

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（１）申請時の基準断層モデルの設定

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p21 再掲
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• 申請時の基準断層モデルによる計算結果を以下に示す。

【水位上昇側】

【水位下降側】

最大水位上昇量（m）

敷地前面
1号取水口

前面
2号取水口

前面
3号取水口

前面
1号放水口

前面
2・3号放水口

前面

申請時の
基準断層モデル

10.20 8.27 7.84 7.65 7.06 6.63

最大水位下降量（m）

2号取水口前面

申請時の
基準断層モデル

-4.93

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（２）申請時の基準断層モデルの設定：申請時の基準断層モデルによる計算結果

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p22 再掲
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• 土木学会（2002）を参考として，断層モデルの諸条件のうち津波地震の特性上不確定性が存在する断層パラメータの不確かさを考慮した。

申請時の基準断層モデル

■波源位置の不確かさを考慮する領域

（＝地震発生領域）
■各断層パラメータの不確かさ考慮

項目 変動範囲

位置

基準，北へ20km，40km，南へ20km，
40km，60km，80km，90km，100km，
110km，120km，130km，140km，
160km，180km，200km，220km移動

走向 基準，基準±5°

項目 変動範囲

傾斜角 基準，基準±5°

すべり角 基準，基準±10°

【概略パラメータスタディ 】

【詳細パラメータスタディ】

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（３）波源特性の不確かさの考慮：基本方針

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p23 再掲
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• 土木学会（2002）では，地震地体構造の知見，既往地震の発生履歴に基づき津波地震の発生領域を北緯約38°以北（領域３）及び房総沖（領域８）
に設定しているが，2011年東北地方太平洋沖地震は連動型地震であったものの，福島県沖でもすべりが生じたことや地震調査研究推進本部
（2012）による津波地震の発生領域に関する評価を踏まえ，波源位置の不確かさを考慮する領域は，地震調査研究推進本部（2012）で示される
三陸沖北部から房総沖の海溝寄りのどこでも発生するものとして設定した。

波源位置の不確かさを考慮する領域

（＝地震発生領域）

（地震調査研究推進本部（2012））
土木学会（2002）が設定した波源位置

（日本海溝沿い及び千島海溝（南部）沿い）

東北地方太平洋沖型地震の震源域

（地震調査研究推進本部（2012））

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（３）波源特性の不確かさの考慮：位置の不確かさを考慮する領域

第404回審査会合（H28.9.30）
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【概略パラメータスタディ】

最大水位上昇量・

下降量最大ケース
項目 変動範囲

位置
基準，北へ20km，40km，南へ20km，40km，60km，
80km，90km，100km，110km，120km，130km，140km，
160km，180km，200km，220km移動

走向 基準，基準±5°

項目 変動範囲

傾斜角 基準，基準±5°

すべり角 基準，基準±10°

【詳細パラメータスタディ】

（参考）断層パラメータ

走向

北

すべり角

傾斜角

断層
上縁深さ

走向の不確かさの考慮方法（概念）

• 土木学会（2002）を参考として，波源位置及び走向を変動させた概略パラメータスタディを実施し，各評価位置で水位上昇量及び水位下降量が最大となる
ケースについて，傾斜角及びすべり角を変動させた詳細パラメータスタディを実施した。

• 位置の変動範囲については，発電所に最も影響が大きい波源位置を評価するため，発電所の津波高さに与える影響が大きい範囲を対象に，10km単位で
移動させた。

• 走向，傾斜角，すべり角の変動範囲については，土木学会（2002）を参考に設定※した。

※：土木学会（2002）では，プレート間逆断層地震のハーバードCMTによる発震機構解（1976.1～2000.1に発生したMw6.0以上，深さ60km以下の地震）及び既往の断層モデル

のばらつきから変動範囲を設定。

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（３）波源特性の不確かさの考慮：位置・走向・傾斜角・すべり角の不確かさ

第404回審査会合（H28.9.30）
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• 各評価位置における最大水位上昇量を以下に示す。

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号取水口
前面

2号取水口
前面

3号取水口
前面

1号放水口
前面

2・3号放水口
前面

備考
位置 走向

北へ40km移動

基準－5° 6.75 5.70 5.56 5.38 4.65 4.33 

基準 5.89 5.17 5.06 4.88 4.04 3.74 

基準＋5° 5.34 4.58 4.46 4.30 3.52 3.28 

北へ20km移動

基準－5° 8.80 7.28 6.91 6.60 6.04 5.64 

基準 7.55 6.36 6.13 5.97 5.21 4.90 

基準＋5° 6.48 5.62 5.55 5.45 4.50 4.24 

基準

基準－5° 11.10 8.97 8.73 8.53 7.95 7.62 

基準 10.20 8.27 7.84 7.65 7.06 6.63 

基準＋5° 8.99 7.48 7.12 6.93 6.14 5.88 

南へ20km移動

基準－5° 12.53 10.26 10.01 9.97 9.01 8.95 

基準 11.95 9.82 9.65 9.71 8.70 8.56 

基準＋5° 11.49 9.49 9.20 9.11 8.28 8.05 

南へ40km移動

基準－5° 14.23 12.10 11.61 11.75 10.64 10.66 

基準 14.26 11.75 11.42 11.46 10.37 10.41 

基準＋5° 13.54 11.47 11.01 10.97 9.88 9.97 

南へ60km移動

基準－5° 16.54 13.39 13.45 13.64 12.48 12.48 

基準 16.07 13.32 13.27 13.41 11.99 12.18 

基準＋5° 15.36 13.17 12.79 12.89 11.51 11.74 

（単位：（m））

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（４）津波予測計算結果：概略パラメータスタディ（水位上昇側）（１／３）

第404回審査会合（H28.9.30）
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パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

基準

基準－5° 11.10 8.97 8.73 8.53 7.95 7.62 

基準 10.20 8.27 7.84 7.65 7.06 6.63 

基準＋5° 8.99 7.48 7.12 6.93 6.14 5.88 

南へ80km
移動

基準－5° 18.22 14.37 15.10 15.18 13.67 14.07 

基準 18.09 14.15 14.65 14.91 13.39 13.78 

基準＋5° 17.59 13.92 14.43 14.53 13.14 13.36 

南へ90km
移動

基準－5° 19.15 14.66 15.68 15.66 13.98 14.54 

基準 18.80 14.57 15.42 15.49 13.80 14.40 

基準＋5° 18.27 14.31 15.02 15.19 13.56 14.08 

南へ100km
移動

基準－5° 19.45 14.80 15.79 15.84 13.99 14.67 

基準 19.50 14.79 15.88 15.94 14.01 14.76 

基準＋5° 18.90 14.63 15.66 15.68 13.89 14.61 

南へ110km
移動

基準－5° 19.23 14.67 15.56 15.76 13.92 14.53 

基準 19.63 14.91 15.93 16.03 14.12 14.80 詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ①

基準＋5° 19.37 14.87 16.04 16.00 14.06 14.87 

南へ120km
移動

基準－5° 18.91 14.45 15.08 15.37 13.72 14.14 

基準 19.31 14.77 15.69 15.80 14.02 14.62 

基準＋5° 19.26 14.96 16.17 16.06 14.10 14.89 詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ②

南へ130km
移動

基準－5° 18.21 14.25 14.63 14.86 13.37 13.63 

基準 18.76 14.45 15.15 15.42 13.73 14.24 

基準＋5° 18.99 14.64 15.72 15.72 13.95 14.66 

南へ140km
移動

基準－5° 17.67 13.83 14.10 14.32 12.84 13.06 

基準 18.08 14.23 14.60 14.86 13.36 13.62 

基準＋5° 18.22 14.41 15.09 15.25 13.66 14.15 

不確かさの考慮ケース

（走向：基準）

：基準位置

：南へ80km移動

：南へ90km移動

：南へ100km移動

：南へ110km移動

：南へ12km移動

：南へ130km移動

：南へ140km移動

（単位：（m））

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（４）津波予測計算結果：概略パラメータスタディ（水位上昇側）（２／３）

第404回審査会合（H28.9.30）
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パラメータの変動範囲
敷地前面

1号取水口
前面

2号取水口
前面

3号取水口
前面

1号放水口
前面

2・3号放水口
前面

備考
位置 走向

南へ160km
移動

基準－5° 15.33 13.14 12.91 12.99 11.57 11.77 

基準 16.40 13.40 13.49 13.47 12.14 12.33 

基準＋5° 16.72 13.59 13.75 13.85 12.68 12.75 

南へ180 km
移動

基準－5° 13.96 11.91 11.47 11.36 10.23 10.30 

基準 14.47 12.36 11.95 11.99 10.78 10.84 

基準＋5° 14.67 12.79 12.40 12.34 11.14 11.30 

南へ200km
移動

基準－5° 12.04 10.33 9.90 9.75 8.79 8.54 

基準 12.64 11.06 10.59 10.45 9.40 9.38 

基準＋5° 13.06 11.76 11.08 10.80 10.08 10.01 

南へ220km
移動

基準－5° 10.15 8.46 7.94 7.72 6.83 6.40 

基準 11.41 9.63 9.17 8.88 8.18 7.67 

基準＋5° 12.35 10.72 10.15 9.72 9.08 9.02 

（単位：（m））

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（４）津波予測計算結果：概略パラメータスタディ（水位上昇側）（３／３）

第404回審査会合（H28.9.30）
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【詳細パラメータスタディ①（波源位置：南へ110km，走向：基準）】

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° 17.92 12.88 13.94 14.00 12.83 12.87 

基準 18.56 13.23 14.32 14.34 13.20 13.27 

基準＋10° 18.63 13.26 14.32 14.33 13.25 13.31 

基準

基準－10° 18.97 14.63 15.28 15.51 13.78 14.31 

基準 19.63 14.91 15.93 16.03 14.12 14.80 

基準＋10° 19.73 14.95 16.04 16.12 14.17 14.85 敷地前面最大ケース

基準＋5°

基準－10° 18.69 15.84 16.09 16.30 14.06 14.93 

基準 19.19 16.11 16.77 16.80 14.39 15.41 

基準＋10° 19.02 16.20 16.87 16.82 14.43 15.47 各取水口，2・3号放水口前面最大ケース

【詳細パラメータスタディ②（波源位置：南へ120km，走向：基準+5°）】

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° 17.73 12.93 13.93 14.02 13.02 13.12 

基準 18.20 13.26 14.30 14.27 13.36 13.42 

基準＋10° 18.22 13.24 14.35 14.27 13.35 13.41 

基準

基準－10° 18.86 14.72 15.50 15.62 13.78 14.46 

基準 19.26 14.96 16.17 16.06 14.10 14.89 

基準＋10° 19.44 14.88 16.05 16.07 14.11 14.91 

基準＋5°

基準－10° 18.57 15.82 16.21 16.39 14.16 15.08 

基準 18.83 16.11 16.74 16.77 14.43 15.44 

基準＋10° 18.80 16.14 16.81 16.73 14.44 15.43 1号放水口前面最大ケース

（単位：（m））

（単位：（m））

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（４）津波予測計算結果：詳細パラメータスタディ（水位上昇側）

第404回審査会合（H28.9.30）
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パラメータの変動範囲
2号取水口前面 備考

位置 走向

北へ40km移動

基準－5° -3.42 

基準 -3.50 

基準＋5° -3.56 

北へ20km移動

基準－5° -4.14 

基準 -3.84 

基準＋5° -3.90 

基準

基準－5° -5.28 

基準 -4.93 

基準＋5° -4.62 

南へ20km移動

基準－5° -5.55 

基準 -5.62 

基準＋5° -5.54 

南へ40km移動

基準－5° -6.17 

基準 -6.28 

基準＋5° -6.24 

南へ60km移動

基準－5° -6.55 

基準 -6.57 

基準＋5° -6.45 

（単位：（m））

（参考）
1号取水口前面

（参考）
3号取水口前面

-3.51 -3.42 

-3.52 -3.49 

-3.56 -3.55 

-4.16 -4.15 

-3.79 -3.90 

-3.87 -3.94 

-5.53 -5.35 

-5.02 -4.97 

-4.82 -4.62 

-6.22 -5.42 

-6.34 -5.59 

-6.25 -5.51 

-6.62 -6.02 

-6.66 -6.14 

-6.68 -6.08 

-7.21 -6.51 

-7.24 -6.47 

-7.13 -6.52 

• ２号取水口前面における最大水位下降量を以下に示す。

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（４）津波予測計算結果：概略パラメータスタディ（水位下降側）（１／３）

第404回審査会合（H28.9.30）
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不確かさの考慮ケース

（走向：基準）

：基準位置

：南へ80km移動

：南へ90km移動

：南へ100km移動

：南へ110km移動

：南へ12km移動

：南へ130km移動

：南へ140km移動

パラメータの変動範囲 2号取水口
前面

備考
位置 走向

南へ80km 
移動

基準－5° -7.76 

基準 -7.48 

基準＋5° -7.12 

南へ90km
移動

基準－5° -7.97 

基準 -7.80 

基準＋5° -7.60 

南へ100km
移動

基準－5° -8.269 

基準 -8.15 

基準＋5° -8.00 

南へ110km
移動

基準－5° -8.08 

基準 -8.18 

基準＋5° -8.271 詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ

南へ120km
移動

基準－5° -7.60 

基準 -7.86 

基準＋5° -8.17 

南へ130km
移動

基準－5° -7.27 

基準 -7.51 

基準＋5° -7.76 

南へ140km
移動

基準－5° -7.05 

基準 -7.27 

基準＋5° -7.48 

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-7.77 -7.74 

-7.55 -7.41 

-7.14 -7.06 

-7.86 -7.99 

-7.73 -7.75 

-7.63 -7.58 

-8.01 -8.28 

-7.92 -8.17 

-7.84 -8.04 

-7.90 -8.11 

-7.96 -8.22 

-8.02 -8.29 

-7.67 -7.66 

-7.83 -7.89 

-7.96 -8.16 

-7.49 -7.19 

-7.66 -7.48 

-7.80 -7.79 

-7.39 -6.89 

-7.72 -7.11 

-7.67 -7.40 

（単位：（m））

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（４）津波予測計算結果：概略パラメータスタディ（水位下降側）（２／３）

第404回審査会合（H28.9.30）
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パラメータの変動範囲
2号取水口前面 備考

位置 走向

南へ160km
移動

基準－5° -6.84 

基準 -6.98 

基準＋5° -7.11 

南へ180 km
移動

基準－5° -6.62 

基準 -6.90 

基準＋5° -6.95 

南へ200km
移動

基準－5° -6.10 

基準 -6.44 

基準＋5° -6.55 

南へ220km
移動

基準－5° -5.45 

基準 -6.07 

基準＋5° -6.39 

（単位：（m））

（参考）
1号取水口前面

（参考）
3号取水口前面

-7.16 -6.69 

-7.48 -6.72 

-7.32 -6.79 

-6.80 -6.41 

-7.07 -6.67 

-7.07 -6.65 

-6.51 -6.04 

-6.74 -6.28 

-6.78 -6.51 

-5.54 -5.37 

-6.36 -5.98 

-6.57 -6.42 

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（４）津波予測計算結果：概略パラメータスタディ（水位下降側）（３／３）

第404回審査会合（H28.9.30）
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【詳細パラメータスタディ（波源位置：南へ110km，走向：基準+5°） 】

パラメータの変動範囲
2号取水口前面 備考

傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° -7.71 

基準 -7.66 

基準＋10° -7.63 

基準

基準－10° -8.26 

基準 -8.27 

基準＋10° -8.24 

基準＋5°

基準－10° -8.31 

基準 -8.36 

基準＋10° -8.36 

【詳細パラメータスタディ（波源位置：南へ100km，走向：基準-5°）（申請時の検討）】

パラメータの変動範囲
2号取水口前面 備考

傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° -7.76 

基準 -7.65 

基準＋10° -7.61 

基準

基準－10° -8.20 

基準 -8.27 

基準＋10° -8.27 

基準＋5°

基準－10° -8.30 

基準 -8.38 

基準＋10° -8.48 最大ケース

（単位：（m））

（単位：（m））

（参考）
1号取水口前面

（参考）
3号取水口前面

-7.79 -7.68 

-7.74 -7.66 

-7.76 -7.62 

-8.05 -8.28 

-8.02 -8.29 

-8.00 -8.26 

-8.17 -8.34 

-8.33 -8.37 

-8.31 -8.33 

（参考）
1号取水口前面

（参考）
3号取水口前面

-7.78 -7.70 

-7.75 -7.66 

-7.70 -7.62 

-8.03 -8.26 

-8.01 -8.28 

-8.03 -8.27 

-8.12 -8.33 

-8.35 -8.40 

-8.42 -8.49 

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（４）津波予測計算結果：詳細パラメータスタディ（水位下降側）

第404回審査会合（H28.9.30）
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• 各評価位置における水位上昇側，水位下降側の最大ケースを以下に示す。

• なお，水位下降側については，取水口敷高を下回る継続時間の整理結果も合わせて示す。

モデル

波源特性の不確かさ 最大水位上昇量（m）

位置 走向 傾斜角 すべり角
敷地
前面

１号
取水口
前面

２号
取水口
前面

３号
取水口
前面

１号
放水口
前面

２・３号
放水口
前面

申請時の
基準断層モデル

南へ110km 基準 基準 基準+10° 19.73 14.95 16.04 16.12 14.17 14.85 

南へ110km 基準 基準+5° 基準+10° 19.02 16.20 16.87 16.82 14.43 15.47 

南へ120km 基準+5° 基準+5° 基準+10° 18.80 16.14 16.81 16.73 14.44 15.43 

【水位上昇側】

モデル

波源特性の不確かさ ２号取水口前面

位置 走向 傾斜角 すべり角 最大水位下降量（m）
取水口敷高を下回る

継続時間（分）

申請時の
基準断層モデル

南へ100km 基準-5° 基準+5° 基準+10° -8.48 1.3

【水位下降側】

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（４）津波予測計算結果：まとめ

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p34 再掲
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敷地前面最大ケース

（水位上昇側）

波源特性の不確かさ

・位置：南へ110km移動

・走向：基準

・傾斜角：基準

・すべり角：基準+10°

• 以上の検討が女川地点を評価する上で十分厳しくなっているかを確認するため，敷地前面最大ケースを対象に発電所周辺における津波マグニ
チュード（Mt）を算定し，地震調査研究推進本部（2012）の評価（Mt8.6～9.0）を上回るかを確認した。

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（５）発電所周辺におけるMtの算定：検討方針（１／３）

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p35 再掲



240Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（５）発電所周辺におけるMtの算定：検討方針（２／３）

：２号取水口前面における津波の最大全振幅（m）

：断層モデルの中心から発電所までの海洋上の最短距離（km）

①検潮儀記録を用いた定義式（Abe（1981））を用いたMtの算定方法

55.5loglog 2t ++= ΔHM

2H

• 発電所地点（２号取水口前面），並びに鮎川検潮所位置の水位時刻歴波形の最大全振幅を用いてMtを算定した。

Δ

■定義式

■検討対象位置と各地点の水位時刻歴波形

⊿s=10m

Mtは，地震調査研究推進本部（2012）の評価と同様に，①検潮儀記録を用いた定義式（Abe（1981）），②痕跡高を用いた定義式（阿部（1999））を用い
て，次のとおり算定した。

検討対象位置

⊿s=31m

⊿s=93m

女川原子力

発電所

鮎川検潮所

⊿s=5m

鮎川検潮所

発電所地点（２号取水口前面）

第404回審査会合（H28.9.30）
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②痕跡高を用いた定義式（阿部（1999））を用いたMｔの算定方法

• 痕跡高に相当する計算値を用いてMtを算定する。

• Mtの算定にあたり用いる最大区間平均高（Hm）について，阿部（1999）は，「海岸全域を20km～40km毎に細かく区切り，各区画平均高の最大値を
最大区画平均高（Hm ）とする。」としているが，本検討では，発電所周辺（約20km範囲）の区画平均高を最大区画平均高（Hm ）とした。

女川原子力

発電所

：最大区画平均高（m）（＝発電所周辺の区間平均高（m））mH

6.6log2t += mHM
■定義式

海岸の区間割り（区間距離：約20km）

（Kajiura（1983））

既往津波の区画平均高及び区画標準偏差

（Kajiura（1983））

最大区画平均高（＝発電所周辺の区画平均高）
の算定範囲（朱線部）

■最大区画平均高（Hm）の算定

 最大区画平均高の算定例（Kajiura（1983））
● ：区画平均高

― ：標準偏差
⊿s=93m

⊿s=31m

⊿s=10m

⊿s=5m

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（５）発電所周辺におけるMtの算定：検討方針（３／３）

第404回審査会合（H28.9.30）
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• 発電所地点（２号取水口前面），鮎川検潮所位置の水位時刻歴波形（最大全振幅（ H2 ）），並びに各検討位置までの海洋上の最短距離（Δ）から
算定されるMtは9.1である。

位置
最大全振幅

H2（m）
震央距離
Δ（km）

Mt
備考

（空間格子間隔）

発電所 23.22 180.6 9.2 5m

鮎川検潮所 16.46 178.6 9.0 91m

平均 9.1

（１）最大全振幅（H2）

-8.01m

H2=23.22m

+10.84m

H2=

16.46m

-5.62m

発電所地点（２号取水口前面）

鮎川検潮所

（３）Mtの算定

55.5loglog 2t ++= ΔHM

（２）断層モデルの中心から各検討位置までの海洋上の最短距離（Δ）

：断層モデルの中心

：発電所港湾内の潮位計設置位置

：鮎川検潮所位置

+15.21m

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（５）発電所周辺におけるMtの算定：検潮儀記録を用いた定義式によるMtの算定

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p38 再掲



243

• 発電所周辺の痕跡高に相当する計算値から算定されるMtは8.8である。

（１）最大区画平均高（Hm）（＝発電所周辺の区画平均高）

（２）Mtの算定

662 .logt += mHM

88

662122

.

..log

=
+= ）（

小区間 対数平均（m） 区間平均（m） 備 考

1 1.14 13.7 

2 1.21 16.1 

3 0.97 9.3 

4 0.84 7.0 

5 1.10 12.7 

6 1.12 13.2 

7 0.81 6.5 

8 0.92 8.4 

9 1.22 16.4 発電所範囲

10 1.19 15.4 

11 1.17 14.8 

12 1.25 17.7 

13 1.17 14.6 

1.08 12.2 最大区画平均高（Hm）

最大水位上昇量分布

最大区画平均高（Hm）（＝発電所周辺の区画平均高）の算定

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（５）発電所周辺におけるMtの算定：痕跡高を用いた定義式によるMtの算定

第404回審査会合（H28.9.30）
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• 敷地前面最大ケースを対象に発電所周辺におけるMtを算定した結果，Mt8.8～9.1であり，地震調査研究推進本部（2012）が評価した『次の地震の
規模：Mt8.6～Mt9.0』を上回ることを確認した。

• 以上から，本検討は女川地点を評価する上で，十分厳しくなっていることを確認した。

Ⅰ．第５章 ５．２ 基準断層モデルの設定 ５．２．４ 申請時の基準断層モデルによる評価

５．２．４（５）発電所周辺におけるMtの算定：まとめ

第404回審査会合（H28.9.30）
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• 各評価位置における最大水位上昇量を以下に示す。

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

北へ50km
移動

基準－5° 18.54 14.20 14.52 15.12 12.24 13.09 

基準 19.84 14.86 15.01 15.68 12.81 13.60 

基準＋5° 20.54 15.12 15.54 15.93 13.08 13.93 

北へ40km
移動

基準－5° 18.36 14.17 14.48 15.06 12.19 13.06 

基準 19.91 14.94 15.09 15.70 12.86 13.64 

基準＋5° 20.82 15.21 15.74 16.10 13.23 14.11 

北へ30km
移動

基準－5° 18.20 14.14 14.41 14.99 12.14 12.96 

基準 20.07 15.01 15.19 15.78 12.93 13.65 

基準＋5° 21.09 15.43 15.96 16.34 13.39 14.34 

北へ20km
移動

基準－5° 17.90 14.04 14.30 14.84 12.05 12.79 

基準 20.22 15.17 15.25 15.87 13.01 13.66 

基準＋5° 21.45 15.65 16.17 16.55 13.58 14.60 

北へ10km
移動

基準－5° 17.31 13.72 14.00 14.47 11.86 12.39 

基準 20.02 15.13 15.21 15.79 13.01 13.67 

基準＋5° 21.67 15.72 16.30 16.73 13.78 14.81 詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ①

基準

基準－5° 16.77 13.27 13.42 13.92 11.48 11.90 

基準 19.63 14.87 14.90 15.49 12.82 13.46 

基準＋5° 21.63 15.57 16.24 16.68 13.89 14.90 詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ②

（単位:m）

位置：基準，走向：基準

位置：北へ10km移動，走向：基準

位置：北へ10km移動，走向：基準+5°

位置：北へ20km移動，走向：基準

位置：北へ30km移動，走向：基準

位置：北へ40km移動，走向：基準

位置：北へ50km移動，走向：基準

不確かさの考慮ケース

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p31 再掲Ⅰ．第５章 ５．３ 津波予測計算 ５．３．１ 概略パラメータスタディ

５．３．１（１）水位上昇側（１／２）
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• 各評価位置における最大水位上昇量を以下に示す。

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

南へ10km
移動

基準－5° 15.68 12.62 12.75 13.20 10.80 11.20 

基準 18.52 14.31 14.40 14.83 12.39 12.94 

基準＋5° 21.36 15.34 16.01 16.39 13.75 14.70 

南へ20km
移動

基準－5° 13.58 11.79 11.83 12.27 9.94 10.34 

基準 17.03 13.54 13.60 14.00 11.67 12.12 

基準＋5° 20.65 14.79 15.43 15.84 13.35 14.15 

南へ30km
移動

基準－5° 12.55 11.00 10.84 11.04 9.09 9.55 

基準 15.85 12.71 12.70 13.15 10.93 11.20 

基準＋5° 18.86 14.41 14.64 14.89 12.53 13.32 

南へ40km
移動

基準－5° 11.60 10.06 9.78 9.87 8.14 8.27 

基準 13.65 11.81 11.78 12.20 9.96 10.09 

基準＋5° 17.18 13.61 13.66 13.90 11.82 12.29 

南へ50km
移動

基準－5° 10.69 9.26 8.84 8.95 7.14 7.16 

基準 12.61 11.02 10.83 11.01 9.10 9.23 

基準＋5° 15.57 12.86 12.68 12.98 10.99 11.21 

（単位:m）

位置：基準，走向：基準

位置：南へ10km移動，走向：基準

位置：南へ20km移動，走向：基準

位置：南へ30km移動，走向：基準

位置：南へ40km移動，走向：基準

位置：南へ50km移動，走向：基準

不確かさの考慮ケース

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p32 再掲Ⅰ．第５章 ５．３ 津波予測計算 ５．３．１ 概略パラメータスタディ

５．３．１（１）水位上昇側（２／２）
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• ２号取水口前面における最大水位下降量を以下に示す。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p56 再掲

パラメータの変動範囲 2号取水口
前面

備考
位置 走向

北へ50km
移動

基準－5° -8.07 

基準 -8.16 

基準＋5° -8.29 

北へ40km 
移動

基準－5° -8.42 

基準 -8.54 

基準＋5° -8.57 

北へ30km
移動

基準－5° -8.63 

基準 -8.61 

基準＋5° -8.78 詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ

北へ20km
移動

基準－5° -8.66 

基準 -8.74 

基準＋5° -8.77 

北へ10km
移動

基準－5° -8.66 

基準 -8.60 

基準＋5° -8.74 

基準

基準－5° -8.62 

基準 -8.54 

基準＋5° -8.50 

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-7.94 -8.08 

-8.05 -8.16 

-8.16 -8.29 

-8.32 -8.44 

-8.44 -8.55 

-8.52 -8.59 

-8.56 -8.63 

-8.51 -8.62 

-8.70 -8.73 

-8.58 -8.61 

-8.67 -8.71 

-8.66 -8.73 

-8.61 -8.65 

-8.51 -8.58 

-8.67 -8.72 

-8.63 -8.65 

-8.49 -8.55 

-8.42 -8.50 

パラメータの変動範囲 2号取水口
前面

備考
位置 走向

南へ10km
移動

基準－5° -8.52 

基準 -8.52 

基準＋5° -8.43 

南へ20km 
移動

基準－5° -8.21 

基準 -8.40 

基準＋5° -8.41 

南へ30km
移動

基準－5° -7.46 

基準 -8.12 

基準＋5° -8.34 

南へ40km
移動

基準－5° -6.70 

基準 -7.48 

基準＋5° -7.98 

南へ50km
移動

基準－5° -6.19 

基準 -7.00 

基準＋5° -7.57 

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-8.48 -8.54 

-8.47 -8.54 

-8.37 -8.44 

-8.00 -8.19 

-8.34 -8.46 

-8.34 -8.44 

-7.35 -7.45 

-7.97 -8.12 

-8.26 -8.33 

-6.62 -6.63 

-7.44 -7.46 

-7.88 -7.99 

-6.29 -6.16 

-6.84 -6.85 

-7.44 -7.58 

（単位：（m））（単位：（m））

Ⅰ．第５章 ５．３ 津波予測計算 ５．３．１ 概略パラメータスタディ

５．３．１（２）水位下降側
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• 概略パラメータスタディ及び港湾部の防波堤の有無に関する影響検討結果（詳細は次頁以降に記載）を踏まえ，以下のケースを対象に詳細パラ
メータスタディを実施した。

【水位上昇側】

波源モデル

波源特性の不確かさ 最大水位上昇量（m）

備考
位置 走向

敷地
前面

１号
取水口
前面

２号
取水口
前面

３号
取水口
前面

１号
放水口
前面

２・３号
放水口
前面

津波地震

北へ10km 基準+5° 21.67 15.72 16.30 16.73 13.78 14.81 詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ①

基準 基準+5° 21.63  15.57 16.24 16.68 13.89 14.90 詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ②

【水位下降側】

波源モデル

波源特性の不確かさ 最大水位下降量（m）

備考
位置 走向

２号取水口
前面

津波地震

北へ30km 基準+5° -8.78 詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ①

北へ10km 基準+5° -8.74
詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ②
（水位上昇側ケースと同様）

基準 基準+5° -8.50
詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ③
（水位上昇側ケースと同様）

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p34 再掲Ⅰ．第５章 ５．３ 津波予測計算 ５．３．１ 概略パラメータスタディ

５．３．１（３）まとめ
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• 概略パラメータスタディで抽出した位置が，防波堤が無い場合でも選定位置として妥当であるかを確認するため，前後ケースを対象に，防波堤無しの
地形を用いてパラメータスタディを実施した。

• なお，防波堤の有無が抽出位置に影響する場合には，概略パラメータスタディで抽出した波源位置以外についても詳細パラメータスタディを実施
することとした。

評価位置 波源位置 備考

敷地前面
1号取水口前面
2号取水口前面
3号取水口前面

北へ20km移動

北へ10km移動 抽出位置

基準位置

1号放水口前面
2・3号放水口前面

北へ10km移動

基準位置 抽出位置

南へ10km移動

位置 備考

2号取水口前面

北へ40km移動

北へ30km移動 抽出位置

北へ20km移動

■水位上昇側 ■水位下降側

抽出位置：北へ10km移動
（走向：基準+5°）

抽出位置：基準位置
（走向：基準+5°）

抽出位置：北へ30km移動
（走向：基準+5°）

Ⅰ．第５章 ５．３ 津波予測計算 ５．３．２ 防波堤の有無に関する影響検討

５．３．２（１）検討方針（１／２）

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p42 再掲
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防波堤無し防波堤有り

• 検討に用いた地形データを以下に示す。

Ⅰ．第５章 ５．３ 津波予測計算 ５．３．２ 防波堤の有無に関する影響検討

５．３．２（１）検討方針（２／２）

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p44 再掲
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13.0

14.0

15.0

16.0

17.0

18.0

北へ約10km移動 基準位置 南へ約10km移動
16.0

17.0

18.0

19.0

20.0

21.0

22.0

北へ20km移動 北へ10km移動 基準位置

評価位置：敷地前面，各取水口前面

（防波堤無し，各波源位置の最大ケースをプロット）

評価位置：各放水口前面

（防波堤無し，各波源位置の最大ケースをプロット）

：敷地前面

：１号取水口前面

：２号取水口前面

：３号取水口前面

最
大
水
位
上
昇
量
（m）

最
大
水
位
上
昇
量

（m）

• 防波堤無しの地形を用いたパラメータスタディの結果，位置の選定に与える影響（傾向）に有意な差は認められないことを確認した。

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号取水口
前面

2号取水口
前面

3号取水口
前面

位置 走向 防波堤 防波堤 防波堤 防波堤

有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し

北へ20km
移動

基準－5° 17.90 18.58 14.04 15.88 14.30 16.56 14.84 15.95 

基準 20.22 19.42 15.17 16.84 15.25 17.10 15.87 16.72 

基準＋5° 21.45 20.67 15.65 17.41 16.17 17.44 16.55 16.87 

北へ10km
移動

基準－5° 17.31 18.24 13.72 15.52 14.00 16.20 14.47 15.63 

基準 20.02 19.37 15.13 16.80 15.21 17.03 15.79 16.65 

基準＋5° 21.67 20.91 15.72 17.63 16.30 17.54 16.73 17.06 

基準位置

基準－5° 16.77 17.50 13.27 14.81 13.42 15.45 13.92 15.11 

基準 19.63 19.05 14.87 16.52 14.90 16.74 15.49 16.36 

基準＋5° 21.63 20.93 15.57 17.69 16.24 17.50 16.68 17.00 

：１号放水口前面

：２・３号放水口前面

パラメータの変動範囲 1号放水口
前面

2・3号放水口
前面

位置 走向 防波堤 防波堤

有り 無し 有り 無し

北へ10km
移動

基準－5° 11.86 13.02 12.39 12.91 

基準 13.01 14.21 13.67 14.47 

基準＋5° 13.78 15.00 14.81 15.49 

基準位置

基準－5° 11.48 12.36 11.90 12.39 

基準 12.82 13.85 13.46 14.23 

基準＋5° 13.89 15.01 14.90 15.53 

南へ10km
移動

基準－5° 10.80 11.60 11.20 11.68 

基準 12.39 13.25 12.94 13.70 

基準＋5° 13.75 14.68 14.70 15.31 

（単位：（m））（単位：（m））

Ⅰ．第５章 ５．３ 津波予測計算 ５．３．２ 防波堤の有無に関する影響検討

５．３．２（２）検討結果：水位上昇側

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p45 再掲



252Ⅰ．第５章 ５．３ 津波予測計算 ５．３．２ 防波堤の有無に関する影響検討

５．３．２（２）検討結果：水位下降側

-11.0

-10.0

-9.0

-8.0

-7.0

-6.0

北へ40km移動 北へ30km移動 北へ20km移動 北へ10km移動 基準位置 南へ10km移動

• 防波堤無しの地形を用いたパラメータスタディの結果，防波堤の有無が位置の選定に与える影響（傾向）に差が認められた。

• 以上から，概略パラメータスタディで抽出した北へ30km移動した位置に追加して，水位上昇側の検討で実施した基準位置及び北へ10km移動した
位置についても，防波堤有りの地形で詳細パラメータスタディを実施し，水位下降側の最大ケースを評価することとした。

評価位置：２号取水口前面

（各波源位置の最大ケースをプロット）

：防波堤有り

：防波堤無し

パラメータの変動範囲 2号放水口前面

位置 走向
防波堤

有り 無し

北へ40km
移動

基準－5° -8.42 -7.70 

基準 -8.54 -7.55 

基準＋5° -8.57 -7.72 

北へ30km
移動

基準－5° -8.63 -8.30 

基準 -8.61 -8.18 

基準＋5° -8.78 -8.10 

北へ20km
移動

基準－5° -8.66 -8.95 

基準 -8.74 -8.83 

基準＋5° -8.77 -8.37 

パラメータの変動範囲 2号放水口前面

位置 走向
防波堤

有り 無し

北へ10km
移動

基準－5° -8.66 -9.18 

基準 -8.60 -9.19 

基準＋5° -8.74 -8.92 

基準位置

基準－5° -8.62 -9.17 

基準 -8.54 -9.38 

基準＋5° -8.50 -9.25 

南へ10km
移動

基準－5° -8.52 -8.98 

基準 -8.52 -9.26 

基準＋5° -8.43 -9.37 

（単位：（m））

第404回審査会合（H28.9.30）
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【詳細パラメータスタディ①（波源位置：北へ10km，走向：基準+5°）】

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° 18.99 13.64 14.64 14.77 12.50 13.22 

基準 19.95 14.09 15.20 15.14 12.96 13.71 

基準＋10° 20.10 14.21 15.21 15.24 13.00 13.79 

基準

基準－10° 20.97 15.35 15.92 16.26 13.37 14.30 

基準 21.67 15.72 16.30 16.73 13.78 14.81 

基準＋10° 21.68 15.86 16.47 16.79 13.81 14.84 

基準＋5°

基準－10° 20.17 16.73 16.91 16.64 13.94 14.21 

基準 20.84 17.08 17.47 17.09 14.35 14.75 

基準＋10° 20.84 17.21 17.61 17.20 14.392 14.72 各取水口前面最大ケース

【詳細パラメータスタディ②（波源位置：基準，走向：基準+5°）】

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° 19.11 13.67 14.74 14.71 12.70 13.33 

基準 20.22 14.09 15.25 15.23 13.24 13.91 

基準＋10° 20.53 14.21 15.39 15.37 13.37 14.06 

基準

基準－10° 20.95 15.21 15.85 16.15 13.35 14.32 

基準 21.63 15.57 16.24 16.68 13.89 14.90 

基準＋10° 21.82 15.80 16.39 16.80 13.98 15.01 
敷地前面最大ケース
２・３号放水口前面最大ケース

基準＋5°

基準－10° 19.96 16.53 16.66 16.54 13.86 14.19 

基準 20.76 17.05 17.31 17.04 14.32 14.75 

基準＋10° 20.73 17.13 17.45 17.18 14.393 14.80 １号放水口前面最大ケース

（単位：（m））

（単位：（m））

• 各評価位置における最大水位上昇量を以下に示す。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p35 再掲Ⅰ．第５章 ５．３ 津波予測計算 ５．３．３ 詳細パラメータスタディ

５．３．３（１）水位上昇側
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【詳細パラメータスタディ①（波源位置：北へ30km，走向：基準+5°）】

パラメータの変動範囲 2号取水口
前面

備考
傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° -7.91 

基準 -8.04 

基準＋10° -8.06 

基準

基準－10° -8.66 

基準 -8.78 

基準＋10° -8.78 

基準＋5°

基準－10° -9.00 

基準 -9.00 

基準＋10° -8.95 

【詳細パラメータスタディ②（波源位置：北へ10km，走向：基準+5°）】

（単位：（m））

• ２号取水口前面における最大水位下降量を以下に示す。

パラメータの変動範囲 2号取水口
前面

備考
傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° -7.84 

基準 -8.02 

基準＋10° -8.06 

基準

基準－10° -8.57 

基準 -8.74 

基準＋10° -8.80 

基準＋5°

基準－10° -9.01 

基準 -9.15 

基準＋10° -9.17 ２号取水口前面最大ケース

【詳細パラメータスタディ③（波源位置：基準，走向：基準+5°）】

パラメータの変動範囲 2号取水口
前面

備考
傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° -7.58 

基準 -7.78 

基準＋10° -7.86 

基準

基準－10° -8.37 

基準 -8.50 

基準＋10° -8.53 

基準＋5°

基準－10° -8.92 

基準 -9.01 

基準＋10° -9.03 

（単位：（m））

（単位：（m））

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p36 再掲Ⅰ．第５章 ５．３ 津波予測計算 ５．３．３ 詳細パラメータスタディ

５．３．３（２）水位下降側
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Ⅰ．地震に起因する津波の評価

１．文献調査

２．千島海溝沿いで発生する津波の影響

３．遠地津波の数値シミュレーション

４．東北地方太平洋沖型の地震

５．津波地震

６．海洋プレート内地震
６．１ 剛性率，ライズタイムの設定

６．２ 断層上縁深さの設定

６．３ 地震本部(2014)による海洋プレート内地震(正断層型)の評価

６．４ 津波予測計算
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Ⅰ．地震に起因する津波の評価 ６．海洋プレート内地震

６．１ 剛性率，ライズタイムの設定：剛性率

• 土木学会（2016）等を参考として，7.0×1010（N/㎡）とした。

Vp/Vs比に関する既往研究例（伊藤・大東（1996））

震源付近の媒質の剛性率（土木学会（2016））

P波速度構造に関する既往研究例（土木学会（2016））

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p57 一部修正
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• 実際の地震の震源過程（＝初期破壊から震源域全体に破壊が及ぶ過程）が終了するのに要する時間が数秒から１分程度であることに対して，
相田（1986）は津波解析上の変動時間（以下，「津波初期変位分布のライズタイム」という。）の設定方法を以下のとおり示している。

• 日本海溝沿いで発生しているM８クラスの地震の断層長さL：150（km）～200（km）程度（土木学会（2016）），破壊伝播速度Vr：2.4（km/s）～3.0
（km/s）（地震調査研究推進本部（2017b）），ある１点で断層ずれを形成する時間（＝立上り時間）τ：5（s）程度（相田（1986））とすると，津波初期
変位分布のライズタイムは，55（s）～88（s）程度となる。

津波初期変位分布のライズタイム（s）＝（ L（km）/ Vr（km/s ） ）＋τ（s）

ここで，

L ：断層長さ（km）

Vr ：破壊伝播速度（km/s）

τ ：ある１点で断層ずれを形成する時間（＝立上り時間）（s）

以上を踏まえ，津波初期変位分布のライズタイムを60（s）に設定した※。

※：津波初期変位分布の解析上の考慮方法

→ Mansinha and Smylie(1971)の方法により計算される津波初期変位分布（＝断層面全体の鉛直

変位分布）を破壊終了時変位，その変動終了時間：60（s）（＝ライズタイム）として，津波解析と

同様の時間格子間隔Δｔ：0.1（ｓ）を用いて一様に変位を与える。

変動完了
変
位

（m）

時間（s）60(s)
Δt=0.1(s)

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p58 一部修正Ⅰ．地震に起因する津波の評価 ６．海洋プレート内地震

６．１ 剛性率，ライズタイムの設定：ライズタイム
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■基準断層モデルの定義

• 各海域における地震特性等を踏まえて適切に設定された，想定津波の数値計算を行うための計算モデルで，パラメータスタディを実施する際の基準となる
断層モデルを基準断層モデルと定義している。

• 日本海溝沿い及び千島海溝（南部）沿い海域におけるプレート境界付近で想定する津波の基準断層モデルは，過去に繰り返し津波が発生しており，また，
プレート境界形状等に関する知見が比較的豊富であるため，既往津波の痕跡高を説明できる断層モデルにスケーリング則を適用して設定するとしている。

■日本海溝沿い及び千島海溝（南部）沿いにおける基準断層モデルの設定方法

地震・断層モデルの特徴，波源設定法の基本的考え方，既往津波の痕跡高を説明できる断層モデル

（土木学会（2002）に一部加筆）

• 波源設定方法の基本的考え方は，「既往津波の痕跡高を最もよく説明する断層モデルをもとに，位置とMwに応じた基準断層モデルを設定する。」としている。

→続きを次頁に示す。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p60 再掲Ⅰ．地震に起因する津波の評価 ６．海洋プレート内地震

６．２ 断層上縁深さの設定：土木学会（2002）の設定方法（１／４）
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津波の痕跡高を説明できる断層モデルの既往最大Mw，基準断層モデルのパラメータ

設定方法及び設定フロー（土木学会（2002）に一部加筆）

傾斜角
δ

断層長さ 断層幅 すべり量

走向 断層上縁深さ

すべり角

W D

λ

L

θ ｄ

• 断層上縁深さの設定方法について，
「プレート内地震はゼロとする。」として
いる。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p61 再掲

Ⅰ．地震に起因する津波の評価 ６．海洋プレート内地震

６．２ 断層上縁深さの設定：土木学会（2002）の設定方法（２／４）
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■既往津波の痕跡高を説明できる断層モデル

• 1933年昭和三陸地震津波を再現する断層モデルの断層上縁深さを「1km」に設定して，痕跡高の再現性を確認している。

津波痕跡高との比較を実施している断層モデル（日本海溝沿い及び千島海溝（南部）沿い海域）

（土木学会（2002）に一部加筆）

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p62 再掲Ⅰ．地震に起因する津波の評価 ６．海洋プレート内地震

６．２ 断層上縁深さの設定：土木学会（2002）の設定方法（３／４）
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■想定津波の評価例

• 基準断層モデルの断層上縁深さは，1933年昭和三陸地震津波を再現する断層モデルのパラメータを基本として，「1km」に設定している。

• 断層上縁深さの不確かさの考慮方法は，「0，1km，2km」と変化させた計算を実施している。

【基準断層モデル】（土木学会（2002）に一部加筆） 【断層上縁深さの不確かさの考慮方法】 （土木学会（2002）に一部加筆）

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p63 再掲
Ⅰ．地震に起因する津波の評価 ６．海洋プレート内地震

６．２ 断層上縁深さの設定：土木学会（2002）の設定方法（４／４）
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• 土木学会（2002）では，日本海溝沿い及び千島海溝（南部）沿いの海域における基準断層モデルについて， 既往津波の痕跡高を説明できる断層
モデルにスケーリング則を適用して設定することを基本としている。

• 想定津波の評価例で設定している基準断層モデルの断層上縁深さは，1933年昭和三陸地震津波の痕跡高を再現するモデルの断層上縁深さ
「1km」を採用している。

• なお，断層上縁深さの不確かさは，「0km，1km，2km」と変化させたパラメータスタディを実施している。

■土木学会（2002）の設定方法

■既往津波の再現モデル，基準断層モデルの設定値への反映

• 土木学会（2002）の設定方法を踏まえ，既往津波（1933年昭和三陸地震津波）の再現モデルの断層上縁深さを「1km」に設定し，痕跡高の再
現性を確認した。

• 基準断層モデルは，既往津波の再現モデルと同様の設定値を採用した。

• なお，断層上縁深さの不確かさの考慮方法は，土木学会（2002）と同様に，0km，1km，2kmと変化させたパラメータスタディを実施した。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p64 再掲Ⅰ．地震に起因する津波の評価 ６．海洋プレート内地震

６．２ 断層上縁深さの設定：まとめ
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資料3-2 p68 再掲Ⅰ．地震に起因する津波の評価 ６．海洋プレート内地震

６．３ 地震本部（2014）による海洋プレート内地震（正断層型）の評価

■地震調査研究推進本部（2014）の評価

• 地震調査研究推進本部（2014）の確率論的評価では，地震調査研究推進本部（2012）の長期評価に基づき，1933年昭和三陸地震と同規模の地震
（M8.2，断層幅100km）を，海溝の東側と西側に想定している。

【地震調査研究推進本部（2014）の確率論的評価の概要】（地震調査研究推進本部（2014）に一部加筆）
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パラメータの変動範囲
敷地前面

1号取水口
前面

2号取水口
前面

3号取水口
前面

1号放水口
前面

2・3号放水口
前面

備考
位置 走向

北へ40km移動

基準－10° 9.77 6.31 5.90 5.43 6.57 5.94 

基準 6.46 5.65 5.59 5.46 4.89 4.30 

基準＋10° 5.88 4.86 4.64 4.62 3.61 3.49 

北へ20km移動

基準－10° 11.18 6.51 6.41 6.00 6.94 6.75 

基準 9.15 5.76 5.67 5.32 5.86 5.21 

基準＋10° 6.18 5.32 5.25 5.27 4.50 3.96 

基準

基準－10° 12.04 6.78 6.93 7.08 7.12 7.36 

基準 10.75 6.17 6.08 5.55 6.09 6.49 

基準＋10° 8.72 5.48 5.52 5.42 5.80 5.11 

南へ20km移動

基準－10° 13.10 7.20 7.47 7.42 7.36 8.90 

基準 11.72 6.27 6.56 6.53 6.30 7.21 

基準＋10° 11.74 6.23 6.52 5.90 7.31 5.41 

南へ40km移動

基準－10° 13.94 7.47 8.92 7.76 8.05 9.35 

基準 12.60 6.54 6.69 7.02 6.52 7.51 

基準＋10° 12.97 6.73 6.45 6.51 8.02 6.97 

南へ60km移動

基準－10° 14.58 7.89 9.24 8.45 8.38 9.66 

基準 13.31 6.82 7.11 6.77 7.43 7.45 

基準＋10° 14.20 7.14 7.68 7.09 8.46 7.93 

南へ80km移動

基準－10° 14.88 7.89 10.85 9.68 8.50 9.70 

基準 13.92 6.92 6.47 5.99 8.25 7.66 

基準＋10° 15.04 7.37 8.80 7.88 8.74 8.77 

（単位：（m））
• 各評価位置における最大水位上昇量を以下に示す。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p66 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．１ 概略パラメータスタディ（南北方向）

６．４．１（１）水位上昇側（１／３）
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パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

南へ100km
移動

基準－10° 16.52 9.34 12.12 10.23 10.30 9.72 

基準 16.74 7.68 8.42 7.77 9.36 8.41 

基準＋10° 15.50 7.57 9.51 8.20 8.88 9.31 

南へ110km
移動

基準－10° 19.31 10.37 12.69 11.68 11.08 10.60 

基準 18.21 8.57 10.65 9.86 10.75 8.67 

基準＋10° 15.88 7.85 10.13 8.56 9.18 9.53 

南へ120km
移動

基準－10° 20.76 11.18 13.89 13.24 12.45 11.22 

基準 19.06 10.07 13.69 11.11 11.56 10.05 

基準＋10° 16.59 8.46 11.35 9.42 9.62 9.96 

南へ130km
移動

基準－10° 21.36 11.74 14.33 13.97 13.47 11.83 

基準 19.33 10.56 14.30 11.66 12.71 11.26 

基準＋10° 17.32 9.37 13.25 10.73 10.38 10.53 

南へ140km
移動

基準－10° 21.28 11.42 14.06 13.82 12.80 11.43 

基準 19.65 10.93 14.65 12.35 13.36 11.77 

基準＋10° 18.73 10.39 14.22 11.66 11.40 11.10 

南へ150km
移動

基準－10° 19.88 10.82 13.23 12.33 11.56 10.78 

基準 19.85 11.10 14.93 12.59 13.44 11.58 

基準＋10° 19.33 10.87 14.19 12.30 12.32 11.51 

南へ160km
移動

基準－10° 17.70 9.77 11.96 10.40 10.52 10.03 

基準 19.51 11.15 14.74 12.31 12.74 11.19 

基準＋10° 19.66 11.01 14.37 12.63 12.52 11.61 

南へ170km
移動

基準－10° 15.91 9.04 12.75 10.39 9.80 9.43 

基準 19.04 10.27 13.86 11.36 12.00 10.08 

基準＋10° 19.32 11.07 14.73 12.69 12.09 11.28 

南へ180km
移動

基準－10° 15.59 8.69 12.50 10.01 9.25 9.49 

基準 18.28 8.87 11.60 10.39 11.38 8.85 

基準＋10° 18.64 10.55 14.89 11.94 11.32 10.73 

不確かさの考慮ケース

（走向：基準）

：基準

：南へ100km移動

：南へ110km移動

：南へ120km移動

：南へ130km移動

：南へ140km移動

：南へ150km移動

：南へ160km移動

：南へ170km移動

（単位：（m））

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p67 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．１ 概略パラメータスタディ（南北方向）

６．４．１（１）水位上昇側（２／３）
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パラメータの変動範囲
敷地前面

1号取水口
前面

2号取水口
前面

3号取水口
前面

1号放水口
前面

2・3号放水口
前面

備考
位置 走向

南へ190km
移動

基準－10° 15.47 8.09 11.78 9.58 9.03 9.59

基準 18.11 8.44 9.26 9.09 10.45 8.56

基準＋10° 17.81 9.71 13.84 11.22 10.65 10.10

南へ200km
移動

基準－10° 15.45 7.95 10.66 8.93 9.03 9.52 

基準 17.39 8.00 8.01 8.70 9.74 8.61 

基準＋10° 17.31 9.08 12.83 10.42 10.29 9.71 

南へ220km
移動

基準－10° 15.11 7.93 9.36 8.50 8.95 9.19 

基準 16.93 7.79 7.39 7.88 9.07 8.41 

基準＋10° 16.85 8.71 12.06 9.81 10.10 9.50 

南へ240km
移動

基準－10° 14.31 7.79 9.22 8.04 8.84 8.84 

基準 16.72 7.81 7.40 8.16 9.02 8.15 

基準＋10° 16.43 8.39 11.35 9.07 9.90 9.48 

南へ260km
移動

基準－10° 12.49 7.61 8.79 7.34 8.80 7.48 

基準 15.65 7.79 7.98 8.00 9.30 7.90 

基準＋10° 15.36 8.02 9.95 8.09 9.20 9.19 

南へ280km
移動

基準－10° 10.66 7.14 7.23 6.61 7.45 5.89 

基準 14.81 7.64 9.05 7.45 9.22 7.31 

基準＋10° 15.32 7.49 8.03 7.38 8.85 8.79 

南へ300km
移動

基準－10° 8.99 6.71 6.48 6.17 6.81 5.46 

基準 13.33 7.45 8.64 7.11 8.86 7.03 

基準＋10° 14.96 7.35 7.69 6.98 8.73 8.33 

（単位：（m））

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p68 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．１ 概略パラメータスタディ（南北方向）

６．４．１（１）水位上昇側（３／３）
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パラメータの変動範囲 2号取水口
前面

備考
位置 走向

北へ40km移動

基準－10° -7.61 

基準 -6.76 

基準＋10° -5.61 

北へ20km移動

基準－10° -8.09 

基準 -7.51 

基準＋10° -6.48 

基準

基準－10° -8.46 

基準 -8.00 

基準＋10° -7.25 

南へ20km移動

基準－10° -8.65 

基準 -8.40 

基準＋10° -7.98 

南へ40km移動

基準－10° -8.87 

基準 -8.59 

基準＋10° -8.51 

南へ60km移動

基準－10° -8.97 

基準 -8.77 

基準＋10° -8.73 

南へ80km移動

基準－10° -9.06 

基準 -8.99 

基準＋10° -8.90 

（単位：（m））

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-7.56 -7.56 

-6.75 -6.73 

-5.61 -5.58 

-8.02 -8.03 

-7.47 -7.46 

-6.53 -6.46 

-8.42 -8.45 

-8.02 -7.96 

-7.25 -7.23 

-8.60 -8.60 

-8.29 -8.35 

-7.94 -7.95 

-8.74 -8.77 

-8.57 -8.59 

-8.48 -8.51 

-8.86 -8.89 

-8.75 -8.74 

-8.65 -8.69 

-9.00 -9.01 

-8.96 -8.89 

-8.77 -8.82 

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p69 再掲

• ２号取水口前面における最大水位下降量を以下に示す。

Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．１ 概略パラメータスタディ（南北方向）

６．４．１（２）水位下降側（１／３）
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パラメータの変動範囲 2号取水口
前面

備考
位置 走向

南へ100km
移動

基準－10° -9.12 

基準 -9.08 

基準＋10° -9.03 

南へ110km
移動

基準－10° -9.15 

基準 -9.15 

基準＋10° -9.04 

南へ120km
移動

基準－10° -9.16 

基準 -9.13 

基準＋10° -9.06 

南へ130km
移動

基準－10° -9.15 

基準 -9.08 

基準＋10° -9.08 

南へ140km
移動

基準－10° -9.15 

基準 -9.06 

基準＋10° -9.08 

南へ150km
移動

基準－10° -9.15 

基準 -9.07 

基準＋10° -9.06 

南へ160km
移動

基準－10° -9.10 

基準 -9.09 

基準＋10° -9.06 

南へ170km
移動

基準－10° -9.05 

基準 -9.14 

基準＋10° -9.06 

南へ180km
移動

基準－10° -9.03 

基準 -9.11 

基準＋10° -9.05 

：基準

：南へ100km移動

：南へ110km移動

：南へ120km移動

：南へ130km移動

：南へ140km移動

：南へ150km移動

：南へ160km移動

：南へ170km移動

不確かさの考慮ケース

（走向：基準）

（単位：（m））

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-9.09 -9.11 

-9.10 -9.06 

-8.92 -8.95 

-9.12 -9.17 

-9.17 -9.16 

-8.97 -9.01 

-9.13 -9.20 

-9.15 -9.15 

-9.00 -9.04 

-9.12 -9.18 

-9.01 -9.10 

-9.03 -9.10 

-9.13 -9.17 

-8.97 -9.06 

-9.02 -9.11 

-9.11 -9.17 

-8.99 -9.07 

-9.00 -9.09 

-9.06 -9.12 

-9.05 -9.10 

-8.99 -9.08 

-9.00 -9.04 

-9.16 -9.14 

-9.00 -9.08 

-8.93 -8.97 

-9.15 -9.11 

-9.00 -9.05 

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p70 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．１ 概略パラメータスタディ（南北方向）

６．４．１（２）水位下降側（２／３）
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パラメータの変動範囲 2号取水口
前面

備考
位置 走向

南へ190km
移動

基準－10° -8.95

基準 -9.06

基準＋10° -9.05

南へ200km
移動

基準－10° -8.90 

基準 -8.99 

基準＋10° -9.01 

南へ220km
移動

基準－10° -8.69 

基準 -8.85 

基準＋10° -8.94 

南へ240km
移動

基準－10° -8.51 

基準 -8.68 

基準＋10° -8.73 

南へ260km
移動

基準－10° -8.22 

基準 -8.54 

基準＋10° -8.52 

南へ280km
移動

基準－10° -7.43 

基準 -8.27 

基準＋10° -8.40 

南へ300km
移動

基準－10° -6.70 

基準 -7.84 

基準＋10° -8.11 

（単位：（m））

1号取水口
前面

3号取水口
前面

-8.82 -8.90

-9.07 -9.03

-8.97 -9.03

-8.75 -8.80 

-8.99 -8.94 

-8.91 -8.97 

-8.58 -8.67 

-8.79 -8.75 

-8.79 -8.88 

-8.43 -8.52 

-8.67 -8.62 

-8.60 -8.71 

-8.13 -8.17 

-8.46 -8.52 

-8.37 -8.53 

-7.38 -7.40 

-8.17 -8.19 

-8.16 -8.37 

-6.69 -6.68 

-7.84 -7.82 

-8.00 -8.05 

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p71 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．１ 概略パラメータスタディ（南北方向）

６．４．１（２）水位下降側（３／３）
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• 概略パラメータスタディ（南北方向）及び防波堤の有無に関する影響検討結果（詳細は次頁以降に記載）を踏まえ，以下のケースを対象に，東西方向
における波源特性の不確かさを考慮した。

【水位上昇側】

波源モデル

波源特性の不確かさ 最大水位上昇量（m）

備考
位置

敷地
前面

１号
取水口
前面

２号
取水口
前面

３号
取水口
前面

１号
放水口
前面

２・３号
放水口
前面

海洋プレート
内地震

南へ130km
移動

21.36 11.74 14.33 13.97 13.47 11.83 
水位は，走向：基準-10°
ケースを記載

【水位下降側】

波源モデル

波源特性の不確かさ 最大水位下降量（m）

備考
位置

２号取水口
前面

海洋プレート
内地震

南へ130km
移動

-9.15
水位は，走向：基準-10°
ケースを記載

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p67 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．１ 概略パラメータスタディ（南北方向）

６．４．１（３）まとめ
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• 南北方向の概略パラメータスタディで抽出した位置が，防波堤が無い場合でも選定位置として妥当であるかを確認するため，前後ケースを対象に，
防波堤が無い地形を用いてパラメータスタディを実施した。

• なお，防波堤の有無が抽出位置に影響する場合には，概略パラメータスタディで抽出した波源位置以外についても詳細パラメータスタディを実施
することとした。

位置 備考

各評価位置
（水位上昇側，
水位下降側）

南へ120km移動

南へ130km移動 抽出位置

南へ140km移動

選定位置：南へ130km移動
（走向：基準-10°）

防波堤無し防波堤有り

■検討ケース ■検討地形

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p73 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．２ 防波堤の有無に関する影響検討

６．４．２（１）検討方針
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10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

17.0

18.0

19.0

南へ120km移動 南へ130km移動 南へ140km移動

水位上昇側

（防波堤無し，各波源位置の最大ケースをプロット）

最
大
水
位
上
昇
量

（m）

• 防波堤無しの地形を用いたパラメータスタディの結果，位置の選定に与える影響（傾向）に有意な差は認められないことを確認した。

：敷地前面

：１号取水口前面

：２号取水口前面

：３号取水口前面

：１号放水口前面

：２・３号放水口前面

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号取水口
前面

2号取水口
前面

3号取水口
前面

1号放水口
前面

2・3号放水口
前面

位置 走向 防波堤 防波堤 防波堤 防波堤 防波堤 防波堤

有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し

南へ120km
移動

基準－10° 20.76 17.30 11.18 14.73 13.89 13.92 13.24 12.94 12.45 11.46 11.22 15.67 

基準 19.06 14.34 10.07 11.90 13.69 11.55 11.11 11.76 11.56 11.05 10.05 12.49 

基準＋10° 16.59 13.03 8.46 11.32 11.35 10.89 9.42 9.81 9.62 10.15 9.96 13.12 

南へ130km
移動

基準－10° 21.36 17.96 11.74 15.13 14.33 14.21 13.97 13.41 13.47 11.85 11.83 15.96

基準 19.33 15.75 10.56 12.76 14.30 12.08 11.66 12.87 12.71 11.62 11.26 14.05 

基準＋10° 17.32 13.92 9.37 12.06 13.25 11.74 10.73 10.75 10.38 11.14 10.53 13.86 

南へ140km
移動

基準－10° 21.28 17.82 11.42 15.26 14.06 14.25 13.82 13.45 12.80 11.40 11.43 15.49 

基準 19.65 16.46 10.93 13.28 14.65 12.89 12.35 13.67 13.36 11.90 11.77 14.61 

基準＋10° 18.73 15.50 10.39 12.84 14.22 12.26 11.66 11.53 11.40 11.91 11.10 14.46 

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p75 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．２ 防波堤の有無に関する影響検討

６．４．２（２）検討結果：水位上昇側
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-11.0

-10.0

-9.0

-8.0

南へ120km移動 南へ130km移動 南へ140km移動

• 防波堤無しの地形を用いたパラメータスタディの結果，位置の選定に与える影響（傾向）に有意な差は認められないことを確認した。

水位下降側（防波堤無し）

最
大
水
位
下
降
量

（m）

：２号取水口前面 パラメータの変動範囲 2号放水口前面

位置 走向
防波堤

有り 無し

南へ120km
移動

基準－10° -9.16 -10.03 

基準 -9.13 -10.10 

基準＋10° -9.06 -9.87 

南へ130km
移動

基準－10° -9.15 -10.03 

基準 -9.08 -10.09 

基準＋10° -9.08 -9.93 

南へ140km
移動

基準－10° -9.15 -10.02 

基準 -9.06 -10.07 

基準＋10° -9.08 -9.94 

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p76 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．２ 防波堤の有無に関する影響検討

６．４．２（２）検討結果：水位下降側
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パラメータの変動範囲
敷地
前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

基準

基準－10° 21.36 11.74 14.33 13.97 13.47 11.83 詳細ﾊﾟﾗｽﾀ①

基準 19.33 10.56 14.30 11.66 12.71 11.26

基準＋10° 17.32 9.37 13.25 10.73 10.38 10.53

東へ
10km
移動

基準－10° 20.61 11.56 14.29 13.27 12.43 11.43

基準 19.61 10.35 14.22 11.63 12.61 10.96

基準＋10° 17.10 9.06 12.66 10.43 10.09 10.37

東へ
20km
移動

基準－10° 19.28 11.39 15.23 12.98 12.12 11.43

基準 19.97 10.38 13.42 11.82 12.12 10.41

基準＋10° 17.01 8.81 12.03 10.08 9.93 10.16

東へ
30km
移動

基準－10° 18.80 11.22 15.62 12.88 11.92 11.73

基準 19.48 9.93 12.55 11.63 11.80 10.26

基準＋10° 17.01 8.57 11.56 9.83 9.80 9.96

東へ
40km
移動

基準－10° 18.73 10.76 14.72 12.66 11.89 12.32 詳細ﾊﾟﾗｽﾀ⑥

基準 19.30 9.79 12.57 11.28 11.33 10.22

基準＋10° 16.98 8.40 11.06 9.55 9.76 9.83

東へ
50km
移動

基準－10° 18.83 10.53 13.87 12.02 12.04 11.89

基準 19.09 9.60 12.25 10.92 10.93 10.20

基準＋10° 16.91 8.27 10.88 9.52 9.77 9.71

パラメータの変動範囲
敷地
前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

東へ
60km
移動

基準－10° 18.84 10.56 13.41 11.29 12.17 11.29

基準 18.48 9.27 12.04 10.62 10.57 10.13

基準＋10° 16.58 8.10 10.56 9.18 9.61 9.53

東へ
70km
移動

基準－10° 18.95 10.62 13.54 11.36 12.41 11.30

基準 18.16 9.26 12.28 10.56 10.49 10.15

基準＋10° 16.03 7.94 10.37 8.73 9.40 9.35

東へ
80km
移動

基準－10° 19.07 10.55 13.91 11.73 12.76 11.41

基準 18.44 9.67 12.95 10.95 10.77 10.28

基準＋10° 15.89 8.05 10.60 8.86 9.42 9.31

東へ
90km
移動

基準－10° 19.20 10.60 14.25 12.06 13.03 11.55

基準 18.45 10.07 13.71 11.47 11.04 10.41

基準＋10° 16.21 8.37 11.13 9.22 9.63 9.42

東へ
100km
移動

基準－10° 19.23 10.52 14.20 12.21 13.17 11.56

基準 18.22 10.31 14.17 11.68 11.03 10.52

基準＋10° 16.53 8.64 11.66 9.77 9.81 9.57

■位置：東方向，断層の傾斜：西傾斜（南北方向の位置：南へ130km移動）

（単位：（m）） （単位：（m））

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p70 再掲

• 各評価位置における最大水位上昇量を以下に示す。

Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．３ 概略パラメータスタディ（東西方向）

６．４．３（１）水位上昇側（１／４）
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パラメータの変動範囲
敷地
前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

基準

基準－10° 20.11 10.45 14.02 12.97 12.46 11.86

基準 19.38 10.88 14.61 12.38 11.87 11.21

基準＋10° 19.33 9.86 13.85 11.70 11.08 10.44

東へ
10km
移動

基準－10° 20.41 10.40 13.90 12.66 12.36 11.56

基準 19.28 10.76 14.65 12.21 11.58 11.20

基準＋10° 19.15 9.81 13.21 11.37 10.86 10.39

東へ
20km
移動

基準－10° 20.50 10.35 13.83 12.50 12.23 11.21

基準 19.25 10.60 14.46 11.99 11.48 11.21

基準＋10° 18.96 9.74 12.88 11.27 10.81 10.27

東へ
30km
移動

基準－10° 20.31 10.32 13.75 12.41 12.01 11.00

基準 19.17 10.51 14.37 11.88 11.37 11.15

基準＋10° 18.59 9.64 12.68 11.09 10.55 10.16

東へ
40km
移動

基準－10° 20.52 10.39 13.84 12.46 11.98 10.83

基準 19.17 10.45 14.23 11.83 11.34 11.08

基準＋10° 18.37 9.40 12.57 10.77 10.36 9.97

東へ
50km
移動

基準－10° 20.44 10.46 13.60 12.07 11.71 10.64

基準 19.10 10.30 14.01 11.64 11.27 10.95

基準＋10° 17.70 9.09 12.45 10.52 10.08 9.81

パラメータの変動範囲
敷地
前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

東へ
60km
移動

基準－10° 20.03 10.39 13.40 11.77 11.43 10.57

基準 19.07 9.97 13.59 11.62 11.07 10.73

基準＋10° 17.22 8.75 12.01 10.22 9.86 9.60

東へ
70km
移動

基準－10° 19.70 10.31 13.56 11.58 11.35 10.71

基準 19.06 9.79 13.34 11.70 10.86 10.57

基準＋10° 16.68 8.40 11.48 9.76 9.64 9.34

東へ
80km
移動

基準－10° 19.53 10.47 13.81 11.80 11.49 10.84

基準 19.17 9.91 13.46 11.91 11.03 10.61

基準＋10° 16.51 8.32 11.11 9.73 9.64 9.31

東へ
90km
移動

基準－10° 19.29 10.59 14.40 11.79 11.53 10.89

基準 19.31 9.99 13.42 11.85 11.08 10.67

基準＋10° 17.01 8.53 11.46 10.01 9.82 9.41

東へ
100km
移動

基準－10° 18.96 10.52 14.77 11.69 11.38 10.76

基準 19.22 9.86 13.20 11.63 10.96 10.57

基準＋10° 17.31 8.62 11.51 10.27 10.00 9.48

■位置：東方向，断層の傾斜：東傾斜（南北方向の位置：南へ130km移動）

（単位：（m）） （単位：（m））

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p71 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．３ 概略パラメータスタディ（東西方向）

６．４．３（１）水位上昇側（２／４）



276

パラメータの変動範囲
敷地
前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

基準

基準－10° 21.36 11.74 14.33 13.97 13.47 11.83 詳細ﾊﾟﾗｽﾀ①

基準 19.33 10.56 14.30 11.66 12.71 11.26

基準＋10° 17.32 9.37 13.25 10.73 10.38 10.53

西へ
10km
移動

基準－10° 21.35 11.85 14.90 14.29 14.23 11.91 詳細ﾊﾟﾗｽﾀ⑤

基準 19.17 11.01 14.81 12.12 12.77 11.43

基準＋10° 18.11 9.95 14.01 11.25 10.86 10.70

西へ
20km
移動

基準－10° 21.15 12.13 15.26 14.31 14.10 11.97 詳細ﾊﾟﾗｽﾀ④

基準 19.08 11.74 15.36 13.08 12.61 11.76

基準＋10° 18.61 10.48 14.62 11.82 11.23 10.75

西へ
30km
移動

基準－10° 20.17 12.20 14.57 13.77 13.29 11.87

基準 18.61 11.83 16.02 12.91 12.35 11.54

基準＋10° 18.73 10.85 14.65 12.37 11.50 11.05

西へ
40km
移動

基準－10° 19.37 10.72 12.62 12.43 12.30 10.71

基準 17.19 11.38 16.00 12.45 11.67 11.18

基準＋10° 17.81 10.86 14.36 12.19 11.30 10.91

西へ
50km
移動

基準－10° 19.53 10.94 12.77 12.37 11.62 10.78

基準 17.92 11.05 14.88 11.71 11.67 11.00

基準＋10° 17.06 11.00 14.26 12.02 11.36 10.47

パラメータの変動範囲
敷地
前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

西へ
60km
移動

基準－10° 19.74 11.61 14.01 13.13 11.99 11.14

基準 18.66 11.62 15.42 12.53 11.97 11.36

基準＋10° 17.94 11.57 14.07 11.89 11.99 10.43

西へ
70km
移動

基準－10° 19.47 12.07 14.87 13.69 12.12 11.68

基準 18.63 11.85 15.47 12.95 11.80 11.47

基準＋10° 16.67 11.52 13.97 11.62 11.93 9.76

西へ
80km
移動

基準－10° 19.20 12.22 15.30 13.93 12.05 12.02 詳細ﾊﾟﾗｽﾀ②

基準 18.61 11.74 15.03 13.29 11.82 11.37

基準＋10° 14.17 10.71 13.14 11.52 11.47 10.59

西へ
90km
移動

基準－10° 19.03 12.05 15.26 13.85 11.85 11.99

基準 17.99 11.27 14.83 12.64 11.18 10.91

基準＋10° 13.07 9.87 10.18 10.52 9.56 8.42

西へ
100km
移動

基準－10° 18.59 11.46 15.06 13.12 11.34 11.58

基準 17.16 10.54 13.93 11.57 10.63 10.21

基準＋10° 9.69 7.98 7.62 7.44 6.72 6.50

■位置：西方向，断層の傾斜：西傾斜（南北方向の位置：南へ130km移動）

（単位：（m）） （単位：（m））

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p72 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．３ 概略パラメータスタディ（東西方向）

６．４．３（１）水位上昇側（３／４）
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パラメータの変動範囲
敷地
前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

基準

基準－10° 20.11 10.45 14.02 12.97 12.46 11.86

基準 19.38 10.88 14.61 12.38 11.87 11.21

基準＋10° 19.33 9.86 13.85 11.70 11.08 10.44

西へ
10km
移動

基準－10° 19.87 10.60 14.77 13.12 12.75 11.89

基準 19.84 10.93 14.75 12.67 12.24 11.35

基準＋10° 19.53 10.30 14.13 12.07 11.49 10.70

西へ
20km
移動

基準－10° 20.10 11.12 15.37 13.51 13.14 11.93

基準 20.26 11.20 15.42 13.07 12.66 11.22

基準＋10° 19.21 10.60 14.54 12.39 11.55 10.70

西へ
30km
移動

基準－10° 20.17 11.46 15.61 13.59 13.06 11.81

基準 20.23 11.38 15.38 12.89 12.42 11.04

基準＋10° 18.75 10.84 14.87 12.70 11.45 10.40

西へ
40km
移動

基準－10° 20.17 11.50 15.20 13.41 12.45 11.68

基準 20.08 11.21 14.37 12.80 11.78 10.72

基準＋10° 18.22 10.79 15.71 12.63 11.23 10.31

西へ
50km
移動

基準－10° 19.94 11.65 15.01 13.48 12.10 11.64

基準 19.57 11.19 14.36 12.91 11.41 10.60

基準＋10° 17.56 11.33 16.37 12.62 11.16 10.36 詳細ﾊﾟﾗｽﾀ③

パラメータの変動範囲
敷地
前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
位置 走向

西へ
60km
移動

基準－10° 19.78 12.03 14.94 13.63 11.96 11.62

基準 18.89 11.13 14.27 12.63 11.09 10.50

基準＋10° 16.06 11.18 15.44 11.80 10.57 10.09

西へ
70km
移動

基準－10° 19.50 12.06 15.22 13.65 11.71 11.30

基準 18.05 10.86 14.16 12.39 10.75 10.07

基準＋10° 14.97 11.04 13.42 10.93 9.88 9.42

西へ
80km
移動

基準－10° 18.63 11.48 14.67 12.90 11.01 10.70

基準 15.60 9.82 12.58 10.69 9.81 9.24

基準＋10° 13.70 10.33 10.67 9.60 8.87 8.51

西へ
90km
移動

基準－10° 15.87 10.32 13.02 11.17 10.12 9.75

基準 14.12 9.20 10.32 8.12 8.48 8.11

基準＋10° 10.28 8.12 7.58 7.58 6.89 6.61

西へ
100km
移動

基準－10° 14.81 9.30 11.41 9.04 8.85 8.47

基準 11.19 7.92 7.40 7.15 7.09 6.88

基準＋10° 7.87 6.67 6.31 6.28 5.70 5.59

■位置：西方向，断層の傾斜：東傾斜（南北方向の位置：南へ130km移動）

（単位：（m）） （単位：（m））

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p73 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．３ 概略パラメータスタディ（東西方向）

６．４．３（１）水位上昇側（４／４）
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パラメータの変動範囲
2号取水口

前面
備考

位置 走向

基準

基準－10° -9.15

基準 -9.08

基準＋10° -9.08

東へ
10km
移動

基準－10° -9.12

基準 -9.07

基準＋10° -9.07

東へ
20km
移動

基準－10° -9.07

基準 -9.11

基準＋10° -9.06

東へ
30km
移動

基準－10° -9.05

基準 -9.11

基準＋10° -9.06

東へ
40km
移動

基準－10° -9.01

基準 -9.09

基準＋10° -9.05

東へ
50km
移動

基準－10° -8.96

基準 -9.06

基準＋10° -9.05

パラメータの変動範囲
2号取水口

前面
備考

位置 走向

東へ
60km
移動

基準－10° -8.99

基準 -9.06

基準＋10° -9.05

東へ
70km
移動

基準－10° -8.95

基準 -9.05

基準＋10° -9.02

東へ
80km
移動

基準－10° -8.92

基準 -9.03

基準＋10° -8.99

東へ
90km
移動

基準－10° -8.89

基準 -9.00

基準＋10° -8.97

東へ
100km
移動

基準－10° -8.79

基準 -8.97

基準＋10° -8.93

■位置：東方向，断層の傾斜：西傾斜（南北方向の位置：南へ130km移動）

（単位：（m）） （単位：（m））

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-9.12 -9.18

-9.01 -9.10

-9.03 -9.10

-9.06 -9.12

-9.03 -9.07

-9.02 -9.06

-9.00 -9.07

-9.12 -9.10

-9.02 -9.04

-8.93 -9.04

-9.08 -9.10

-9.00 -9.05

-8.86 -8.99

-9.03 -9.07

-9.00 -9.03

-8.83 -8.97

-9.01 -9.05

-9.00 -9.03

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-8.81 -8.96

-8.98 -9.03

-8.97 -8.98

-8.79 -8.93

-8.97 -9.02

-8.96 -8.99

-8.74 -8.91

-8.96 -9.01

-8.95 -8.96

-8.70 -8.86

-8.91 -8.96

-8.92 -8.93

-8.65 -8.81

-8.85 -8.91

-8.86 -8.88

• ２号取水口前面における最大水位下降量を以下に示す。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p84 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．３ 概略パラメータスタディ（東西方向）

６．４．３（２）水位下降側（１／４）
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パラメータの変動範囲
2号取水口

前面
備考

位置 走向

基準

基準－10° -9.15

基準 -8.99

基準＋10° -9.24

東へ
10km
移動

基準－10° -9.11

基準 -9.01

基準＋10° -9.13

東へ
20km
移動

基準－10° -9.08

基準 -8.96

基準＋10° -9.06

東へ
30km
移動

基準－10° -9.06

基準 -8.86

基準＋10° -8.99

東へ
40km
移動

基準－10° -9.06

基準 -8.84

基準＋10° -9.05

東へ
50km
移動

基準－10° -9.05

基準 -8.86

基準＋10° -8.98

パラメータの変動範囲
2号取水口

前面
備考

位置 走向

東へ
60km
移動

基準－10° -9.04

基準 -8.95

基準＋10° -9.00

東へ
70km
移動

基準－10° -9.07

基準 -8.97

基準＋10° -9.03

東へ
80km
移動

基準－10° -9.07

基準 -8.97

基準＋10° -9.08

東へ
90km
移動

基準－10° -9.06

基準 -9.02

基準＋10° -9.09

東へ
100km
移動

基準－10° -9.01

基準 -8.96

基準＋10° -9.09

■位置：東方向，断層の傾斜：東傾斜（南北方向の位置：南へ130km移動）

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-9.12 -9.16

-8.91 -9.01

-9.25 -9.22

-9.08 -9.12

-8.82 -8.96

-9.15 -9.13

-9.05 -9.09

-8.78 -8.91

-9.04 -9.05

-9.05 -9.05

-8.72 -8.87

-9.04 -8.98

-9.05 -9.02

-8.70 -8.86

-9.02 -8.96

-9.03 -9.04

-8.73 -8.87

-9.02 -8.98

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-9.04 -9.02

-8.83 -8.89

-9.02 -9.00

-9.05 -9.04

-8.91 -8.95

-9.06 -9.00

-9.04 -9.05

-8.95 -8.98

-9.15 -9.05

-9.04 -9.06

-8.96 -8.96

-9.18 -9.07

-9.00 -9.03

-8.93 -8.96

-9.16 -9.07

（単位：（m）） （単位：（m））

第404回審査会合（H28.9.30）
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パラメータの変動範囲
2号取水口

前面
備考

位置 走向

基準

基準－10° -9.15

基準 -9.08

基準＋10° -9.08

西へ
10km
移動

基準－10° -9.13

基準 -9.09

基準＋10° -9.07

西へ
20km
移動

基準－10° -9.14

基準 -9.11

基準＋10° -9.05

西へ
30km
移動

基準－10° -9.17

基準 -9.13

基準＋10° -8.97

西へ
40km
移動

基準－10° -9.06

基準 -9.08

基準＋10° -8.87

西へ
50km
移動

基準－10° -9.00

基準 -9.04

基準＋10° -8.79

パラメータの変動範囲
2号取水口

前面
備考

位置 走向

西へ
60km
移動

基準－10° -9.00

基準 -8.98

基準＋10° -8.81

西へ
70km
移動

基準－10° -9.03

基準 -9.00

基準＋10° -8.86

西へ
80km
移動

基準－10° -9.09

基準 -9.03

基準＋10° -8.79

西へ
90km
移動

基準－10° -9.15

基準 -9.10

基準＋10° -8.59

西へ
100km
移動

基準－10° -9.20

基準 -9.10

基準＋10° -8.34

■位置：西方向，断層の傾斜：西傾斜（南北方向の位置：南へ130km移動）

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-9.12 -9.18

-9.01 -9.10

-9.03 -9.10

-9.11 -9.16

-9.03 -9.14

-9.02 -9.10

-9.14 -9.18

-9.09 -9.14

-9.01 -9.07

-9.16 -9.15

-9.16 -9.14

-8.95 -8.99

-9.06 -9.05

-9.10 -9.07

-8.82 -8.87

-8.98 -9.01

-9.02 -9.01

-8.74 -8.81

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-8.93 -8.99

-8.94 -8.98

-8.74 -8.81

-9.00 -9.02

-8.97 -8.98

-8.86 -8.86

-9.09 -9.06

-9.07 -9.02

-8.82 -8.79

-9.16 -9.11

-9.14 -9.06

-8.62 -8.59

-9.22 -9.18

-9.12 -9.08

-8.34 -8.33

（単位：（m）） （単位：（m））

第404回審査会合（H28.9.30）
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パラメータの変動範囲
2号取水口

前面
備考

位置 走向

基準

基準－10° -9.15

基準 -8.99

基準＋10° -9.24

西へ
10km
移動

基準－10° -9.26

基準 -9.14

基準＋10° -9.43

西へ
20km
移動

基準－10° -9.46

基準 -9.40

基準＋10° -9.64

西へ
30km
移動

基準－10° -9.65

基準 -9.62

基準＋10° -9.75

西へ
40km
移動

基準－10° -9.77

基準 -9.80

基準＋10° -9.54

西へ
50km
移動

基準－10° -9.85

基準 -9.94

基準＋10° -9.20

■位置：西方向，断層の傾斜：東傾斜（南北方向の位置：南へ130km移動）

（単位：（m）） （単位：（m））

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-9.12 -9.16

-8.91 -9.01

-9.25 -9.22

-9.20 -9.27

-9.09 -9.14

-9.44 -9.40

-9.39 -9.50

-9.34 -9.40

-9.66 -9.65

-9.58 -9.62

-9.56 -9.62

-9.74 -9.75

-9.75 -9.78

-9.82 -9.81

-9.54 -9.57

-9.85 -9.87

-9.94 -9.97

-9.17 -9.19

（参考）
1号取水口

前面

（参考）
3号取水口

前面

-9.90 -9.92

-10.04 -10.00

-8.76 -8.78

-9.92 -9.94

-10.02 -10.06

-8.40 -8.42

-9.90 -9.89

-9.83 -9.82

-7.88 -7.92

-9.75 -9.74

-9.42 -9.45

-7.47 -7.53

-9.52 -9.49

-9.04 -9.09

-7.27 -7.30

パラメータの変動範囲
2号取水口

前面
備考

位置 走向

西へ
60km
移動

基準－10° -9.92

基準 -10.05 詳細ﾊﾟﾗｽﾀ①

基準＋10° -8.80

西へ
70km
移動

基準－10° -9.95

基準 -10.05 詳細ﾊﾟﾗｽﾀ②

基準＋10° -8.40

西へ
80km
移動

基準－10° -9.87

基準 -9.82

基準＋10° -7.95

西へ
90km
移動

基準－10° -9.75

基準 -9.45

基準＋10° -7.51

西へ
100km
移動

基準－10° -9.51

基準 -9.07

基準＋10° -7.30

第404回審査会合（H28.9.30）
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波源特性の不確かさ 最大水位上昇量（m）

位置
断層の
傾斜

走向
敷地
前面

１号
取水口
前面

２号
取水口
前面

３号
取水口
前面

１号
放水口
前面

２・３号
放水口
前面南北方向 東西方向

南へ
130km

基準 西傾斜 基準-10° 21.36 11.74 14.33 13.97 13.47 11.83

南へ
130km

西へ
80km

西傾斜 基準-10° 19.20 12.22 15.30 13.93 12.05 12.02

南へ
130km

西へ
50km

東傾斜 基準+10° 17.56 11.33 16.37 12.62 11.16 10.36

南へ
130km

西へ
20km

西傾斜 基準-10° 21.15 12.13 15.26 14.31 14.10 11.97

南へ
130km

西へ
10km

西傾斜 基準-10° 21.35 11.85 14.90 14.29 14.23 11.91

南へ
130km

東へ
40km

西傾斜 基準-10° 18.73 10.76 14.72 12.66 11.89 12.32

【水位上昇側】

波源特性の不確かさ 最大水位下降量（m）

位置 断層の
傾斜

走向 ２号取水口前面
南北方向 東西方向

南へ
130km

西へ
60km

東傾斜 基準 -10.05

【水位下降側】

• 各評価位置における水位上昇側・水位下降側の最大ケースを以下に示す。

• 各ケースを対象に，詳細パラメータスタディを実施した。

第404回審査会合（H28.9.30）
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６．４．３（３）まとめ
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パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°
（40°）

0km 20.91 11.40 14.35 13.07 13.43 11.37 

1km（基準） 20.91 11.42 14.23 13.13 13.36 11.50 

2km 20.82 11.56 14.44 13.06 13.31 11.54 

基準
（45°）

0km 21.38 11.65 14.27 13.89 13.53 11.77 

1km（基準） 21.36 11.74 14.33 13.97 13.47 11.83 

2km 21.31 11.77 14.58 13.94 13.48 11.91 

基準＋5°
（50°）

0km 21.81 11.83 14.63 14.53 13.45 12.01 

1km（基準） 21.81 11.95 14.65 14.64 13.40 12.03 

2km 21.79 12.04 14.73 14.62 13.47 12.12 

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°
（48°）

7km 18.97 11.75 14.91 13.44 11.70 11.58 

8km（基準） 18.96 11.81 15.02 13.46 11.73 11.67 

9km 18.98 11.85 15.12 13.52 11.74 11.72 

基準
（53°）

7km 19.19 12.18 15.23 13.82 12.01 11.92 

8km（基準） 19.20 12.22 15.30 13.93 12.05 12.02 

9km 19.24 12.31 15.34 14.02 12.08 12.07 

基準＋5°
（58°）

7km 20.11 12.83 15.83 14.40 12.61 12.34 

8km（基準） 20.19 12.85 15.86 14.61 12.71 12.46 

9km 20.39 12.92 16.10 14.73 12.80 12.51 １号取水口前面最大ケース

（単位：（m））

（単位：（m））

【詳細パラメータスタディ①】
（波源位置：南へ130km，東西方向：基準，断層の傾斜：西傾斜，走向：基準-10°）

【詳細パラメータスタディ②】
（波源位置：南へ130km，西へ80km，断層の傾斜：西傾斜，走向：基準-10°）

• 各評価位置における最大水位上昇量を以下に示す。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p80 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．４ 詳細パラメータスタディ

６．４．４（１）水位上昇側（１／３）
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パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°
（35°）

9km 18.09 11.73 16.44 13.44 11.68 11.01 

10km（基準） 18.12 11.79 16.45 13.48 11.69 11.00 ２号取水口前面最大ケース

11km 18.15 11.80 16.37 13.47 11.72 11.01 

基準
（40°）

9km 17.64 11.36 16.31 12.67 11.15 10.37 

10km（基準） 17.56 11.33 16.37 12.62 11.16 10.36 

11km 17.56 11.27 16.25 12.62 11.14 10.35 

基準＋5°
（45°）

9km 16.63 10.70 15.35 11.96 10.47 9.54 

10km（基準） 16.51 10.67 15.29 11.84 10.45 9.51 

11km 16.37 10.58 15.15 11.72 10.42 9.51 

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°
（42°）

0km 20.34 12.09 15.27 13.50 13.78 11.59 

1km（基準） 20.45 12.07 15.31 13.54 13.80 11.62 

2km 20.41 12.13 15.38 13.41 13.80 11.65 

基準
（47°）

0km 21.01 12.16 15.10 14.21 14.07 11.95 

1km（基準） 21.15 12.13 15.26 14.31 14.10 11.97 

2km 21.10 12.22 15.42 14.28 14.17 12.07 

基準＋5°
（52°）

0km 21.85 12.30 15.22 14.67 13.97 12.28 

1km（基準） 21.97 12.31 15.17 14.92 14.04 12.25 

2km 21.94 12.42 15.26 15.12 14.16 12.26 ３号取水口前面最大ケース

（単位：（m））

（単位：（m））

【詳細パラメータスタディ③】
（波源位置：南へ130km，西へ50km，断層の傾斜：東傾斜，走向：基準+10°）

【詳細パラメータスタディ④】
（波源位置：南へ130km，西へ20km，断層の傾斜：西傾斜，走向：基準-10°）

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p81 再掲Ⅰ．第６章 ６．４ 津波予測計算 ６．４．４ 詳細パラメータスタディ

６．４．４（１）水位上昇側（２／３）
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【詳細パラメータスタディ⑤】
（波源位置：南へ130km，西へ10km，断層の傾斜：西傾斜，走向：基準-10°）

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°
（41°）

0km 20.64 11.57 14.89 13.33 13.99 11.60 

1km（基準） 20.69 11.67 14.99 13.38 13.97 11.64 

2km 20.69 11.82 15.09 13.33 13.94 11.72 

基準
（46°）

0km 21.30 11.86 14.85 14.11 14.26 11.84 １号放水口前面最大ケース

1km（基準） 21.35 11.85 14.90 14.29 14.23 11.91 

2km 21.37 11.82 15.01 14.34 14.24 12.01 

基準＋5°
（51°）

0km 21.98 12.08 15.21 14.86 14.17 12.03 

1km（基準） 22.05 12.14 15.19 15.01 14.12 12.05 敷地前面最大ケース

2km 22.04 12.11 15.17 15.08 14.16 12.19 

パラメータの変動範囲
敷地前面

1号
取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考
傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°
（40°）

0km 18.41 10.20 14.73 12.10 11.32 11.50 

1km（基準） 18.43 10.26 14.84 12.26 11.40 11.56 

2km 18.45 10.38 14.99 12.29 11.42 11.56 

基準
（45°）

0km 18.62 10.71 14.52 12.54 11.82 12.24 

1km（基準） 18.73 10.76 14.72 12.66 11.89 12.32 

2km 18.77 10.81 14.98 12.80 11.92 12.30 

基準＋5°
（50°）

0km 19.09 11.17 14.48 12.84 12.47 12.66 

1km（基準） 19.12 11.17 14.70 12.99 12.56 12.73 

2km 19.17 11.26 14.92 13.12 12.60 12.74 ２・３号放水口前面最大ケース

【詳細パラメータスタディ⑥】
（波源位置：南へ130km，東へ40km，断層の傾斜：西傾斜，走向：基準-10°）

（単位：（m））

（単位：（m））

第404回審査会合（H28.9.30）
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■位置：南へ130km，西へ60km，断層の傾斜：東傾斜，走向：基準

パラメータの変動範囲
2号取水口前面 備考

傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°
（34°）

11km -9.92 

12km（基準） -9.92 

13km -9.90 

基準
（39°）

11km -10.06 

12km（基準） -10.05

13km -10.02 

基準＋5°
（44°）

11km -10.13 １号，２号取水口前面最大ケース

12km（基準） -10.10 ３号取水口前面最大ケース

13km -10.06 

（単位：（m））

（参考）
1号取水口前面

（参考）
3号取水口前面

-9.95 -9.94 

-9.93 -9.92 

-9.90 -9.90 

-10.06 -10.03 

-10.04 -10.00 

-10.02 -9.98 

-10.13 -10.10 

-10.08 -10.11

-10.04 -10.07 

• ２号取水口前面における最大水位下降量を以下に示す。

第404回審査会合（H28.9.30）
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１．海底地すべりに関する文献調査

２．福島県沖の海底地すべり

３．日本海溝付近の海底地すべり

４．日本海溝付近における海山付近の海底地すべり

５．ハワイ付近の海底地すべり

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価
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Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価

１．海底地すべりに関する文献調査
１．１ 海底地すべりの特徴

１．２ 海底地すべりの既往事例

２．福島県沖の海底地すべり

３．日本海溝付近の海底地すべり

４．日本海溝付近における海山付近の海底地すべり

５．ハワイ付近の海底地すべり
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• 海底の地すべりの特徴は，陸上の地すべりと比較して，その規模が大きく，移動距離も大きい。

• 発生場所は，火山島や火山斜面，デルタ地形，大陸棚・大陸棚斜面上部，海溝付近の斜面で見られる。また，海底地すべりが発生する斜面は必
ずしも急傾斜面であるとは限らない。

• 発生要因は，堆積物中の間隙水圧の上昇が関係しているとされ，間隙水圧を上昇させる要因としては，地震，構造運動，暴風時の波浪，潮位変動，
津波，海水準変動，堆積物の供給過大，ガスハイドレードの分解，火山活動，海底地盤内の浸透流が挙げられている。

海底地すべり地形（痕跡）の模式図（池原（2005））

第210回審査会合（H27.3.20）

資料2-1 p71 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 １．海底地すべりに関する文献調査

１．１ 海底地すべりの特徴
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• フェロー諸島で認められた海底地すべりである。

• 傾斜約１°～２°の緩斜面，水深800m付近で発生。規模は，長さ10km，幅3km。海底地すべり地形の上部は馬蹄形を呈する。

• 発生要因は，地震と考えられている。

Canals et al.（2004）

Canals et al.（2004）

第210回審査会合（H27.3.20）

資料2-1 p72 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 １．海底地すべりに関する文献調査

１．２ 海底地すべりの既往事例：緩斜面で発生した海底地すべり（Canals et al.（2004））
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• 福井県沖ゲンタツ瀬北方で認められた海底地すべりである。

• 大陸斜面上部水深460m付近で発生。幅約8kmにわたって崩壊し，水深1060mまで達する舌状のマウンドを形成した。

• 発生要因は，斜面上部のより早い堆積速度と背斜による斜面傾斜角の増大もしくは海水準変動に伴う堆積場の移動が考えられている。

山本（1991）
山本（1991）

第210回審査会合（H27.3.20）

資料2-1 p73 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 １．海底地すべりに関する文献調査

１．２ 海底地すべりの既往事例：大陸斜面で発生した海底地すべり（山本（1991））
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１．海底地すべりに関する文献調査

２．福島県沖の海底地すべり
２．１ 検討方針

２．２ 海底地すべり地形の精査

３．日本海溝付近の海底地すべり

４．日本海溝付近における海山付近の海底地すべり

５．ハワイ付近の海底地すべり

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価
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• 徳山ほか（2001）で示される福島県沖の海底地すべりについて，津波伝播特性の検討から敷地に与える影響は小さいと考えられるが，発電所に
与える影響を定量的に把握するため以下のとおり検討した。

女川原子力発電所

三陸沖から常磐沖海域

（徳山ほか（2001）に一部加筆）

海底地すべり

（福島県沖）

【検討フロー】

①海上音波探査記録を用いた地形精査

・徳山ほか（2001）に示される音波探査記録を用いた確認

・サブボトムプロファイラーを用いた音波探査記録の有無の確認

②海底地すべり地形判読調査

日本水路協会M7000シリーズ，150mグリッドDEMデータを用いた海底地形判読

調査

■海底地すべり地形の精査

①海底地すべり地形の作成

②数値シミュレーション

■数値シミュレーション

第210回審査会合（H27.3.20）

資料2-2 p54 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ２．福島県沖の海底地すべり

２．１ 検討方針
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• 徳山ほか（2001）で示されている音波探査記録※を用いて，海底地すべり地形の精査を試みたが，マルチチャンネルの特性上，海底地すべり地形
（＝海底面の形状）を精査することは出来なかった。

※：マルチチャンネル音響地殻断面図（石油公団海上基礎物理探査，昭和61年度「南三陸～鹿島沖」 ）

マルチチャンネル音響地殻断面図（No.86-8）（徳山ほか（2001）に一部加筆）

第210回審査会合（H27.3.20）

資料2-2 p55 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ２．福島県沖の海底地すべり

２．２ 海底地すべり地形の精査：音波探査記録による確認（１／２）
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• 海底地すべりを調査する際に用いられるサブボトムプロファイラーによる音波探査記録の有無について確認した。

• 産業技術総合研究所及びJAMSTECで調査を実施しているものの，地すべり地形を精査できるほどの調査は実施されておらず，海底地すべり地形の
有無を確認することは出来なかった。

産業技術総合研究所 SBP測線図
（産業技術総合研究所（2013）に一部加筆）

JAMSTEC SBP測線図
（JAMSTEC（2014）に一部加筆）

第210回審査会合（H27.3.20）

資料2-2 p56 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ２．福島県沖の海底地すべり

２．２ 海底地すべり地形の精査：音波探査記録による確認（２／２）
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• 音波探査記録による地形精査が困難であったため，日本水路協会によるM7000データおよび150mグリッドDEMデータを用いて海底地すべり地形判読
調査を実施した。

• 検討の結果，徳山ほか（2001）で示される馬蹄形状を呈する明瞭な海底地すべり地形は確認されない。

平面図 鳥瞰図

海底地すべり地形判読調査の結果から，徳山ほか（2001）で示される明瞭な海底地すべり地形は確認されない。

②

①

③

②

①

③

第210回審査会合（H27.3.20）

資料2-2 p57 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ２．福島県沖の海底地すべり

２．２ 海底地すべり地形の精査：海底地すべり地形判読による確認
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Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価

１．海底地すべりに関する文献調査

２．福島県沖の海底地すべり

３．日本海溝付近の海底地すべり
３．１ 3.11地震で発生した海底地すべり

３．２ 海底地すべり地形の検討

３．３ 津波解析

３．４ 評価結果

３．５ まとめ

４．日本海溝付近における海山付近の海底地すべり

５．ハワイ付近の海底地すべり
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• 小平ほか（2012）は，3.11地震前後の海底地形データの比較から，陸側海溝斜面で海底地すべり※が発生していたとしている。

• Kawamura et al.(2012）は，同地震による大きなプレートの運動（水平移動）によって，不安定な状態が潜在していた海底地すべりが活動したとしている。

※：長さ1kmにわたって崩落し，海溝底に東西幅1.5km，高さ50mのデブリとして堆積。

地形データの偏差（小平ほか（2012））

3.11地震に伴う海底変動の模式図（小平ほか（2012））

海溝斜面先端部におけるすべりの模式図

（Kawamura et al.(2012））

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ３．日本海溝付近の海底地すべり

３．１ 3.11地震で発生した海底地すべり コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p217 再掲
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• 小平ほか（2012）と同様に，JAMSTEC（藤本（2005），海宝（2011））によって取得された3.11地震前後のデータ※を用いて地形変化量（差分図）を作成し，
海底地すべり地形を検討した。

航海名 測量年月日 備考（出典）

地震前 KR05-07
2005年6月

～7月
藤本（2005）

地震後 KR11-05 2011年3月 海宝（2011）

※：3.11地震前のデータは，当該地すべり地形周辺を広く取得している2005年のデータを使用。

地形変化量（差分図：2011年 － 2005年）

検討に用いたデータ

検討に用いた水深データ（位置図）

：2011年のデータ範囲

：2005年のデータ範囲

：地形変化量（差分図）作成範囲

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ３．日本海溝付近の海底地すべり

３．２ 海底地すべり地形の検討（１／２） コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p218 再掲
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堆積部最大高さ：50m
崩壊部
最大厚さ：100m

地形変化量（断面図）

：地震前の海底地形（2005年）
：地震後の海底地形（2011年）

• 地形変化量（差分図）から，小平ほか（2012）に示される海底地すべり※と整合的な地すべり地形を確認した。

3.11地震前における海底地すべり位置付近

の斜面勾配（平面図）

海溝陸側斜面
の海底地すべ
り位置付近にお
ける平均斜面
勾配：13°

-7350

地形変化量（平面図）

：断面図

作成位置

距離（m）

水

深

（m）

地形変化量（m）

11km

1.5km

2.9km

11km

斜面勾配（°）

※：海溝軸陸側斜面が長さ1kmにわたって崩落し，海溝軸底に東西幅1.5km，高さ50mのデブリとして堆積（小平ほか（2012））。

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ３．日本海溝付近の海底地すべり

３．２ 海底地すべり地形の検討（２／２） コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p219 再掲
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• 水理実験及び国外で発生した海底地すべりに伴う津波の再現性が確認され，海底地すべり位置の水深効果が考慮されているWatts et al.(2005)に
よる予測式により算定される初期水位分布を用いて津波解析を実施した。

■初期水位分布の予測式（Watts et al.(2005)）

ここで，
η0,3D：現象が3次元的な場合の最大水位低下，w：地すべり塊の幅，ηmin：振幅を除く第１式右辺の最小値，
κ，κ’：形状パラメータ（ただし，κ＝3としてよい）

■津波振幅予測式の概念図及び推定式（Grilli et al.(2005)，Watts et al.(2005)）

R：曲率半径（=b2/8T）
Δφ：回転角（=2S0/R）
a0：初期加速度（=S0/t0

2）
umax：最大速度（=S0/t0）
t0：特性時間

λ0：特性津波波長（ ）
η0,2D：X=Xgにおける最大水位低下量

R

Δφ

Xg

d

T

b

S
θ

X

b：崩壊部長さ
d：初期の崩壊部水深
T：崩壊部厚さ
w：崩壊部幅
θ：斜面勾配
γ：崩壊部比重
Xg：初期水深がｄとなる位置の座標
Cm：付加質量係数（=1）
Cd：抗力係数（=0）
S：移動距離
S0：特性距離（=S/2）
Cn：底面摩擦係数（=S0/Rcosθ）
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Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ３．日本海溝付近の海底地すべり

３．３ 津波解析：解析手法 コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p220 再掲
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設定値 設定根拠

γ 崩壊部比重 1.85 Watts et al.(2005)

b(m) 崩壊部長さ 1,500 地形変化量（平面図）（p300）

T(m) 崩壊部厚さ 100 地形変化量（断面図）（p300）

w(m) 崩壊部幅 11,000 地形変化量（平面図）（p300）

d(m)
初期の崩壊部
水深

7,350
崩壊部最大堆積位置における3.11地震前の
水深（＝地形変化量（断面図）（p300）

θ(deg.) 斜面勾配 13 地形変化量（平面図）（p300）

g(m/s2) 重力加速度 9.8

Cd 抗力係数 0 Grilli et al.(2005)

Cm 付加質量係数 1 Grilli et al.(2005)

S(m) 移動距離 2,200
崩壊部の中心（崩壊部長さの1/2）から堆積部
中心（堆積部長さの1/2）の距離（＝地形変化
量（平面図（p300））

S0(m) 特性距離 1,100 =S/2

Cn 底面摩擦係数 0.40 =S0/(Rcosθ)

R(m) 曲率半径 2,813 =b2/8T

a0(m2/s) 初期加速度 1.14 =S0/t02

t0(sec) 特性時間 31.0

λ0(m) 特性津波波長 8,325

ΔΦ(rad) 回転角 0.78 =2S0/R

umax(m/s) 最大速度 35.5 =S0/t0

ΔX(m) ガウス分布間距離 4,163 =λ0/2

κ’ 形状パラメータ 0.83
崩壊部厚さ100m，堆積部厚さ50mの比から，
上昇側振幅＝下降側振幅×0.50として設定

λ0,2D(m) 0.56

λ0,3D(m) 0.32

パラメータ
波源振幅の推定値

）（） 1/mC(/ −+= γγgR

gdt0=

初期水位分布

隆起量

沈降量

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ３．日本海溝付近の海底地すべり

３．３ 津波解析：初期水位分布 コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p221 再掲
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B領域 C領域 D領域 E領域 F領域 G領域 H領域

空間格子間隔
Δs

2.5 km
833 m

(2500/3)
278 m

(2500/9)
93 m

(2500/27)
31 m

(2500/81)
10m

(2500/243)
5m

(2500/486)

時間格子間隔Δt 0.1秒

基礎方程式
線形

長波式
非線形長波式（浅水理論）

沖側境界条件 自由透過 外側の大格子領域と水位・流量を接続

陸側境界条件 完全反射
完全反射

（海底露出を考慮）
小谷ほか（1998）の遡上境界条件

初期海面変動 Watts et al.(2005)による予測式により算定される初期水位分布を与える

海底摩擦
考慮

しない
マニングの粗度係数n = 0.03m-1/3s（土木学会（2016）より）

水平渦動粘性
係数

考慮しない

潮位条件 T.P.±0.0m

計算再現時間 海底地すべり発生後4時間

• 津波解析の計算条件を以下に示す。

• 海底地すべり周辺の空間格子間隔は，土木学会（2016）を参考として，地すべり位置における津波波長の1/20以下となる833mに設定※１した。

主な計算条件

計算領域とその水深及び格子分割

※１：海底地すべりに伴う津波波長約24km（＝初期水位分布の隆起域と沈降域のピーク間の距離（半波長さ）は約12km）の1/20は，約1.2km。

B領域

C領域

D領域

海底地すべり周辺
（Δs=833m）

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ３．日本海溝付近の海底地すべり

３．３ 津波解析：計算条件 コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p222 再掲
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水位上昇側 水位下降側

敷地前面
1号取水口

前面
2号取水口

前面
3号取水口

前面
1号放水口

前面
2・3号放水口

前面

0.37m 0.11m 0.12m 0.12m 0.09m 0.16m

2号取水口
前面

-0.14m

最大水位上昇量分布 最大水位下降量分布

２号取水口前面における水位時刻歴波形

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ３．日本海溝付近の海底地すべり

３．４ 評価結果

• 解析の結果，日本海溝付近の海底地すべりによる発電所の津波高さ（最大水位上昇量）は0.4m程度であり，発電所に与える影響は小さいことを確認した。

コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p223 再掲
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• 日本海溝付近の斜面で発生する海底地すべりが単独で発生した場合に，発電所の津波高さ（沿岸の津波高さ）に与える影響を定量的に把握
するため，3.11地震時に発生した海底地すべりを対象として津波解析を実施した。

• 解析の結果，同地すべりによる発電所の津波高さ（最大水位上昇量）は0.4m程度であり，発電所に与える影響は小さいことを確認した。

• これは，日本海溝付近の斜面で発生する海底地すべりに伴う津波は，海底地すべり位置の水深が7000m～8000mと深いために，海底地すべり
位置の津波振幅が小さいためと考えられる。

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ３．日本海溝付近の海底地すべり

３．５ まとめ コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p224 再掲
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Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価

１．海底地すべりに関する文献調査

２．福島県沖の海底地すべり

３．日本海溝付近の海底地すべり

４．日本海溝付近における海山付近の海底地すべり
４．１ 日本海溝付近の海山

４．２ 第１鹿島海山

４．３ 襟裳海山

４．４ 評価結果

５．ハワイ付近の海底地すべり
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• 日本海溝と伊豆・小笠原海溝の会合部付近には第１鹿島海山が存在し，その背後には，香取海山，第２～第５鹿島海山，磐城海山といった一連の
海山列が北東側へ続いている。

• また，日本海溝と千島海溝の島弧会合部付近には襟裳海山が存在し，その東側に広がる深海平坦面には拓洋第１海山，凌風第２海山等が分布して
いる（渡邊ほか（2007））。

日本海溝付近の海山※ （渡邊ほか（2007））

※：赤枠は，海上保安庁が2006年9月から10月

にかけて精密地殻構造探査を実施した範囲。

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ４．日本海溝付近における海山付近の海底地すべり

４．１ 日本海溝付近の海山 コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p225 再掲
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• 第１鹿島海山付近には海溝軸とほぼ平行な断層がいくつか認められる。第１鹿島海山は１つの正断層により東西に二分され，西半分が海溝に沈みこんで
いる（海上保安庁（1984），大島ほか（1985），藤岡・平（1987））。

• 東半分山頂の平坦面の水深は約3600m，西半分山頂の平坦面の水深は約5200mであり，その急斜面（比高：約1600m，傾斜：30度から45度）の下部には，
断層による海山の崩壊に伴う石灰岩や玄武岩の堆積物が存在する（大島ほか（1985），藤岡・平（1987））。

第１鹿島海山の鳥瞰図（海上保安庁（1984））

第１鹿島海山の地形図（ナローマルチビームデータを計算機処理した結果）

（海上保安庁（1984）に一部加筆）

東半分山頂

の平坦面

西半分山頂

の平坦面

第１鹿島海山付近の模式地質断面

（藤岡・平（1987）に一部加筆）

石灰岩

玄武岩

断
層

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ４．日本海溝付近における海山付近の海底地すべり

４．２ 第１鹿島海山（１／２） コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p226 再掲
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調査位置（DKr1）と3.11地震発生以後の震央分布※（西澤（2012））

（ａ）マルチチャンネル反射地震断面

（重合前深度マイグレーション断面図）

第１鹿島海山を横断する地震学的構造

（西澤（2012））

※：2011年3月11日～2012年5月29日の地震。赤星はM５以上，

白星はM７以上の震央位置を示す。

（ｂ）マルチチャンネル反射地震

断面（深度断面図）

（ｃ）Ｐ波速度構造断面図

以上の知見から，第１鹿島海山には断層の活動に伴う小規模な崩壊が見られるが，大規模な海底地すべり地形は確認されていない。

• 海上保安庁では，第１鹿島海山付近の地殻構造把握を目的とした精密地殻構造探査を実施し（2006年9月から10月），断層により分断された西半分が海溝
へと沈み込んでいる様子を明瞭に得ている（渡邊ほか（2007），西澤（2012））。

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ４．日本海溝付近における海山付近の海底地すべり

４．２ 第１鹿島海山（２／２） コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p227 再掲
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• 襟裳海山は，頂上水深が第１鹿島海山とほぼ同じ約3700ｍ（比高約4200ｍ）である。

• 第１鹿島海山と同様に北東方向の断層によって切られてはいるが，その規模は第１鹿島海山よりはるかに小さいものであり（飯山ほか（1984）），海上保安庁
による精密地殻構造探査結果から，海溝に沈み込みつつある様子が明瞭に得られている（渡邊ほか（2007），西澤（2012））。

• なお，第１鹿島海山のような断層の活動に伴う小規模な崩壊地形は確認されていない。

襟裳海山付近の海底地質

（飯山ほか（1984）） 襟裳海山を横断する地震学的構造

（西澤（2012））

（ａ）測線位置（ピンク点線）及び

2012年3月14日（M6.9）の地震

の余震

（ｂ）海溝側海側斜面の

horst and graben構造部分の拡大

（ｃ）マルチチャンネル反射地震断面

（深度断面図）

（ｄ）Ｐ波速度構造断面図

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ４．日本海溝付近における海山付近の海底地すべり

４．３ 襟裳海山 コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p228 再掲



311

• 日本海溝海側には，日本海溝と伊豆・小笠原海溝の会合部付近に第１鹿島海山が存在し，その背後には，香取海山，第２～第５鹿島海山，磐城
海山といった一連の海山列が北東側へ続いている。また，日本海溝と千島海溝の島弧会合部付近には襟裳海山が存在し，その東側に広がる深
海平坦面には拓洋第１海山，凌風第２海山等が分布している（渡邊ほか（2007））。

• 上記海山のうち第一鹿島海山には，断層の活動に伴う小規模な崩壊地形が存在するが（大島ほか（1985），藤岡・平（1987）），大規模な海底地す
べりは確認されていない。

• 以上から，日本海溝付近における海山付近の海底地すべりが発電所に与える影響は小さいと考えられる。

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ４．日本海溝付近における海山付近の海底地すべり

４．４ 評価結果 コメントS188

第750回審査会合（R1.7.26）

資料1-5-2 p229 一部修正
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Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価

１．海底地すべりに関する文献調査

２．福島県沖の海底地すべり

３．日本海溝付近の海底地すべり

４．日本海溝付近における海山付近の海底地すべり

５．ハワイ付近の海底地すべり
５．１ 評価概要

５．２ ハワイ諸島の概要

５．３ 文献調査及び評価対象の選定

５．４ 海底地形判読

５．５ 評価結果
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• 以下の検討フローに従い，ハワイ付近の海底地すべりに関する調査及び津波評価を実施し，ハワイ諸島周辺の海底地すべりが発電所に与える
影響を確認した。

①文献調査

 ハワイ付近の海底地すべりに関する文献調査を実施し，海底地すべり
地形の有無を確認

②評価対象とする海底地すべりの選定

 発生年代，規模等から，評価対象とする海底地すべりを選定

④津波評価

 発電所の津波水位を推定

■海底地すべりに関する調査

③海底地形判読

 選定した海底地すべり地形について，地形データを用いて地形判読を
行い，海底地すべりの規模を確認

■津波評価

【検討フロー】

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p114 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ５．ハワイ付近の海底地すべり

５．１ 評価概要
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• ハワイ諸島は日本の南東約6,400kmの太平洋上に位置しており，ハワイ島，マウイ島，オアフ島，カウアイ島，モロカイ島，ラナイ島，ニイハウ島，
カホオラウェ島の8つの島のほか多数の島と環礁からなる。

• ハワイを載せる太平洋プレートは北西方向へ年間10cm程度の速さで動いており，ハワイ諸島は北西へ行くほど古い（佐竹（1997））。

Eakins et. al.（2003）に一部加筆

ハワイ諸島

ハワイ島

マウイ島

モロカイ島

ラナイ島

オアフ島

カウアイ島

ニイハウ島

カホオラウェ島

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p115 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ５．ハワイ付近の海底地すべり

５．２ ハワイ諸島の概要
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日本沿岸の検潮記録
（羽鳥（1976）に一部加筆）

波向線（羽鳥（1976））

ハワイ沿岸の痕跡地点及び遡上高（Day et al.（2005） ）

• 1975年にハワイ島南岸のKalapana 付近で強震が発生し，日本沿岸各地で津波が観測され（羽鳥（1976）），その地震規模はMw7.7である（Nettles and 
Ekström（2004））。

• 日本沿岸における検潮記録の全振幅の最大値は，鮎川検潮所における55cmであり（羽鳥（1976）），ハワイ沿岸では最大15m弱の津波が観測された
（Day et al.（2005））。

→米国沿岸における水位は日本沿岸と大差なく，
指向性による影響はみられない

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p116 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ５．ハワイ付近の海底地すべり

５．３ 文献調査及び評価対象の選定：1975年Kalapana津波（１／２）
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• Ma et al.（1999）は，①海底地すべり，②低角逆断層のいずれでもハワイ周辺の検潮記録を説明できるとし，これらの組合せにより津波が発生した
であろうとしている。

1975年Kalapana津波のメカニズムの解釈（上），地すべりの分布（左下）及び低角逆断層による初期波形（右下）
（Ma et al.（1999））

→左下図のハッチ部は沈降域，白抜き部は隆起域である。数字は時間遅れ（分）を表す。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p117 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ５．ハワイ付近の海底地すべり

５．３ 文献調査及び評価対象の選定：1975年Kalapana津波（２／２）
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：後期更新世よりも前に生じた地すべり

：巨大津波を伴った可能性のある地すべり

：選定した地すべり

Moore et al.（1989）に加筆

※1  McMurtry et al.（2004）
※2 Papa’u（No.16）の年代はMoore et al.（1989）の“several thousand years ago”との記述に基づく。
※3 Loihi（No.17）の年代はGuillou et al.（1997）がLoihi火山東斜面の試料から求めた5±4～102±13kaに基づく。

年代（Ma）※1

5.0
5.0
3.6
2.9-3.1
2.1-2.2
1.0±0.1
0.86
1.3±0.06
0.254-0.306
0.200-0.240

>0.112-0.127
>0.112-0.127
>0.032-0.060?
>0.032-0.060?
>0.010-0.100

0.001～0.005※2

0.001～0.115※3

• 横瀬（2007， 2010）は，詳細なDEM データに基づきハワイ諸島の流山地域の微地形解析を実施し，ハワイ諸島で想定されている17の巨大海底地すべり
堆積物の中で巨大津波を伴った可能性があるのは，オアフ島東部のNuuanu 地すべり，ハワイ島西部のAlika-2地すべり，ハワイ島南部の東KaLae地すべ
りの３つに限定されるとしている。

• ハワイ諸島で発生した海底地すべりの特徴，発生年代に関する知見も踏まえ（McMurtry et al.（2004），Moore et al.（1989）），後期更新世以降に生じた
海底地すべりのうち，巨大津波を伴った可能性があり，面積が大きい「Alika-2」を評価対象として選定した。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p118 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ５．ハワイ付近の海底地すべり

５．３ 文献調査及び評価対象の選定：評価対象の選定



318

海底地形コンター図及び標高段彩陰影図

■海底地すべり地形の判断基準

崩壊部
（滑落崖）

・馬蹄形，半円形，コの字形の平面形で，斜面下方へ開く急斜面。
・急斜面は平面的に出入りがなくスムースな形状で，傾斜も一定

傾向。また，地すべり土塊を囲んで側方にも連続することがある。
・下方に地すべり土塊が対をなして存在することが重要。

堆積部
（地すべり

土塊）

・滑落崖の基部にある扇状地状あるいは舌状の高まり。
・細長い舌状の場合や台地状を呈することもある。
・典型的な場合には，土塊の表面に不規則な凸凹，低崖，凹地が

あり，凸形縦断の斜面形を示す。

 地すべり地形としては滑落崖とその基部にある地すべり土塊（滑落土塊）が対をな
す。陸上の地すべりに比べて大規模で，薄く広がる傾向がある。薄く広がるケース
では土塊は認定しにくいので滑落崖だけを認定する。

ハワイ大学マノア校海洋地球科学技術学部（ＳＯＥＳＴ）
による海底地形デジタルデータを使用

• Alika-2地すべり周辺（ハワイ島西部周辺）を対象に，ハワイ大学マノア校海洋地球科学技術学部（ＳＯＥＳＴ）による海底地形デジタルデータ（50mグリッド）
を用いて海底地形コンター図及び標高段彩陰影図を作成し，海底地形判読を行った。

• なお，海底地形判読にあたっては，以下の判読基準等に従って，海底地すべりの可能性のある地形を抽出した。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p119 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ５．ハワイ付近の海底地すべり

５．４ 海底地形判読（１／２）
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「Alika-2」の海底地すべり判読結果（現況地形）
復元地形

地形断面図（H:V=1:2.5）

：すべり面地形（現況地形）
：崩壊物堆積域（現況地形）
：復元地形

• 海底地形判読の結果，「Alika-2」付近に海底地すべりと判断される地形（滑落崖，崩壊物堆積域）が認められたことから（左図），地すべり滑落崖周辺の
現況地形から滑落崖を埋め戻し，地すべり崩壊前地形を復元した（右図）。

• 復元地形と現況地形との差から地すべり体積（土量）を算定した海底地すべりの体積（土量）は約105km3である。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p120 再掲
Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ５．ハワイ付近の海底地すべり

５．４ 海底地形判読（２／２）
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• 「Alika-2」の海底地すべりに伴う津波が発電所に与える影響を確認することを目的に，地すべり規模から津波水位を推定することを検討した。

• 津波水位の推定は，Papadopoulos and Kortekaas（2003）による20世紀以降に発生した世界の地すべり津波のデータ分析に基づく，地すべり体積と沿岸に
おける津波の最高水位の関係が，日本沿岸でも成立すると仮定して推定した。

• Ma et al.（1999）より，1975年Kalapana津波の地すべり体積を2.5km3とし，その地すべりに伴う日本沿岸における津波水位を検潮記録最大全振幅の最大値で
ある55cm（鮎川検潮所）（羽鳥（1976））と仮定する。

• Papadopoulos and Kortekaas（2003）による地すべり体積と津波水位の関係式から，「Alika-2」 のような地すべり（地すべり体積約105km3）がハワイで発生し
た場合の日本沿岸における津波水位は3.8m程度と推定される。

 地すべり１の体積をV1, 日本沿岸における津波水位をh1とする。
地すべり２の体積をV2, 日本沿岸における津波水位をh2とする。

 Papadopoulos and Kortekaas（2003）の関係により，
h2 = a・log（V2） + b
h1 = a・log（V1） + b
両式の差をとれば，
h2 - h1 = a （ log（V2） – log（V1））

よって，
h2 = h1 + a ・log（V2/V1）
となる。

 添え字1を1975年Kalapana津波，添え字2を想定津波に対応させ
ると，津波水位h2は以下のようになる。

1975年の日本沿岸における津波水位 h1 0.55m

Papadopoulos and Kortekaas （2003）に
基づく比例定数 a

2

1975年の地すべり体積 V1 2.5km3

想定津波の地すべり体積 V2 105 km3

想定津波の日本沿岸における津波水位 h2 3.8m

※：赤線は包絡線を直線近似して加筆したもの。PNG（1998パプアニューギニア）
及びIzmit（1999トルコ）は断層運動による津波への寄与が含まれる。

地すべり体積（m3）と沿岸における津波の最高水位の関係※

（Papadopoulos and Kortekaas（2003）に加筆）

以上から，ハワイ付近の海底地すべりが発電所に与える影響は小さいと考えられる。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-4 p121 再掲Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ５．ハワイ付近の海底地すべり

５．５ 評価結果
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１．潮位条件

２．津波解析条件

３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

４．津波の伝播特性の検討

Ⅲ．計算条件等
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Ⅲ．計算条件等

１．潮位条件
１．１ 朔望平均潮位の妥当性

２．津波解析条件

３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

４．津波の伝播特性の検討
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各月の朔望潮位の経時変化

【朔望満潮位】

【朔望干潮位】

• 近年（2006年～2010年）の観測記録※１，２を用いて朔望平均潮位を算定した結果，朔望平均満潮位はO.P.+1.46m，朔望平均干潮位はO.P.-0.09mであり，
基準津波評価で考慮している朔望平均潮位と有意な差がないことを確認した。

①基準津波評価
（1986年～1990年）

②近年
（2006年～2010年）

差
（①－②）

朔望平均
満潮位

O.P.+1.43m O.P.+1.46m -0.03m

朔望平均
干潮位

O.P.-0.14m O.P.-0.09m -0.05m

朔望平均潮位の比較

※１：鮎川検潮所は，3.11地震により被災したことを踏まえ，地震発生前の５ヵ年
（2006年～2010年）の潮位記録を用いた。

※２：潮位記録は，「日本海洋データセンター」の資料を使用した。また，朔望平均潮位
は，毎正時の朔望の前２日，後４日の期間における最高潮位または最低潮位を平均
して算定した。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p100 再掲Ⅲ．計算条件等 １．潮位条件

１．１ 朔望平均潮位の妥当性
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Ⅲ．計算条件等

１．潮位条件

２．津波解析条件
２．１ 空間格子間隔の設定

２．２ 時間格子間隔の設定

３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

４．津波の伝播特性の検討
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Ⅲ．計算条件等 ２．津波解析条件

２．１ 空間格子間隔の設定：H領域の設定（１／３）

第185回審査会合（H27.1.23）

資料1-1 p11 一部修正

• 相田（1977）では，日本海溝沿いで発生した既往津波の計算波形を用いた女川沖（200m等深線上）における周期を示しており，最も周期が短い津波
は，1896年明治三陸地震津波でその周期を8.7分としている。

• 発電所に襲来した2011年東北地方太平洋沖地震に伴う津波の周期は，発電所港湾内での津波観測記録から最高水位を記録した第１波の周期は
44分，それ以降の主要な３波の周期は48分～52分である（東北電力（2011））。

• 上記を踏まえ，周期8分以上の津波に対して，土木学会（2016）の目安※を満足するようB領域以下の各領域の接続境界を設定した。

※：津波の空間波形の１波長の1/20以下となるように空間格子間隔を設定する。

 

潮位計記録のピーク値
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44分 48分～52分 

2011年東北地方太平洋沖地震に伴う津波の周期

（東北電力（2011））

計算波形による最大波の周期

（相田（1977）） B領域 C領域 D領域 E領域 F領域 G領域 H領域

空間格子
間隔Δs

2.5 km
833 m

(2500/3)
278 m

(2500/9)
93 m

(2500/27)
31 m

(2500/81)
10m

(2500/243)
5m

(2500/486)

最小水深
hmin

※ 1107m 123m 14m 1.5m 0.17m 0.02m 0.005m

小領域への
接続水深hc

1500m
（B→C）

1000m
（C→D）

160m
（D→E）

130m
（E→F）

40m
（F→G）

30m
（G→H）

―

※：最小水深hminの算定方法

ここで，

α：津波１波長に対する計算格子の個数（ = 20）

Δs：空間格子間隔

T：周期（s）（= 480s）

ｇ：重力加速度（m/s2)（= 9.8 m/s2 ）

空間格子間隔Δsと土木学会（2016）の目安（１波長の1/20以下）を満足するための最小水深hminの比較

発電所に襲来する津波の伝播経路において，各小領域への接続水深hcは

最小水深hmin を上回っており，土木学会（2016）の目安を満足している。

hmin ＝ ｇ
1 αΔs

T

２
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Ⅲ．計算条件等 ２．津波解析条件

２．１ 空間格子間隔の設定：H領域の設定（２／３）

第185回審査会合（H27.1.23）

資料1-1 p14 再掲
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H領域 Δs=5m

発電所周辺の計算領域（H領域：Δs＝5m）

• 発電所は，リアス式海岸の南部に立地するとともに，発電所には防波堤等が存在することを踏まえ，津波水位を精度良く算定するため，最小空間格
子間隔Δsを5mに設定した。

30メッシュ（5m×30=150m）

30メッシュ（5m×30=150m）

30メッシュ
（5m×30=150m）

２号 取水口前

リアス式海岸形状

防潮堤（O.P.約＋29ｍ）

30メッシュ
（5m×30=150m）
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Ⅲ．計算条件等 ２．津波解析条件

２．１ 空間格子間隔の設定：H領域の設定（３／３）

第185回審査会合（H27.1.23）

資料1-1 p15 再掲

• 発電所地点における3.11地震に伴う津波の痕跡高と，同津波を良好に再現するモデルによる計算値の比較から，最小空間格子間隔（Δs）5mで津波
水位を精度よく算定できることを確認した。

3.11地震に伴う津波 計算水位

No 痕跡高（m） 内閣府モデル
女川再現
モデル

既往津波の
組合せモデル

No.1 12.91 12.86 12.99 13.13

No.2 12.78 12.79 12.94 13.11

No.3 13.10 13.10 13.20 13.16

No.4 13.00 12.45 12.22 13.03

No.5 13.37 13.30 13.91 14.61

No.6 13.07 13.16 13.67 14.18

No.7 12.77 12.80 13.66 14.08

No.8 12.77 12.64 12.59 13.02

No.9 12.97 12.62 12.57 13.11

No.10 13.17 12.70 12.59 13.19

No.11 13.07 12.82 12.64 13.38

No.12 13.07 12.88 12.65 13.42

No.13 12.25 12.38 12.23 12.73

No.14 12.57 12.46 12.25 12.77

K 0.97 1.00 0.97

κ 1.06 1.04 1.03

再現性の評価結果
発電所周辺の計算領域（H領域：Δs＝5m）と

3.11地震に伴う津波の痕跡高

：痕跡高

（No.1）

（No.2）
（No.3）

（No.4）

（No.5）

（No.6）
（No.7）

（No.8）
（No.9）
（No.10）
（No.11）
（No.12）

（No.13）

（No.14）
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Ⅲ．計算条件等 ２．津波解析条件

２．２ 時間格子間隔の設定

第185回審査会合（H27.1.23）

資料1-1 p12 一部修正

• 土木学会（2016）で示されるCFL条件を満足するように時間格子間隔Δｔを設定した。

■CFL条件

B領域 C領域 D領域 E領域 F領域 G領域 H領域

空間格子間隔
Δs

2.5 km
833 m

(2500/3)
278 m

(2500/9)
93 m

(2500/27)
31 m

(2500/81)
10m

(2500/243)
5m

(2500/486)

各領域の最大
水深hmax

8800m 3200m 1200m 120m 70m※ 60m※ 60m※

最大水深hmax

から算定される
時間格子間隔

Δtmax

6.0s 3.3s 1.8s 1.9s 0.83s 0.30s 0.15s

時間格子間隔
Δt

0.1s 0.1s 0.1s 0.1s 0.1s 0.1s 0.1s

各領域の最大水深hmax から算定される時間格子間隔Δtmaxと設定した時間格子間隔Δtの比較

※：F領域以下は，各領域の最大水深hmaxに津波による水位上昇相当分として20mを加えている。

ここで，

Δｘ：空間格子間隔

Δt：時間格子間隔

hmax：各領域の最大水深

ｇ：重力加速度（m/s2)（=9.8 m/s2 ）

全ての領域において設定した時間格子間隔Δｔは，最大水深hmaxから算定される

時間格子間隔Δtmaxよりも小さく，土木学会（2016）で示されるCFL条件を満足している。
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Ⅲ．計算条件等

１．潮位条件

２．津波解析条件

３．発電所周辺地形及び津波の周期特性
３．１ 検討方針

３．２ 発電所周辺地形の周期特性

３．３ 津波の周期特性

３．４ 発電所周辺地形の周期特性と津波の周期特性の比較

３．５ 空間格子間隔の妥当性

３．６ まとめ

４．津波の伝播特性の検討
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• 女川原子力発電所は，湾や入り江形状を呈する地形が多数存在するリアス式海岸の南部に位置しており，周辺地形と襲来する津波が共振することにより，
津波水位が増幅する可能性があることを考慮して，発電所を含む周辺地形の空間格子間隔（Δs）は31m，発電所付近の空間格子間隔（Δs）については
5mに設定している。

• 津波水位評価に，複雑な地形の影響が適切に考慮されているかどうかを確認するため，発電所の津波水位に与える影響が大きい「東北地方太平洋沖型
の地震」，「津波地震」，「海洋プレート内地震」の敷地前面最大ケースを対象に以下の検討を実施した。

発電所周辺の空間格子間隔

 正弦波による津波解析を実施し，発電所周辺における湾や入り江
形状を呈する各地形の周期特性を把握する。

 既往研究結果を比較して，検討結果の妥当性を確認する。

（１）津波波源の周期特性

 基準津波策定位置の水位時刻歴波形を用いたスペクトル解析
を実施して，津波波源そのものが持つ周期特性を把握する。

（２）周辺地形の影響を受けた発電所地点の周期特性

 発電所地点の水位時刻歴波形を用いたスペクトル解析を実施し
て，周辺地形等の影響を受けた津波の周期特性を把握する。

 津波波源と発電所地点の周期特性を比較して，津波水位評価に
複雑な地形の影響が適切に考慮されているかどうかを確認する。

【評価フロー】

１．発電所周辺地形の周期
特性の把握

【評価内容】

２．津波の周期特性の把握

３．発電所周辺地形と津波の
周期特性の比較

４．空間格子間隔の妥当性確認  土木学会（2002）の格子間隔設定方法を参考として，津波解析で
用いている最小空間格子間隔の妥当性を確認する。

Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．１ 検討方針

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p103 再掲
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• 周期を変化させた正弦波による津波解析を実施して，発電所周辺地形の周期特性を把握する。下記に主な計算条件を示す。

主な計算条件

E領域 F領域 G領域 H領域

空間格子間隔Δs 93 m(2500/27) 31 m(2500/81) 10m(2500/243) 5m(2500/486)

時間格子間隔Δt 0.1秒

基礎方程式 非線形長波式（浅水理論）

入射波 正弦波：10波以上，振幅：0.1m，周期：１分～20分（１分ピッチ），20分～60分（5分ピッチ）

沖側境界条件
・沖側境界：正弦波による水位変動を流量として入射し，岸からの反射波については自由透過させる。
・側面水域境界：自由透過

陸側境界条件 小谷ほか（1998）の遡上境界条件

海底摩擦 マニングの粗度係数n = 0.03m-1/3s（土木学会（2016）より）

計算時間 3時間を基本とし，入射波周期が18分より長いケースは10波相当の時間とする。

計算領域とその水深及び格子分割

H領域 Δs=5mG領域 Δs=10m

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p104 一部修正
Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．２ 発電所周辺地形の周期特性：計算条件
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• 発電所周辺の湾や入り江形状を呈する各地形の固有周期（最大水位上昇量分布）を以下に示す。

入射波周期：4分 入射波周期：6分 入射波周期：9分

入射波周期：15分 入射波周期：35分 入射波周期：40分

発電所地点

（藤丸湾）※

※：次頁に拡大図を示す。

発電所地点

（小屋取漁港～

発電所港湾）※

※：次頁に拡大図を示す。

発電所前面の
入り江地形

鮫ノ浦湾

女川湾湾奥

（女川漁港付近）

鮫ノ浦湾

女川湾奥

（女川漁港付近）

女川湾奥

（五部浦湾）

女川湾全体 女川湾全体

発電所前面の
入り江地形

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p105 再掲
Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．２ 発電所周辺地形の周期特性：計算結果（１／２）



333

発電所地点（藤丸湾）

入射波周期：4分

発電所地点（小屋取漁港～発電所港湾）

入射波周期：6分

• 発電所地点の固有周期（最大水位上昇量分布）を以下に示す。

藤丸湾

小屋取漁港

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p106 再掲Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．２ 発電所周辺地形の周期特性：計算結果（２／２）
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• Aida（1974）は，女川湾の湾内外の長周期波の挙動を把握するため，
正弦波を用いた数値シミュレーションを実施している。

■既往研究結果：Aida (1974)

計算領域

（空間格子間隔（Δs）：900m）

女川湾の湾奥と湾外の周期特性

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p107 再掲

Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．２ 発電所周辺地形の周期特性：計算結果と既往研究結果との比較（１／２）
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• 女川湾湾奥，発電所前面の入り江地形の周期特性を示す入射波周期6分，9分の計算結果は，Aida（1974）による7分と10分の解析結果と整合的であること
を確認した。

入射波周期：9分

発電所前面の
入り江地形

女川湾湾奥

（女川漁港付近）

入射波周期：6分

発電所地点

（小屋取漁港～

発電所港湾）

■本検討結果

■Aida（1974）

入射波周期：7分 入射波周期：10分

整合的 整合的

鮫ノ浦湾

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p108 再掲Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．２ 発電所周辺地形の周期特性：計算結果と既往研究結果との比較（２／２）
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• 以上の検討から得られた発電所周辺地形の各固有周期を以下に示す。

各地形 固有周期 備考

発電所地点

藤丸湾 4分 詳細は，p332に記載。

小屋取漁港～発電所港湾 6分 解析結果を下図に示す（p332再掲）。

発電所前面の入り江地形 9分，15分 解析結果を下図に示す（p332再掲）。

発電所周辺

鮫ノ浦湾 9分，15分 詳細は，p332に記載。

女川湾湾奥（女川漁港付近） 9分，15分 詳細は，p332に記載。

女川湾湾奥（五部浦湾） 15分 詳細は，p332に記載。

女川湾全体 35分～40分 詳細は，p332に記載。

入射波周期：6分 入射波周期：9分

発電所地点

（小屋取漁港～

発電所港湾）

発電所前面の
入り江地形

鮫ノ浦湾

女川湾湾奥

（女川漁港付近）

入射波周期：15分

鮫ノ浦湾

女川湾奥

（女川漁港付近）

女川湾奥

（五部浦湾）

発電所前面の
入り江地形

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p109 再掲Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．２ 発電所周辺地形の周期特性：まとめ
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基準津波策定位置と正弦波の入射位置（境界）

各評価位置における正弦波の入射波周期と最大水位上昇量の関係

：入射位置

：基準津波策定位置

：２号取水口前面（発電所地点）

基準津波策定位置の最大水位上昇量と正弦波入射位置の最大水
位上昇量は同程度であり，特異な水位増幅は見られない。

■検討対象地点の選定

• 津波波源そのものが持つ周期特性を把握するため，周辺地形や伝播特性（浅水変形，回折等）の影響を受けにくい基準津波策定位置※の水位時
刻歴波形を用いてスペクトル解析を実施した。

※：周期を変化させた正弦波による津波解析の結果から，基準津波策定位置における最大水位上昇量と正弦波入射位置の最大水位上昇量は同程度であり，特異な水位増幅は

見られない（右図）。

基準津波

策定位置
入射位置

女川原子力

発電所

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p110 再掲Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．３ 津波の周期特性：各津波波源の周期特性（１／３）
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• 基準津波策定位置における水位時刻歴波形（９時間）を用いて，スペクトル解析を実施した。

■スペクトル解析に用いる水位時刻歴波形

津波地震

（敷地前面最大水位上昇最大ケース）

海洋プレート内地震

（敷地前面最大水位上昇最大ケース）

東北地方太平洋沖型の地震

（敷地前面最大水位上昇最大ケース，基準断層モデル③-1）

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p111 再掲Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．３ 津波の周期特性：各津波波源の周期特性（２／３）
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津波地震，海洋プレート内地震

：津波地震

：海洋プレート内地震

：東北地方太平洋沖型の地震

• 各津波波源のスペクトル解析結果を以下に示す。

• 「東北地方太平洋沖型の地震」は60分程度の長周期成分が卓越し，「津波地震」及び「海洋プレート内地震」は5～10分程度の短周期成分が卓越
する。

■各津波波源の周期特性（スペクトル解析結果）

東北地方太平洋沖型の地震

（基準断層モデル③-1）
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第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p112 再掲Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．３ 津波の周期特性：各津波波源の周期特性（３／３）
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：入射位置

：基準津波策定位置

：２号取水口前面（発電所地点）

■検討対象地点の選定

• 周辺地形等の影響を受けた津波波源毎の周期特性を把握するため，２号取水口前面※の水位時刻歴波形を用いてスペクトル解析を実施した。

※：周期を変化させた正弦波による津波解析の結果から，２号取水口前面位置は，ある周期帯で津波水位が大きく増幅する（右図）。

各評価位置における正弦波の入射波周期と最大水位上昇量の関係

２号取水口前面位置は，ある周期帯で津波水位が大きく増幅することが
確認される。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p113 再掲Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．３ 津波の周期特性：周辺地形の影響を受けた発電所地点の周期特性（１／２）
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• ２号取水口前面位置における水位時刻歴波形（９時間）を用いて，スペクトル解析を実施した。

■スペクトル解析に用いる水位時刻歴波形

津波地震

（敷地前面最大水位上昇最大ケース）

海洋プレート内地震

（敷地前面最大水位上昇最大ケース）

東北地方太平洋沖型の地震

（敷地前面最大水位上昇最大ケース，基準断層モデル③-1）

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p114 再掲Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．３ 津波の周期特性：周辺地形の影響を受けた発電所地点の周期特性（２／２）
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■各津波の周期特性（スペクトル解析結果）

• 各津波波源のスペクトル解析結果を以下に示す。

• 「東北地方太平洋沖型の地震」は40分～60分の長周期成分が卓越し，「津波地震」及び「海洋プレート内地震」は9分，15分程度の短周期成分が
卓越する。

津波地震，海洋プレート内地震

：津波地震

：海洋プレート内地震

：東北地方太平洋沖型の地震

東北地方太平洋沖型の地震

（基準断層モデル③-1）
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第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p115 再掲Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．３ 津波の周期特性：周辺地形等の影響を受けた発電所地点における各津波の周期特性
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津波波源の周期特性

（基準津波策定位置）

発電所地点

（小屋取漁港～

発電所港湾）

入射波周期：6分

周辺地形の影響を受けた発電所地点

の周期特性（2号取水口前面）

• 「発電所周辺地形の周期特性」と，「津波波源の周期特性」並びに「周辺地形の影響を受けた発電所地点の周期特性」の比較から，発電所地点の解析波形
は，発電所地点における小屋取漁港～発電所港湾の固有周期（6分），発電所前面の入り江地形の固有周期（9分，15分）及び女川湾全体（35分～40分）に
対応する卓越周期が見られることを確認した。

2号取水口前面と基準津波策定位置のパワースペクトル比

発電所地点

（6分）

発電所前面の
入り江地形

（9分，15分）

鮫ノ浦湾

女川湾奥

（女川漁港付近）

女川湾奥

（五部浦湾）

発電所前面の
入り江地形

入射波周期：15分

女川湾全体
（35分～40分）

周期（min）

周波数（Hz）

パ
ワ

ー
ス

ペ
ク

ト
ル

（
m

2
s）

周期（min）

パ
ワ

ー
ス

ペ
ク

ト
ル

（
m

2
s）

周波数（Hz）

1
100

10 100

周期（min）

101

102

103

104

パ
ワ

ー
ス

ペ
ク

ト
ル

比

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p116 再掲Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．４ 発電所周辺地形の周期特性と津波の周期特性の比較：東北地方太平洋沖型の地震
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：津波地震

：海洋プレート内地震

：津波地震

：海洋プレート内地震

津波波源の周期特性

（基準津波策定位置）

周辺地形の影響を受けた発電所地点

の周期特性（2号取水口前面）

2号取水口前面と基準津波策定位置のパワースペクトル比

津波地震 海洋プレート内地震

発電所地点

（小屋取漁港～

発電所港湾）

入射波周期：6分

鮫ノ浦湾

女川湾奥

（女川漁港付近）

女川湾奥

（五部浦湾）

発電所前面の
入り江地形

入射波周期：15分

• 「発電所周辺地形の周期特性」と，「津波波源の周期特性」並びに「周辺地形の影響を受けた発電所地点の周期特性」の比較から，発電所地点の解析波形
は，発電所地点における小屋取漁港～発電所港湾の固有周期（6分），発電所前面の入り江地形の固有周期（9分，15分）及び女川湾全体（35分～40分）に
対応する卓越周期が見られることを確認した。

発電所地点

（6分）

発電所前面の
入り江地形

（9分，15分）

女川湾全体
（35分～40分）

発電所地点

（6分）

発電所前面の
入り江地形

（9分，15分）

女川湾全体
（35分～40分）
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第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p117 再掲Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．４ 発電所周辺地形の周期特性と津波の周期特性の比較：津波地震，海洋プレート内地震
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項目 値 備考

T（s） 360
正弦波による
入射波周期

h（m） 30 水深コンターより

l（m） 1140
①400（m），
②700（m）

Lv（m） 4365 土木学会（2016）

Lo（m） 3086 土木学会（2016）

湾奥の
Δx（m）

30 土木学会（2016）

湾口～
湾中央部の

Δx（m）
109 土木学会（2016）

■土木学会（2016）による格子間隔の設定

・湾内平均波長：
2/1

2

h







= ・
・

g
TLv

・湾中央部より奥の平均波長：
2/1

4

h







= ・
・

g
TLo

ここで，

T ：固有周期（s）

l ：湾口～湾奥の距離（m）

h ：湾口水深（m）， g ：重力加速度

区分 港口～湾奥距離lと
湾内平均波長Lv

との関係
格子間隔Δxの目安

湾口～
湾中央部

－ Lvの1/40程度

湾奥 Lv/l＜6 Loの1/100以下

6≦Lv/l＜10 Lvの1/50程度

10≦Lv/l Lvの1/40程度

• 土木学会（2016）で示されているV字状の湾における格子間隔設定方法に基づき，津波解析で用いている空間格子間隔の妥当性を確認した。

• 発電所を含む湾形状を呈する地形の奥行き（距離）を下図のとおり設定した。検討の結果，湾奥の格子間隔の目安は30m以下，湾口～湾中央部の格子間隔
の目安は109m以下と算定される。

• 津波解析で用いている発電所周辺における空間格子間隔は5mであることから，土木学会（2016）の方法により算定される格子間隔に対して小さいことを確認
した。

■湾奥，湾口～湾中央部の格子間隔（Δx）の目安の算定

検討位置と入射波周期6分の

最大水位上昇量分布

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p118 一部修正Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．５ 空間格子間隔の妥当性
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• 津波水位評価に，複雑な地形の影響が適切に考慮されているかどうかを確認するため，「発電所周辺地形の周期特性」を把握した上で，「津波波源
の周期特性」並びに「周辺地形の影響を受けた発電所地点の周期特性」を算定し，比較を行った。

• 検討の結果，発電所地点の解析波形は，発電所地点における小屋取漁港～発電所港湾の固有周期（6分），発電所前面の入り江地形の固有周期
（9分，15分）及び女川湾全体（35分～40分）に対応する卓越周期が見られ，津波水位評価に複雑な地形の影響が適切に考慮されていることを確認
した。

• さらに，土木学会（2016）で示されている格子間隔設定方法を参考に，津波解析で用いている最小空間格子間隔の妥当性を確認した。

第404回審査会合（H28.9.30）

資料3-2 p119 一部修正Ⅲ．計算条件等 ３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

３．６ まとめ
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Ⅲ．計算条件等

１．潮位条件

２．津波解析条件

３．発電所周辺地形及び津波の周期特性

４．津波の伝播特性の検討
４．１ 検討方針

４．２ 最大水位上昇量分布

４．３ 津波の伝播状況
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• 発電所を津波波源と仮定した場合の数値シミュレーションにより，津波の伝播特性の大まかな傾向を把握した。

• 津波波源は，発電所を中心とする半径２kmの円を設定し，一律10mの初期水位を与えた。

初期水位分布図

女川原子力発電所

津波水位

女川湾

第185回審査会合（H27.1.23）

資料1-1 p70 再掲Ⅲ．計算条件等 ４．津波の伝播特性の検討

４．１ 検討方針
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水位補正前 水位補正後

津波水位 津波水位

• 水深による津波振幅への影響を軽減するため，「グリーンの法則」を用いて最大水位上昇量を補正※した。

※：波源位置の水深をh0（＝10m），沖合地点の水深をhとして，数値シミュレーションで得られる各格子の最大水位上昇量を「（h0/h）1/4」で除して補正。

第185回審査会合（H27.1.23）

資料1-1 p71 再掲Ⅲ．計算条件等 ４．津波の伝播特性の検討

４．２ 最大水位上昇量分布
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津波水位 津波水位 津波水位

津波水位 津波水位 津波水位

２分 ４分 ８分

１２分 １６分 ２０分

• 波源域から敷地前面海域に向かって，同心円状に津波が伝播する過程が確認される。

第185回審査会合（H27.1.23）

資料1-1 p72 再掲Ⅲ．計算条件等 ４．津波の伝播特性の検討

４．３ 津波の伝播状況：敷地近傍（２～２０分後）
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津波水位 津波水位 津波水位

津波水位 津波水位津波水位

２０分 ４０分 ６０分

８０分 １００分 １２０分

• 沖合に向かって，同心円状に津波が伝播する過程が確認される。

第185回審査会合（H27.1.23）

資料1-1 p73 再掲Ⅲ．計算条件等 ４．津波の伝播特性の検討

４．３ 津波の伝播状況：広域（２０～１２０分後）
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Ⅳ．年超過確率の参照

１．検討対象領域の設定に係る概略検討

２．土木学会(2011)のロジックツリー

３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討

４．地震本部(2017a)の知見が津波ハザード曲線に与える影響

５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

６．敷地前面，２号取水口前面における津波ハザード評価結果
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Ⅳ．年超過確率の参照

１．検討対象領域の設定に係る概略検討
１．１ 3.11地震の応力解放範囲におけるＭ８クラスの地震

１．２ 東北地方太平洋沖型の地震

１．３ 択捉島沖から房総沖の連動地震

２．土木学会(2011)のロジックツリー

３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討

４．地震本部(2017a)の知見が津波ハザード曲線に与える影響

５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

６．敷地前面，２号取水口前面における津波ハザード評価結果
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Ⅳ．年超過確率の参照 １．検討対象領域の設定に係る概略検討

１．１ 3.11地震の応力解放範囲におけるM８クラスの地震：津波地震及び遠地津波

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p11 再掲

■土木学会（2016）

種別 津波発生領域（コード） 既往津波（Mw）※２ 既往津波高：H 備考（既往津波高の参考文献）

3.11地震の応力
解放範囲におけ
るM８クラスの

地震に伴う津波

宮城県沖（JTN2） 1978年（Mw7.7） 1.1m（宮城県女川町）※３ 渡辺（1998）（全振幅）

三陸沖南部海溝寄り（JTN3） 1897年（Mw7.8） 3.0m（宮城県女川町）※３ 今村（1899）

宮城県沖＋三陸沖南部海溝寄り
（連動）（JTN2+JTN3）

1793年（Mw8.2） 2m（宮城県女川町）※３ 羽鳥（2000）

福島県沖プレート間（JTS1） 1938年（Mw7.9） 0.55m（宮城県女川町）※３ 渡辺（1998）（全振幅）

津波地震
三陸沖北部から房総沖の海溝寄り
のプレート間地震（JTT）

1896年（Mw8.3）
3.5m（宮城県女川町）※３

26.2m（岩手県大船渡市）※４

中央気象台（1933），伊木（1897），
松尾（1933）

遠地津波
チリ 1960年（Mw9.5）

3.3m（宮城県女川町鳴浜（敷地））
6.1m（宮城県南三陸町）※５ チリ津波合同調査班（1961）

カスケード 1700年（Mw9.1） 5m（岩手県大槌町）※５ Satake et al.（2003）

｜X｜＞｜H｜・κ2.3

ここで，Ｘ：評価対象となる水位（敷地高や取水可能レベル），Ｈ：評価地点前面の最大水位上昇（下降）量，κ：津波高さに含まれるばらつき

 Hを既往津波高，津波高さに含まれるばらつきκを1.4とすると，H×κ2.3＝H×1.42.3≒2H となり，評価対象水位（X）に対し，既往津波高（H）が約1/2以下であれ
ば，年超過確率に与える影響は小さいと考えられる。

 各津波の既往津波高（H）は下表のとおりであり，評価対象水位（X）を基準津波に伴う敷地前面における最大水位上昇量21.58mとすると，津波地震を除いて※１，
評価対象水位（X）の約1/2以下（21.58m/2=10.8m以下）である。

※１：津波地震は日本海溝沿いのどこでも発生すると評価することから，1896年明治三陸地震津波の波源域に正対する岩手県の既往最大津波高を採用。

※２：土木学会（2011）を引用， ※３：発電所周辺における既往最大津波高，※４：1896年明治三陸地震津波の波源域に正対する岩手県における既往最大津波高
※５：東日本太平洋沿岸における既往最大津波高

• 3.11地震の応力解放範囲におけるM８クラスの地震に伴う津波，津波地震及び遠地津波が年超過確率に与える影響について，土木学会（2016）を参考に
検討した結果を以下に示す。

• 本検討から，津波地震は年超過確率に与える影響は大きいと考えられる。

評価対象となる水位（X）の年超過確率に有意な影響を与える波源を評価対象とすればよく，評価対象水位（X）と活動域による評価地点の最大水位上昇
（下降）量（H）が，以下の関係となる活動域は，最終的な年超過確率に与える影響は微小であるとしている。
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Ⅳ．年超過確率の参照 １．検討対象領域の設定に係る概略検討

１．１ 3.11地震の応力解放範囲におけるM８クラスの地震：津波地震（１／２）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p12 再掲
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• 3.11地震の応力解放範囲におけるM８クラスの地震に伴う津波，津波地震を対象に，土木学会（2011）を参考に設定した概略ロジックツリー（詳細は次頁に
示す）を用いて算定した津波ハザード曲線を以下に示す。

• 本検討から，津波地震は，3.11地震の応力解放範囲におけるM８クラスの地震に伴う津波と比較して年超過確率に与える影響は大きいことを確認した。

日本海溝及び千島海溝（南部）沿い海域
の津波発生領域区分

（日本原子力学会（2012））

■基準津波策定位置における津波ハザード曲線の比較JTN2：宮城県沖
JTN3：三陸沖南部海溝寄り
JTN2+JTN3：宮城県沖と三陸沖南部海溝寄り（連動）
JTS1：福島県沖プレート間
JTT：津波地震

年
超

過
確

率

年
超

過
確

率

津波水位（O.P. ,m） 津波水位（O.P. ,m）

水位上昇側 水位下降側

1.E-07

1.E-06

1.E-05

1.E-04

1.E-03

1.E-02

1.E-01

1.E+00

0 5 10 15

：津波地震

：宮城県沖

：三陸沖南部海溝寄り

：宮城県沖と三陸沖南部海溝寄り

（連動）

：福島県沖プレート間

：津波地震

：宮城県沖

：三陸沖南部海溝寄り

：宮城県沖と三陸沖南部海溝寄り

（連動）

：福島県沖プレート間
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Ⅳ．年超過確率の参照 １．検討対象領域の設定に係る概略検討

１．１ 3.11地震の応力解放範囲におけるM８クラスの地震：津波地震（２／２）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p13 再掲

【概略ロジックツリー】

矩形断層モデル

波源モデル

JTN2

JTN2＋JTN3

JTN3

JTS1

JTT

矩形断層モデル

矩形断層モデル

矩形断層モデル

矩形断層モデル

平均発生間隔

37年

100年

200年

410年

140年

Mc＝7.7，BM＝0.5

Mwの範囲

Mc＝7.8，BM＝0.5

Mc＝8.2，BM＝0.5

Mc＝7.9，BM＝0.5

Mc＝8.3，BM＝0.5

A

対数正規分布の

打ち切り範囲（σ）

誤差の対数標準偏差（β）数値計算法

方法２

Mと位置が与えられた場合に
パラメータ変動を考慮した複
数のモデルを用いて評価

β=0.223（κ=1.25）

β=0.300（κ=1.35）

β=0.372（κ=1.45）

中央値±2.3β

β=0.438（κ=1.55）

中央値±10β

土木学会（2011）

β，σに関する知見

w=0.40

w=0.35

w=0.20

w=0.05

w=0.75

w=0.25

w=0.1

β=0.20（κ=1.22）

β=0.25（κ=1.28）

β=0.30（κ=1.35）

中央値±2.3βJNES（2014）等

w=0.25

w=0.25

w=0.50
w=0.9

A

JTN2：宮城県沖
JTN3：三陸沖南部海溝寄り
JTN2+JTN3：宮城県沖と三陸沖南部海溝寄り（連動）
JTS1：福島県沖プレート間
JTT：津波地震

■津波発生モデルのロジックツリー

 土木学会（2011）に示される各津波波源領域のロジックツリーを参考に作成した。平均発生間隔，Mwの範囲については，各分岐のうち平均的な設定値
を示す分岐を選定した。

■津波高さ推定に関するロジックツリー

 詳細検討に用いるロジックツリーと同じロジックツリーを用いた。



357
Ⅳ．年超過確率の参照 １．検討対象領域の設定に係る概略検討

１．２ 東北地方太平洋沖型の地震（１／３）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p14 再掲

東北地方太平洋沖型地震の震源域

（地震調査研究推進本部（2012））

注１ 評価時点は全て2012年1月1日現在。

注４ 評価の信頼度

■発生確率の評価の信頼度：Ｃ

想定地震と同様な過去の地震データが少なく，必要に応じ地震学的知見を用いて発生確率を求めたため，発生確率の値

の信頼性はやや低い。今後の新しい知見により値が大きく変わり得る。

次の東北地方太平洋沖型地震の発生確率等

（地震調査研究推進本部（2012））

• 地震調査研究推進本部（2012）では，次の東北地方太平洋沖型の地震の発生確率について，今後100年以内の発生確率をほぼ０％と評価している。
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１．２ 東北地方太平洋沖型の地震（２／３）
第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p15 一部修正

• 土木学会（2016），地震調査研究推進本部（2012，2019）を参考に設定した概略ロジックツリーを用いて（各項目の詳細は次頁に記載），評価基準日を2017年
3月11日として算定した今後50年間の津波ハザード曲線を以下に示す。

• 本検討から，東北地方太平洋沖型の地震が年超過確率に与える影響は十分に小さいことを確認した。

■概略ロジックツリー

β=0.223（κ=1.25）

β=0.300（κ=1.35）

β=0.372（κ=1.45）

中央値±2.3β

β=0.438（κ=1.55）

中央値±10β

土木学会（2011）

β=0.20（κ=1.22）

β=0.25（κ=1.28）

β=0.30（κ=1.35）

中央値±2.3βJNES（2014）等

w=0.30

w=0.40

w=0.25

w=0.05

w=0.25

w=0.25

w=0.50

w=0.75

w=0.25

w=0.1

w=0.9

対数正規分布の

打ち切り範囲（σ）

誤差の対数標準偏差（β）β，σに関する知見

3.00MPa相当

(Mc+0.2相当)

応力降下量の範囲

不均質モデル

波源モデル

評価基準日
今後50年の

地震発生確率

東北地方太平洋沖型
の地震

2011年3月11日 20～30％※１

2017年3月11日
ほぼ０％

（10-35 ※２）

（参考）評価基準日（時間軸原点）の違いによる今後50年の地震発生確率

※１：地震調査研究推進本部（2012）による評価

※２：平均発生間隔600年，最新活動時期2011年3月11日，α=0.24で算定

A

A

■基準津波策定位置における津波ハザード曲線
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：津波地震

：東北地方太平洋
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600年

BPT分布

α=0.24



359
Ⅳ．年超過確率の参照 １．検討対象領域の設定に係る概略検討

１．２ 東北地方太平洋沖型の地震（３／３）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p16 一部修正

• 十勝沖・根室沖の連動地震と同様に，杉野
ほか（2014）の設定方法を用いた。 断層パラメータ 設定値

モーメントマグニチュード（Mw） 9.13

断層面積（S） 129,034（km2）

平均応力降下量（⊿σ） 3.26MPa

地震モーメント（Mo） 6.21×1022（Nm）

平均すべり量（D） 9.82（m）

大すべり域（1.4D） 12.80（m）

超大すべり域（3D） 27.43（m）

背景領域（0.33D） 3.02（m）

す
べ
り
量

主な断層諸元
■波源モデル

■平均発生間隔，BPT分布

• 地震調査研究推進本部（2012，2019）を参考に設定した。

■応力降下量の範囲

• 土木学会（2016）に示される応力降下量の範囲のうち上限に相当する応力降下量を用いた。

■津波高さ推定に関するロジックツリー

• 詳細検討に用いるロジックツリーと同じロジックツリーを用いた。

広域の津波特性を考慮した

特性化モデル

東北地方太平洋沖型の地震（③単独）のロジックツリー（土木学会（2016））
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Ⅳ．年超過確率の参照 １．検討対象領域の設定に係る概略検討

１．３ 択捉島沖から房総沖の連動地震（１／２）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p17 再掲

応力降下量の範囲波源モデル 平均発生間隔

β=0.223（κ=1.25）

β=0.300（κ=1.35）

β=0.372（κ=1.45）

中央値±2.3β

β=0.438（κ=1.55）

中央値±10β

土木学会（2011）

β=0.20（κ=1.22）

β=0.25（κ=1.28）

β=0.30（κ=1.35）

中央値±2.3βJNES（2014）等

w=0.30

w=0.40

w=0.25

w=0.05

w=0.25

w=0.25

w=0.50

w=0.75

w=0.25

w=0.1

w=0.9

対数正規分布の

打ち切り範囲（σ）

誤差の対数標準偏差（β）β，σに関する知見

不均質モデル 16200年
0.82MPa，1.14MPa，1.57MPa
（中央），2.17MPa，3.00MPa

（Mc＝9.25，BM＝0.5に相当）

■概略ロジックツリー

• 土木学会（2016）等を参考に設定した概略ロジックツリーを用いて算定した津波ハザード曲線を以下に示す（各項目の詳細は次頁に記載）。

• 本検討から，択捉島から房総沖の連動地震は，津波地震と比較して年超過確率に与える影響は小さいことを確認した。

■基準津波策定位置における津波ハザード曲線

年
超

過
確

率

年
超

過
確

率

津波水位（O.P. ,m） 津波水位（O.P. ,m）

水位上昇側 水位下降側

1.E-07

1.E-06

1.E-05

1.E-04

1.E-03

1.E-02

1.E-01

1.E+00

0 5 10 15

1.E-07

1.E-06

1.E-05

1.E-04

1.E-03

1.E-02

1.E-01

1.E+00

-15 -10 -5 0

：津波地震

：択捉島沖から房総沖の

連動地震

：津波地震

：択捉島沖から房総沖の

連動地震
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Ⅳ．年超過確率の参照 １．検討対象領域の設定に係る概略検討

１．３ 択捉島沖から房総沖の連動地震（２／２）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p18 再掲

• 十勝沖・根室沖の連動地震と同様に，杉野ほか（2014）の方法を用いて設定した。

断層パラメータ 設定値 備考

モーメントマグニチュード（Mw） 9.25

断層面積（S） 278,498（km2）

平均応力降下量（⊿σ） 1.57MPa Murotani et al.（2013）で示される平均値

地震モーメント（Mo） 9.47×1022（Nm）

平均すべり量（D） 6.80（m）

大すべり域（1.4D） 9.52（m）

超大すべり域（3D） 20.41（m）

背景領域（0.33D） 2.24（m）

す
べ
り
量

主な断層諸元

特性化モデル
（Mw（Mc）=9.25）

■波源モデル

■平均発生間隔

• 土木学会（2016）に示される十勝沖・根室沖から茨城県沖の連動地震の平均発生間隔の平均的な設定値を示す分岐を選定した。

■応力降下量の範囲

• 土木学会（2016）を参考に設定した。

■津波高さ推定に関するロジックツリー

• 詳細検討に用いるロジックツリーと同じロジックツリーを用いた。



362

Ⅳ．年超過確率の参照

１．検討対象領域の設定に係る概略検討

２．土木学会(2011)のロジックツリー
２．１ 津波地震

２．２ 海洋プレート内地震

３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討

４．地震本部(2017a)の知見が津波ハザード曲線に与える影響

５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

６．敷地前面，２号取水口前面における津波ハザード評価結果
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■発生領域に関する分岐 ■津波発生モデルのロジックツリー

・・・（1）

・・・（2）

・・・（3）

Ⅳ．年超過確率の参照 ２．土木学会（2011）のロジックツリー

２．１ 津波地震

第466回審査会合（H29.4.28）
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■発生領域に関する分岐 ■津波発生モデルのロジックツリー※

・・・（1）

・・・（2）

・・・（3）

・・・（4）

※：JTNR（4）のロジックツリーは，JTNR（３）のロジックツリーと同一であるため記載省略。

Ⅳ．年超過確率の参照 ２．土木学会（2011）のロジックツリー

２．２ 海洋プレート内地震

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p78 再掲



365

Ⅳ．年超過確率の参照

１．検討対象領域の設定に係る概略検討

２．土木学会(2011)のロジックツリー

３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討
３．１ 地震規模に関する知見

３．２ 専門家意見聴取結果

４．地震本部(2017a)の知見が津波ハザード曲線に与える影響

５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

６．敷地前面，２号取水口前面における津波ハザード評価結果
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• 1933年昭和三陸地震津波は，国内外における海溝外縁隆起帯（outer rise）で発生した最大規模の海洋プレート内地震である。

海溝外縁隆起帯で発生した主な海洋プレート内地震の断層パラメータ （Alvarez-Gomez et al.(2012)）

Ⅳ．年超過確率の参照 ３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討

３．１ 地震規模に関する知見：
国内外における海溝外縁隆起帯で発生した海洋プレート内地震の地震規模

第466回審査会合（H29.4.28）
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• 今井ほか（2012）は，1611年の津波の津波痕跡，震源域及び地震動と津波の史料記述を再整理し，それらに対する相田（1977）モデルの矛盾点を以下の
とおり指摘している。

• 今井ほか（2012）モデル（KT-02）は，痕跡高の逆解析から，宮城県沖のプレート境界面と海溝外縁隆起帯のすべりを推定している（Mw=8.5）。

• 同モデルの海溝外縁隆起帯におけるすべり分布（すべり量，断層長さ）は，相田（1977）モデルよりも小さく，1933年昭和三陸地震津波と同程度である。

正断層型の地震

貞観型

相田（1977）モデル（KC-3）

1611年の津波

今井ほか（2012）モデル（KT-02）

■津波痕跡

 1611年の津波は三陸沿岸の一部で3.11地震
に匹敵する津波痕跡が残されているといわれ
ており，仙台湾沿岸部においても地質学的痕
跡が確認されている。

■震源域

 史料の再精査から1611年の震源域は三陸沖
から仙台湾沖まで広がっていた可能性が示
唆されている。

■史料に残された地震動と津波

 各地の史料を総合的にみると，午前8～10時
に仙台藩から江戸に至る広域で有感地震
あり。

 仙台平野における津波来襲時刻は不明であ
るが，三陸沿岸に津波が来襲した時刻は午
後２時頃であったと解釈できる。

■相田（1977）モデルの矛盾点

三陸沿岸の津波痕跡高を説明できるが，仙台湾沿
岸ではせいぜい２ｍ程度の津波高となり説明でき
ない。

江戸での最大震度はせいぜい４程度であり，仙台
平野や江戸での地震有感時刻と三陸沿岸の津波
来襲時刻の時間差を合理的に説明することは難し
い。

 痕跡高の逆解析の結果，宮城県沖とその北側海溝軸付近における逆断層地震（KT-01）と，宮城県沖の逆
断層地震とその北側アウターライズ領域の正断層地震（KT-02）の２つの地震モデルが得られた。

 両モデルともに869年の地震の震源域のすべりが必要になり，各モデルの地震規模はMw=8.5程度と推定さ
れる。

 津波痕跡，震源域，史料記述を踏まえると，KT-02の方がより矛盾無く解釈できる。ただし，KT-01を完全に
否定することもできない。

＜今井ほか（2012）モデル（KT-02）＞

【今井ほか（2012）】

L:245km

B:50km

d=8.0m

Ⅳ．年超過確率の参照 ３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討

３．１ 地震規模に関する知見：今井ほか（2012）

第466回審査会合（H29.4.28）
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■杉野ほか（2015） ■土木学会（2016）

■藤原ほか（2015）

• 杉野ほか（2015），藤原ほか（2015），土木学会（2016）は，地震調査研究推進本部（2012）の長期評価を参考に，1933年昭和三陸地震の地震規模を基本に
そのばらつきを考慮して，確率論的津波ハザード評価を実施しており，上限Mwを8.6としている（杉野ほか（2015），土木学会（2016））。

Ⅳ．年超過確率の参照 ３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討

３．１ 地震規模に関する知見：ハザード評価事例

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p90 再掲
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■関連情報：海洋プレート内地震のロジックツリーの見直しについて

 1611年の津波の地震発生様式の分岐のうち海洋プレート内地震の場合のMwの範囲について，地震規模ならびに各機関の評価事例に係る関連情報の
収集結果から，中央マグニチュード（Mc）を8.6から8.4に変更することの可否（上限Mwを8.8から8.6に変更することの可否）

専門家のご意見

• 1611年の津波は未だ研究途上にあるが，最新知見を反映した今井ほか（2012）モデルは，現時点で最も信頼できるモデル（妥当なモデル）と考え
られる。

• 今井ほか（2012）モデルのアウターライズ領域のすべりは1933年昭和三陸地震津波と同程度であることを踏まえると，〝1611年の津波が正断層
型地震〟の中央マグニチュード（Mc）を8.6から8.4に変更する（上限Mwを8.8から8.6に変更する）ことは妥当である。

• 現状のロジックツリーを維持し，各分岐の重みを変更する方法も考えられるが，上限Mwを8.8から8.6に変更する今回の方法は，土木学会(2016)
等とも整合しており，異論はない。

• なお，ロジックツリーは，５年，１０年経つと変わる可能性があるので，最新知見の収集に努めること。

• 1611年の津波は未だ議論があるところであり，津波痕跡など新しい情報は増えてきているものの，相田（1977）モデルをベースとした土木学会
（2002）モデル（Mw8.6）の否定までには至っていないと考える。

• 以上から，〝1611年の津波が正断層型地震〟の中央マグニチュード（Mc）を8.6から8.4に変更するという「Mwの範囲」の分岐を見直す方法ではな
く，「波源モデル」の分岐を新たに追加する方法（例えば，相田（1977）モデル，今井ほか（2012）モデルを分岐で処理するなど）が考えられる。

• 1611年の津波について，相田（1977）が基にした痕跡データから情報が増えており，今後，波源そのものを再検討する動きがあると聞いている。
したがって，相田（1977）モデルをベースとした土木学会（2002）モデル（Mw8.6）に固執する必要は無いと考える。

• 1933年昭和三陸地震津波（Mw8.4）は，国内外で最大規模のアウターライズ地震であるとともに，1611年の津波がアウターライズ地震であった場
合，三陸沖の同じ領域において，M８クラスのプレート間地震と同程度のすべりが約300年間の間に生じたことになり，地震学的に考えにくいので
はないかと考える。

• 以上から，〝1611年の津波が正断層型地震〟の中央マグニチュード（Mc）を8.6から8.4に変更する（上限Mwを8.8から8.6に変更する）ことは妥当
である。

上記，意見聴取結果を踏まえ，中央マグニチュード（Mc）を8.6から8.4に変更することについてレビューを行い（詳細は次頁に記載） ，その妥当性について
評価を得た。

• 前述（３．１）した地震規模に関する知見の収集結果を踏まえ，1611年の津波が海洋プレート内地震の場合のMwの範囲を見直すことについて，専門家へ意見
聴取を行い，必要な関連情報等を収集した。

Ⅳ．年超過確率の参照 ３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討

３．２ 専門家意見聴取結果

第466回審査会合（H29.4.28）
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■専門家意見聴取結果を踏まえて作成したロジックツリー

• 各専門家意見を総合的に踏まえ，中央マグニチュード（Mc）は，1611年の津波の地震発生様式によらず，国内外で最大規模の1933年昭和三陸地震
津波規模（Mw8.4）とし，Mwの範囲の重みは土木学会（2009）を流用する。

• なお，引き続き，最新知見の収集に努め，本評価の見直しが必要な知見が得られた場合には，適切に対応していく。

地震の発生パターン

1933モデル

（矩形断層モデル）

1611年の津波の
地震発生様式

波源モデル

w=0.7

w=0.3

重みの配分設定根拠： 関連情報の収集結果による

発生領域

津波地震
活動域内のどこでも
正断層型地震が
発生する

活動域内のどこでも
正断層型地震が
発生する

海洋プレート内の

正断層型地震

Mc＝8.4，BM＝0.5

Mc＝8.4，BM＝0.3

Mc＝8.3，BM＝0.5

Mc＝8.3，BM＝0.3

Mc＝8.2，BM＝0.5

w=0.35

w=0.20

w=0.25

w=0.10

w=0.10

Mc＝8.4，BM＝0.5

Mc＝8.4，BM＝0.3

Mc＝8.3，BM＝0.5

Mc＝8.3，BM＝0.3

Mc＝8.2，BM＝0.5

w=0.35

w=0.20

w=0.25

w=0.10

w=0.10

w=0.25

w=0.50

w=0.25

w=0.25

w=0.50

w=0.25

120年

410年

2400年

89年

210年

580年

Mwの範囲 平均発生間隔

土木学会（2009）による 土木学会（2011）による

【Mwの範囲の重み配分設定（土木学会（2009））】

Ⅳ．年超過確率の参照 ３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討

３．２ 専門家意見聴取結果：レビュー内容

第466回審査会合（H29.4.28）
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Ⅳ．年超過確率の参照

１．検討対象領域の設定に係る概略検討

２．土木学会(2011)のロジックツリー

３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討

４．地震本部(2017a)の知見が津波ハザード曲線に与える影響
４．１ 検討方針

４．２ 地震調査研究推進本部（2017a）による超巨大地震（17世紀型）の発生間隔

４．３ 地震調査研究推進本部（2017a）の知見を踏まえた平均発生間隔の設定

４．４ 評価結果

５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

６．敷地前面，２号取水口前面における津波ハザード評価結果
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Ⅳ．年超過確率の参照 ４．地震本部（2017a）の知見が津波ハザード曲線に与える影響

４．１ 検討方針

• 十勝沖・根室沖の連動地震の平均発生間隔の分岐は，十勝沖～択捉島沖で発生している地震の平均発生間隔（72.2年）（地震本部（2004）），並びに
十勝沖の地震と根室沖の地震の連動サイクル（６回に１回連動）（土木学会（2011））を基に，土木学会（2011）に示される固有地震の平均発生間隔の
誤差を考慮して設定している。

• 地震調査研究推進本部（2017a）が長期評価した超巨大地震（17世紀型）の平均発生間隔（約340～380年）は，津波堆積物調査結果を用いたBPT分
布モデルから推定しており算定方法が異なることを踏まえ，地震本部（2017a）の方法による平均発生間隔が津波ハザード曲線に与える影響を確認し
た。

Mc＝8.6，BM＝0.5

Mc＝8.6，BM＝0.3

Mc＝8.5，BM＝0.5

Mc＝8.5，BM＝0.3

Mc＝8.4，BM＝0.5

中央防災会議（2005）モデル（不均質モデル）

特性化モデル（不均質モデル）

Mwの範囲波源モデル

w=0.5

w=0.35

w=0.20

w=0.25

w=0.05

w=0.15

0.82MPa，1.14MPa，1.57MPa（中央），
2.17MPa，3.00MPa

（Mc＝8.65，BM＝0.5に相当）

1.14MPa，1.57MPa（中央），2.17MPa

（Mc＝8.65，BM＝0.3に相当）

w=0.5

w=0.5

w=0.5

応力降下量の範囲

重みの配分設定根拠： 土木学会（2009）による関連情報の収集結果による

重みの配分設定根拠： 関連情報の収集結果による

350年

540年

平均発生間隔

w=0.25

w=0.50

w=0.25

430年

土木学会（2011）による

350年

540年

430年

w=0.25

w=0.50

w=0.25

検討範囲■十勝沖・根室沖の連動地震のロジックツリー

第778回審査会合（R1.9.27）

資料1-5-2 p372 一部修正
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Ⅳ．年超過確率の参照 ４．地震本部（2017a）の知見が津波ハザード曲線に与える影響

４．２ 地震調査研究推進本部（2017a）による超巨大地震（17世紀型）の発生間隔

• 地震調査研究推進本部（2017a）は，津波堆積物から17世紀と推定された地震を含め過去6500年間に最多で18回発生したと推定されるが，砂層の
数や内陸方向の分布が調査地点によって差があり，推定される地震（津波）の規模や発生時期は不確実性が大きく，必ずしも全ての地震が17世紀
と同様の震源域と規模であるとは限らないとしている。

• また，発生間隔の設定について，津波堆積物調査結果により個々の地震の発生間隔は約100～800年とばらつきがあり，平均発生間隔も約330年
～590年と様々な推定結果があるが，長期評価では，北海道厚岸郡（藻散布沼，霧多布湿原）の津波堆積物調査結果を用いて，BPT分布モデルか
ら約340～380年と推定※している。

地震調査研究推進本部（2017a）に一部加筆

地震調査研究推進本部（2017a）

平均337年
α=0.79

平均375年
α=0.49

※：地震調査研究推進本部（2017a）では，地震に伴う確率値の更新が反映される利点を考慮し，「北海道東部で沿岸内陸まで津波堆積物をもたらす地震」が繰り返し発生してい
ると仮定し，BPT分布モデルを適用したとしている。一方で，BPT分布モデルに基づく評価は，ほぼ同様の震源域で繰り返し地震が発生することが前提であるが，評価した津波堆
積物をもたらした地震の規模・震源域は17世紀を除き不明であることから，震源不特定の地震とポアソン過程で評価すべきであるとする考え方もあり，今後，より広範囲・高精度
で これらの津波堆積物に関する知見を収集し，確率計算等を検討する必要があるとしている。

第778回審査会合（R1.9.27）

資料1-5-2 p373 一部修正
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Ⅳ．年超過確率の参照 ４．地震本部（2017a）の知見が津波ハザード曲線に与える影響

４．３ 地震調査研究推進本部（2017a）の知見を踏まえた平均発生間隔の設定

• 地震調査研究推進本部（2017a）による藻散布沼及び霧多布湿原の津波堆積物調査結果及びばらつき（α）を用いて，土木学会（2011）による固有地
震の平均発生間隔の誤差を考慮した平均発生間隔の分岐を以下のとおり設定した。

• なお，重み配分については，土木学会（2011）の正規分布に対する分岐設定方法を用いて設定した。

藻散布沼

210年（213年）

400年（409年）

w=0.25

w=0.50

w=0.25

290年（295年）

【藻散布沼】
・対数正規分布の中央値（幾何平均）：295年（推定堆積期間（±1σ）を使用）
・ばらつき（α）：0.8
・発生間隔のデータ数（ｎ）：6

霧多布湿原

250年（256年）

420年（422年）

w=0.25

w=0.50

w=0.25

320年（329年）

■地震調査研究推進本部（2017a）の知見を踏まえた平均発生間隔に関する分岐※１

【霧多布湿原】
・対数正規分布の中央値（幾何平均）：329年（推定堆積期間（±1σ）を使用）
・ばらつき（α）：0.5
・発生間隔のデータ数（ｎ）：4

475

1075

1462.5

1765

2360

2480

2610

間隔（年）

600

387.5

302.5

595

120

130

推定堆積
期間（平均）

幾何平均（年）：295

1280

1570

2230

2415

2745

間隔（年）

290

660

185

330

推定堆積
期間（平均）

幾何平均（年）：329

分岐設定

※１：固有地震の平均発生間隔の誤差を考慮した分岐設定（土木学会（2011））

• 固有地震の平均発生間隔がデータに基づいている場合には，誤差に基
づき分岐を設定し，対数正規分布とする。

• 対数分布で発生間隔の中央値をTmとしたとき，標準偏差の範囲は以下
のとおりとなり，これを分岐として設定する。

ここで，

・��：対数正規分布の中央値（幾何平均）

・���：対数標準偏差（ばらつき）

・�   ：発生間隔のデータ数

��・�	
��/ ��
 ～ �� ～ ��・��
��/ ��
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375Ⅳ．年超過確率の参照 ４．地震本部（2017a）の知見が津波ハザード曲線に与える影響

４．４ 評価結果

• 地震調査研究推進本部（2017a）の知見を反映した津波ハザード曲線（波源別寄与度）を以下に示す。

• 地震調査研究推進本部（2017a）の知見を反映した津波ハザード曲線が全体の算術平均ハザードに与える影響はないことを確認した。
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：全体（算術平均ハザード）

：津波地震

：海洋プレート内の正断層型地震

：十勝沖・根室沖の連動地震

：三陸沖北部の連動地震

：十勝沖・根室沖～三陸沖北部の

連動地震

：全体（算術平均ハザード）

：全体（今回検討）

：十勝沖・根室沖の連動地震

：十勝沖・根室沖の連動地震

（今回検討）

：全体（算術平均ハザード）

：津波地震

：海洋プレート内の正断層型地震

：十勝沖・根室沖の連動地震

：三陸沖北部の連動地震

：十勝沖・根室沖～三陸沖北部の

連動地震

：全体（算術平均ハザード）

：全体（今回検討）

：十勝沖・根室沖の連動地震

：十勝沖・根室沖の連動地震

（今回検討）

：全体（算術平均ハザード）

：津波地震

：海洋プレート内の正断層型地震

：十勝沖・根室沖の連動地震

：三陸沖北部の連動地震

：十勝沖・根室沖～三陸沖北部の

連動地震

：全体（算術平均ハザード）

：全体（今回検討）

：十勝沖・根室沖の連動地震

：十勝沖・根室沖の連動地震

（今回検討）

：全体（算術平均ハザード）

：津波地震

：海洋プレート内の正断層型地震

：十勝沖・根室沖の連動地震

：三陸沖北部の連動地震

：十勝沖・根室沖～三陸沖北部の

連動地震

：全体（算術平均ハザード）

：全体（今回検討）

：十勝沖・根室沖の連動地震

：十勝沖・根室沖の連動地震

（今回検討）

■基準津波策定位置

敷地前面（水位上昇側）
現状評価 今回検討（比較）

２号取水口前面（水位下降側）
現状評価 今回検討（比較）

年
超

過
確

率

津波水位（O.P. ,m）津波水位（O.P. ,m）津波水位（O.P. ,m）津波水位（O.P. ,m）

年
超

過
確

率

年
超

過
確

率

年
超

過
確

率

水位上昇側
現状評価 今回検討（比較）

水位下降側
現状評価 今回検討（比較）

年
超

過
確

率

津波水位（O.P. ,m）津波水位（O.P. ,m）津波水位（O.P. ,m）津波水位（O.P. ,m）

年
超

過
確

率

年
超

過
確

率

年
超

過
確

率
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Ⅳ．年超過確率の参照

１．検討対象領域の設定に係る概略検討

２．土木学会(2011)のロジックツリー

３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討

４．地震本部(2017a)の知見が津波ハザード曲線に与える影響

５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討
５．１ 土木学会(2016)のロジックツリー

５．２ 誤差の対数標準偏差に関する3.11地震から得られた知見

５．３ 矩形断層モデルに適用する誤差の対数標準偏差等の分岐設定

５．４ 専門家意見聴取結果

６．敷地前面，２号取水口前面における津波ハザード評価結果



377
Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．１ 土木学会（2016）のロジックツリー

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p94 再掲

• 土木学会（2016）では，3.11地震に伴う津波の再現解析等から津波高さ推定値のばらつきに関する検討を実施し，それから得られた知見を以下の
とおり，津波高さ推定に関するロジックツリーに反映している。

津波高さ推定に関するロジックツリー

（土木学会（2016））



378
Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．２ 誤差の対数標準偏差に関する3.11地震から得られた知見（１／４）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p39 再掲

• 津波高さのばらつき（β）は，津波波源モデル（β波源），海底地形を含めた海上伝播（β伝播），陸上地形を含めた陸上遡上（β遡上）のモデル化上のばら
つきが混在する。さらには，痕跡情報である津波高さや位置情報の不確かさも含まれる（杉野ほか（2014））。

• 杉野ほか（2014）は，3.11地震に伴う津波を再現する特性化波源モデル（杉野ほか（2013））による痕跡高と計算値の関係から，津波高さのばらつき
（β特性化）を整理し，土木学会（2011）のばらつきβ（およそ0.28～0.47）に対して，β特性化は0.24～0.27と大きく低減したとしている。

津波伝播モデルの構成と津波高のばらつき要因

（杉野ほか（2014））

特性化波源モデルのβ特性化と計算津波高の関係

（杉野ほか（2014））
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Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．２ 誤差の対数標準偏差に関する3.11地震から得られた知見（２／４）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p40 再掲

• 杉野ほか（2014）は，土木学会（2011）のばらつきよりも小さくなった理由について，以下のとおり種々の要因が重なった結果によるものとしている。

 波源特性において特性化波源モデルとして不均一なすべり分布を取り入れたこと。
 遡上特性では航空レーザー測量による標高データに基づいて陸上地形モデルの空間格子間隔を詳細化したこと。
 痕跡情報では土木学会（2011）の痕跡情報は歴史記録に基づいているのに対し，今回対象とした3.11地震津波の痕跡情報はGPS測量に基づ

いた詳細な情報を有していること。

■要因

これらの各種モデル化や痕跡情報の精度向上が，ばらつきの低減に寄与した。

津波伝播によるばらつきβに関する土木学会（2011）との比較
（杉野ほか（2014））
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Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．２ 誤差の対数標準偏差に関する3.11地震から得られた知見（３／４）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p41 再掲

不確実さ要因の設定方法（JNES（2014）に一部加筆）

• JNES（2014）及び杉野ほか（2015）では，杉野ほか（2014）の知見を踏まえたハザード評価への適用方法，適用事例を以下のとおり示している。

■JNES（2014）

ロジックツリーの概要
（JNES（2014））
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Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．２ 誤差の対数標準偏差に関する3.11地震から得られた知見（４／４）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p42 再掲

■杉野ほか（2015）：千島海溝から日本海溝沿いにおけるロジックツリー

津波伝播モデルに係るロジックツリーの設定方法

（杉野ほか（2015）に一部加筆）

※杉野ほか4）：杉野ほか（2014）

土木学会の報告書3）：土木学会（2011）
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Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．３ 矩形断層モデルに適用する誤差の対数標準偏差等の分岐設定：検討概要

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p43 再掲

• 杉野ほか（2014）は不均質モデルを対象とした検討であるとともに，杉野ほか（2015）に示される矩形断層モデルのロジックツリーは，土木学会（2011）の設定
方法を引用し，3.11地震から得られた知見は反映されていない。

• 以上を踏まえ，矩形断層モデルに，不均質モデルと同じロジックツリーを適用できるかを確認するため，既往津波の再現解析，並びに土木学会（2009）の評価
から，モデルの違いが波源特性のばらつき（β波源）に与える影響について考察した※。

※：伝播特性，遡上特性のばらつき（β伝播，β遡上）は，解析に用いる地形データ等が同一であることから，モデルの違いが各ばらつきに与える影響は無いと考えられる（下表）。

津波高さの
ばらつき要因

内容

伝播特性
（β伝播）

解析に用いる海底地形等は同一であることから，モデル
の違いによる影響は無い。

遡上特性
（β遡上）

解析に用いる地形データ，空間格子間隔等は同一である
ことから，モデルの違いによる影響は無い。

モデルの違いが伝播特性・遡上特性のばらつきに与える影響に関する考察

津波伝播モデルの構成と津波高のばらつき要因（杉野ほか（2014））

津波伝播によるばらつきβに関する土木学会（2011）との比較（杉野ほか（2014））
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Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．３ 矩形断層モデルに適用する誤差の対数標準偏差等の分岐設定：既往津波の再現解析（１／２）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p45 再掲

■1896年明治三陸地震津波，1968年十勝沖地震に伴う津波

• 土木学会（2009）では，1896年明治三陸地震津波，1968年十勝沖地震に伴う津波の痕跡高を用いたインバージョンモデルと矩形断層モデルを用いて再現
解析を実施し，両モデルのばらつき（κ）は同程度であることを示している。

• 以上から，波源特性のばらつき（β波源）は，矩形断層モデルと不均質モデルで有意な差は無いと考えられる。

【1896年明治三陸地震津波（土木学会（2009））】 【1968年十勝沖地震に伴う津波（土木学会（2009））】
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Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．３ 矩形断層モデルに適用する誤差の対数標準偏差等の分岐設定：既往津波の再現解析（２／２）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p46 再掲

0.4m

5.3m

6.9m

5.3m

■1933年昭和三陸地震津波

• 中央防災会議（2005）では，1933年昭和三陸地震津波の痕跡高を用いたインバージョンモデルと矩形断層モデルを用いて再現解析を実施し，両モデルの
ばらつき（κ）は同程度であることを示している。

• 以上から，波源特性のばらつき（β波源）は，矩形断層モデルと不均質モデルで有意な差は無いと考えられる。

1933年昭和三陸地震津波のインバージョンモデルと相田（1977）モデル（矩形断層モデル）との比較

（中央防災会議（2005）に一部加筆）



385
Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．３ 矩形断層モデルに適用する誤差の対数標準偏差等の分岐設定：土木学会（2009）の評価

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p47 再掲

• 土木学会（2009）では，矩形断層モデル，並びに不均質モデルで得られた計算水位に含まれるばらつきに関するアンケート結果を踏まえロジックツリーを
作成しており，矩形断層モデルの不確かさを考慮した分岐（方法２）と不均質モデルの分岐で，ほぼ同程度の重みを設定している。

津波高さ推定に関するロジックツリー

（土木学会（2009））

■アンケート結果（土木学会（2009））

【矩形断層モデル（一様すべり矩形モデル）：方法１】

【矩形断層モデル（一様すべり矩形モデル）：方法２】

【不均質モデル（アスペリティ考慮小断層集合モデル）】
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Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．３ 矩形断層モデルに適用する誤差の対数標準偏差等の分岐設定：まとめ

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p48 再掲

• 既往津波の再現解析から，波源特性のばらつき（β波源）は，矩形断層モデルと不均質モデルで有意な差は無いと考えられる。

• また，土木学会（2009）では，アンケート結果を踏まえ，矩形断層モデルの不確かさを考慮した分岐（方法２）と不均質モデルの分岐で同程度の重みを
設定している。

• 以上から，矩形断層モデルに，不均質モデルと同じロジックツリーを適用できることを確認した。
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• JNES（2014）等の設定方法，並びに矩形断層モデルに適用するロジックツリーを評価に反映するにあたり，専門家へ意見聴取を行い，必要な関連情報
等を収集した。

• 各専門家の意見聴取結果を踏まえ，津波高さ推定に関するロジックツリーを作成・レビューを行い，その妥当性について評価を得た。

■関連情報１：土木学会（2011）を参考に設定したロジックツリーを変更することについて

 誤差の対数標準偏差（β），対数正規分布の打ち切り範囲（σ）の定義とその特徴から，同パラメータは，ハザード評価に与える影響が大きい
と判断され，各指針類の要求事項に照らして，JNES（2014）による最新知見をロジックツリーに反映することの可否。

■関連情報２：JNES（2014）の内容とハザード評価の解析条件等との対比に関する考察について

■関連情報３：ロジックツリーの見直し及び重み配分設定方法の妥当性について

 JNES（2014）の内容の分析及びハザード評価の解析条件等との対比から，津波水位のばらつきはJNES（2014）の設定範囲β=0.20～0.30が
妥当であり，土木学会（2011）の設定方法からJNES（2014）等の設定方法に見直すことの可否（土木学会（2011）の設定方法を削除することの
可否）。

■関連情報４：津波高さの推定に関するロジックツリーのうち矩形断層モデルに適用する誤差の対数標準偏差（β）等の分岐設定について

 不均質モデルと一様すべりの矩形断層モデルのモデル特性の違いが，津波高さのばらつき（β）要因である波源特性（β波源），伝播特性
（β伝播），遡上特性（β遡上）に及ぼす影響について追加検討を実施。

 上記結果を踏まえ，両モデルに同じ分岐・重み配分を適用することの可否。

【収集した関連情報等】

Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．４ 専門家意見聴取結果

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p95 再掲
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■関連情報１：土木学会（2011）を参考に設定したロジックツリーを変更することについて

 誤差の対数標準偏差（β），対数正規分布の打ち切り範囲（σ）の定義とその特徴から，同パラメータは，ハザード評価に与える影響が大きいと
判断され，各指針類の要求事項に照らして，JNES（2014）による最新知見をロジックツリーに反映することの可否。

専門家のご意見

• JNES（2014）にもあるように，土木学会（2011）での検討では，空間格子間隔が現時点より粗い（100m～200m）ので，ばらつきが大きくなる
のは当然の結果である。また，土木学会（2011）ではすべりの不均質性をほとんど考慮していないのに対し，今回は不均質性を考慮してい
るのでばらつきは小さくなる。以上より，JNES(2014)の最新知見を評価に反映することは必要。

• 3.11津波再現モデルによる広域の痕跡高に対する計算値のばらつきκは1.35程度であり，11の歴史津波を対象とした土木学会（2011）で
の検討結果κ=1.45と比較して小さくなっていることから，JNES(2014)等の最新知見を評価に反映することは必要。

• 3.11地震から得られた知見を考慮したJNES(2014)の知見は，評価に取り入れるべき。

Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．４ 専門家意見聴取結果：関連情報（１／４）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p96 再掲
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■関連情報２：JNES（2014）の内容とハザード評価の解析条件等との対比に関する考察について

専門家のご意見

• ハザード評価の解析条件等は，JNES（2014）の設定方法を評価に反映する条件を満足している。

Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．４ 専門家意見聴取結果：関連情報（２／４）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p97 再掲
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■関連情報３：ロジックツリーの見直し及び重み配分設定方法の妥当性について

 JNES（2014）の内容の分析及びハザード評価の解析条件等との対比から，津波水位のばらつきはJNES（2014）の設定範囲β=0.20～0.30が妥当
であり，土木学会（2011）の設定方法からJNES（2014）等の設定方法に見直すことの可否（土木学会（2011）の設定方法を削除することの可否）

専門家のご意見

• 誤差の対数標準偏差（β）については，JNES（2014）のみで良いと考えるが，対数正規分布の打ち切り範囲（σ）について，打ち切りなし
（±10σ）の分岐を削除する明確な知見は無いのが現状。具体的には，土木学会（2011）の感度解析を例に考えると，中央値水位15m，
κ=1.35のとき，±2.3σの曲線から算定される最大水位が30m，±10σの曲線から算定される最大水位が300mとなる。300mの津波水位
は非現実的だが，30mを超える可能性は無いかと考えた場合，ゼロとは言えないので，分岐として考慮することが必要と考える。

• その場合の重みは，分岐として成立する可能性が残されると考えて，土木学会（2011）の重みを0.1，JNES（2014）の重みを0.9。

• JNES（2014）の検討は3.11地震津波だけを対象としたものであり，分岐を変更するからには，歴史津波のうち比較的痕跡高の信頼性が高
い1960年以降の津波も対象に検証を行う必要があると考える。 ただし，JNES（2014）の知見反映は必要と考えられることから，JNES
（2014）の分岐設定と土木学会（2011）の分岐設定をロジックツリーとして表現することが考えられる。

• その場合の重みについて，取り敢えずは〝JNES(2014)の対案として土木学会（2011）〟と考えることができるので，均等配分（0.5：0.5）。

• JNES（2014）の分岐を採用する方向性に問題はないと考えるが，土木学会（2011）を完全に削除して良いかどうかは判断が難しい。した
がって，土木学会（2011）を削除するということについては，慎重な対応が必要。

• JNES（2014）は，土木学会（2011）の課題であった10-5以下の低頻度における評価値の改善に繋がっていると考えられる。ハザード評価の
解析条件等の比較に矛盾はないことから，JNES（2014）の設定方法を採用することに問題はない。

Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．４ 専門家意見聴取結果：関連情報（３／４）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p98 再掲
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■関連情報４：津波高さの推定に関するロジックツリーのうち矩形断層モデルに適用する誤差の対数標準偏差（β）等の分岐設定について

 不均質モデルと一様すべりの矩形断層モデルのモデル特性の違いが，津波高さのばらつき（β）要因である波源特性（β波源），伝播特性（β伝播），
遡上特性（β遡上）に及ぼす影響について追加検討を実施。

 上記結果を踏まえ，両モデルに同じ分岐・重み配分を適用することの可否。

専門家のご意見

• 津波地震，正断層型地震は，１枚の矩形断層モデルと不均質モデルを比較し，波源特性のばらつき（β波源）が同程度であることを確認し
ていることから，不均質モデルと同じ分岐，重みを適用することは妥当である。

• 従来のM８クラスの津波については，土木学会（2009）での検討事例も踏まえると，矩形断層モデルと不均質モデルでκの差は無いと考え
られる。また，3.11地震のような不均質性が見られる連動型地震については，矩形断層モデルを使用していない。

• 以上から，今回の検討内容を根拠に，矩形断層モデルと不均質モデルに同じ分岐・重み配分を適用することは妥当である。

• 土木学会（2009）での検討事例も踏まえると，矩形断層モデルと不均質モデルでκの差は無いと考えられる。
• 上記要因について，不均質モデルはプレート境界面の形状を固定することが大きな制約となる。一方，矩形断層モデルは自由度を持って

傾斜角を設定できること等から，モデルの違いによるκの差がそれほど見られないと考えている。
• 以上から，矩形断層モデルと不均質モデルに同じ分岐・重み配分を適用することは妥当である。

• 土木学会（2009）のアンケート結果にもあるように，矩形断層モデルは不確かさを考慮すれば，不均質モデルと同程度のκになると考える。
• 広域（広い範囲）のκと比較して，確率論で評価する特定地点（狭い範囲）のκは小さいことも踏まえれば，不確かさを考慮した矩形断層

モデルであれば，不均質モデルと同等の分岐・重みを用いることが出来ると考える。
• 以上から，矩形断層モデルの数値計算法のうち不確かさを考慮しない「方法１」の分岐は削除する必要があるのではないか。

各関連情報に対する専門家の意見聴取結果を踏まえ，津波高さ推定に関するロジックツリーを作成・レビューを行い（詳細は次頁に記載） ，その妥当性
について評価を得た。

Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．４ 専門家意見聴取結果：関連情報（４／４）

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p99 再掲
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■専門家意見聴取結果を踏まえて作成したロジックツリー

• 各専門家意見を総合的に踏まえ，β，σについてはJNES（2014）の分岐設定と土木学会（2011）の分岐設定をロジックツリーとして表現し，重み配分は，
JNES（2014）を0.9，土木学会（2011）を0.1とする。矩形断層モデルについては，パラメータの変動を考慮した複数のモデルを用いて評価することを基本とし
（＝方法１を削除），不均質モデルと同じβ，σの分岐・重み配分を適用する。

対数正規分布の

打ち切り範囲（σ）

誤差の対数標準偏差（β）数値計算法波源モデルの種別

重みの配分設定根拠： 土木学会（2011）：土木学会（2009）による
JNES（2014）等：関連情報の収集結果による

関連情報の収集結果による

β，σに関する知見

土木学会（2009）による

不均質モデル
アスペリティの位置の変動
を考慮した複数のモデルを
用いて評価

β=0.223（κ=1.25）

β=0.300（κ=1.35）

β=0.372（κ=1.45）

中央値±2.3β

β=0.438（κ=1.55）

中央値±10β

土木学会（2011）

β=0.20（κ=1.22）

β=0.25（κ=1.28）

β=0.30（κ=1.35）

中央値±2.3βJNES（2014）等

w=0.30

w=0.40

w=0.25

w=0.05

w=0.25

w=0.25

w=0.50

w=0.75

w=0.25

w=0.1

w=0.9

矩形断層モデル※

方法２

Mと位置が与えられた場合に
パラメータ変動を考慮した複
数のモデルを用いて評価

β=0.223（κ=1.25）

β=0.300（κ=1.35）

β=0.372（κ=1.45）

中央値±2.3β

β=0.438（κ=1.55）

中央値±10β

土木学会（2011）

不均質モデルと同様 中央値±2.3βJNES（2014）等

w=0.40

w=0.35

w=0.20

w=0.05

w=0.75

w=0.25

w=0.1

w=0.9

※：M９クラスの巨大地震については，不均質モデルを用いて評価している（矩形断層モデルは用いていない）。

Ⅳ．年超過確率の参照 ５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

５．４ 専門家意見聴取結果：レビュー内容

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p100 再掲
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Ⅳ．年超過確率の参照

１．検討対象領域の設定に係る概略検討

２．土木学会(2011)のロジックツリー

３．海洋プレート内の正断層型地震の地震規模に関する検討

４．地震本部(2017a)の知見が津波ハザード曲線に与える影響

５．津波高さ推定に関するロジックツリー設定に関する検討

６．敷地前面，２号取水口前面における津波ハザード評価結果
６．１ 年超過確率の参照

６．２ 既評価と今回評価の比較
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• 基準津波による各評価位置の津波水位に対する年超過確率は，敷地前面（水位上昇側）で10-4～10-5程度，２号取水口前面（水位下降側）で
10-4～10-5程度である。

評価位置

■敷地前面（水位上昇側） ■２号取水口前面（水位下降側）

津波水位（O.P. ,m） 津波水位（O.P. ,m）

年
超

過
確

率

年
超

過
確

率

：全体（算術平均ハザード）

：津波地震

：海洋プレート内の正断層型地震

：十勝沖・根室沖の連動地震

：三陸沖北部の連動地震

：十勝沖・根室沖～三陸沖北部の

連動地震

：全体（算術平均ハザード）

：津波地震

：海洋プレート内の正断層型地震

：十勝沖・根室沖の連動地震

：三陸沖北部の連動地震

：十勝沖・根室沖～三陸沖北部の

連動地震

津波水位

基準津波
（水位上昇側）

O.P.+23.1m

津波水位

基準津波
（水位下降側）

O.P.-10.6m

Ⅳ．年超過確率の参照 ６．敷地前面，２号取水口前面における津波ハザード評価結果

６．１ 年超過確率の参照

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p102 再掲

敷地前面（防潮堤前面）

２号取水
口前面
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• 敷地前面（水位上昇側），２号取水口前面（水位下降側）のフラクタイルハザード曲線を以下に示す。

津波水位（O.P. ,m）

年
超

過
確

率

津波水位（O.P. ,m）
年

超
過

確
率

■敷地前面（水位上昇側） ■２号取水口前面（水位下降側）

：算術平均

：0.95フラクタイル

：0.84フラクタイル

：0.50フラクタイル

：0.16フラクタイル

：0.05フラクタイル

：算術平均

：0.95フラクタイル

：0.84フラクタイル

：0.50フラクタイル

：0.16フラクタイル

：0.05フラクタイル

Ⅳ．年超過確率の参照 ６．敷地前面，２号取水口前面における津波ハザード評価結果

６．１ 年超過確率の参照：フラクタイルハザード曲線

第466回審査会合（H29.4.28）
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■敷地前面（水位上昇側） ■２号取水口前面（水位下降側）

：申請時

：最終評価

全体（算術平均ハザード曲線）

：申請時

：最終評価

全体（算術平均ハザード曲線）

基準津波
（水位上昇側）

津波水位 年超過確率

申請時 O.P.+23.1m 10-4程度

最終評価 O.P.+23.1m 10-4～10-5程度

基準津波
（水位下降側）

津波水位 年超過確率

申請時 O.P.-11.0m 10-3～10-4程度

最終評価 O.P.-10.6m 10-4～10-5程度

Ⅳ．年超過確率の参照 ６．敷地前面，２号取水口前面における津波ハザード評価結果

６．２ 既評価と今回評価の比較

第466回審査会合（H29.4.28）

資料1 p104 再掲
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Ⅴ．砂移動評価

１．高橋ほか(1999)の手法に関する補足資料

２．3.11地震津波に伴う砂移動の再現解析

３．高橋ほか(1999)による水位及び浮遊砂体積濃度のスナップショット

４．高橋ほか(1999)の手法における浮遊砂濃度の影響評価
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Ⅴ．砂移動評価

１．高橋ほか(1999)の手法に関する補足資料
１．１ 高橋ほか(1999)の適用範囲と浮遊砂濃度上限について

１．２ 高橋ほか(1999)と高橋ほか(2011)の掃流砂量・巻き上げ量の比較

２．3.11地震津波に伴う砂移動の再現解析

３．高橋ほか(1999)による水位及び浮遊砂体積濃度のスナップショット

４．高橋ほか(1999)の手法における浮遊砂濃度の影響評価
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• 高橋ほか（1999）では，掃流砂量及び巻き上げ量の測定実験が行われ，シールズ数（無次元掃流力）で整理されており，実験範囲はシールズ数が概ね0.2～１
程度となっている。

• 高橋（2012）によれば，高橋ほか（1999）の手法において，津波の場合は巻き上げ砂が過大に見積もられる危険性があるため，浮遊砂濃度の上限を便宜的に
導入しているとされている。

高橋ほか（1999）による掃流砂量とシールズ数の関係 高橋ほか（1999）による巻き上げ砂量とシールズ数の関係

高橋（2012）に一部加筆

第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p55 再掲Ⅴ．砂移動評価 １．高橋ほか（1999）の手法に関する補足資料

１．１ 高橋ほか（1999）の適用範囲と浮遊砂濃度上限について
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評価手法 無次元巻き上げ量

高橋ほか（1999）

高橋ほか（2011） d=0.166mm

高橋ほか（2011） d=0.267mm

高橋ほか（2011） d=0.394mm

評価手法 無次元掃流砂量

高橋ほか（1999）

高橋ほか（2011） d=0.166mm

高橋ほか（2011） d=0.267mm

高橋ほか（2011） d=0.394mm

• 掃流砂量及び巻き上げ量の算定式の係数について，高橋ほか（1999）はシールズ数が概ね１以下の実験結果であるのに対し，高橋ほか（2011）はシールズ数
が概ね１～５程度の実験結果であり，シールズ数が大きくなるほど両者の乖離が顕著に大きくなる。

• 上記について，高橋ほか（2011）によれば，高橋ほか（1999）は，ヘッドタンクから細い円管で水路内に導く際の整流化が十分ではなかった等の問題の可能性
があるとしている。
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：高橋ほか（1999）

：高橋ほか（2011） d=0.166mm

：高橋ほか（2011） d=0.267mm

：高橋ほか（2011） d=0.394mm

：高橋ほか（1999）

：高橋ほか（2011） d=0.166mm

：高橋ほか（2011） d=0.267mm

：高橋ほか（2011） d=0.394mm

（破線部は実験適用範囲外）
（破線部は実験適用範囲外）

高橋ほか（1999）
の実験範囲

高橋ほか（2011）
の実験範囲
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ΦB ：無次元掃流砂量 �� ：掃流砂量 Ψ ：無次元巻き上げ量 � ：巻き上げ量 τ*：シールズ数

s ：=σ／ρ－1 σ ：砂の密度(kg/m3) ρ ：海水の密度(kg/m3) g ：重力加速度(m/s2) d ：砂の粒径(m)

ここに，

高橋ほか（1999）
の実験範囲

高橋ほか（2011）
の実験範囲

第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p56 再掲Ⅴ．砂移動評価 １．高橋ほか（1999）の手法に関する補足資料

１．２ 高橋ほか（1999）と高橋ほか（2011）の掃流砂量・巻き上げ量の比較
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Ⅴ．砂移動評価

１．高橋ほか(1999)の手法に関する補足資料

２．3.11地震津波に伴う砂移動の再現解析
２．１ 高橋ほか(1999)の手法

２．２ 高橋ほか(2011)の手法

３．高橋ほか(1999)による水位及び浮遊砂体積濃度のスナップショット

４．高橋ほか(1999)の手法における浮遊砂濃度の影響評価
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資料1-1 p13 一部修正Ⅴ．砂移動評価 ２．3.11地震津波に伴う砂移動の再現解析

２．１ 高橋ほか（1999）の手法

• 発電所周辺の3.11地震津波を良好に再現する女川再現モデルを用いて，浮遊砂濃度上限値１％とした場合の再現解析を実施した結果，全体的な海底
地形変化の分布は過大な傾向を示すことを確認した。

• 解析から得られる最大流速を用いて，最大シールズ数の空間分布を整理した結果，浸食傾向が見られる防波堤港口部付近では，シールズ数が顕著に
大きくなっており，高橋ほか（1999）で論じられている範囲（概ね１以下の実験結果）を大きく超えている。

• 浮遊砂体積濃度上限値の設定について，高橋（2012）によれば，「高橋ほか（1999）の手法は，河川流や波浪を対象とした場合では浮遊砂が希薄である
ため問題にならないが，津波の場合は巻き上げ砂が過大に見積もられる危険性があるため，浮遊砂濃度の上限を便宜的に導入している。」としている。

• 以上から，浮遊砂濃度上限値１％は保守的な設定値と考えられる。

■高橋ほか（1999）

3.11地震に伴う津波による

海底地形の変化（実績）※2

（赤：堆積域，青：浸食域）

海底地形変化（再現解析）

（赤：堆積域，青：浸食域）

※2：当社深浅測量調査（2010.10，2011.5）を基に
作成（東北電力（2011））

最大シールズ数の空間分布※

（再現解析）

※：防波堤先端部等で見られる100を超えるシールズ数は解
析的に生じるものであり，高橋ほか（1999），高橋ほか（2011）
の水理模型実験によるシールズ数のオーダーは１桁である。
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資料1-1 p14 再掲Ⅴ．砂移動評価 ２．3.11地震津波に伴う砂移動の再現解析

２．２ 高橋ほか（2011）の手法

3.11地震に伴う津波による

海底地形の変化（実績）

（赤：堆積域，青：浸食域）

以上から，高橋ほか（1999）の手法に用いる浮遊砂濃度上限を１％に設定した。

• 参考に，高橋ほか（2011）で示される流砂量式，巻き上げ量算定式（粒径d=0.166mmの実験式）を用いて，浮遊砂濃度上限値１％とした場合の再現解析を
実施した結果，全体的な海底地形変化の分布を概ね再現することを確認した。

• 解析から得られる最大流速を用いて，最大シールズ数の空間分布を整理した結果，前述した高橋ほか（1999）による解析結果と同様に，浸食傾向が見ら
れる防波堤港口部付近のシールズ数は顕著に大きく，高橋ほか（2011）で論じられている範囲（概ね１～５程度の実験結果）を大きく超えているが，高橋ほ
か（1999）と比較して再現性が向上している要因は，粒径依存性を考慮した新たな算定式であること等の影響によるものと考えられる。

■高橋ほか（2011）（流砂量式・巻き上げ量算定式：粒径d=0.166mmの実験式）

海底地形変化（再現解析）

（赤：堆積域，青：浸食域）

最大シールズ数の空間分布

（再現解析）
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Ⅴ．砂移動評価

１．高橋ほか(1999)の手法に関する補足資料

２．3.11地震津波に伴う砂移動の再現解析

３．高橋ほか(1999)による水位及び浮遊砂体積濃度のスナップショット
３．１ 基準津波(水位上昇側)

３．２ 基準津波(水位下降側)

４．高橋ほか(1999)の手法における浮遊砂濃度の影響評価
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資料1-1 p21 再掲

Ⅴ．砂移動評価 ３．高橋ほか（1999）による水位及び浮遊砂体積濃度のスナップショット

３．１ 基準津波（水位上昇側）（１／２）

■地震発生後63分～67分

• 浮遊砂体積濃度が最大となる地震発生後約67分前後の水位，浮遊砂体積濃度のスナップショットを以下に示す。

• 水位低下時（63分～65分）に沖合へ移動した濃度が高い浮遊砂が，水位上昇時に敷地方向へ移動し，２号取水口前面における浮遊砂体積濃度が高くなる
が（67分），その後，津波は港湾内で渦状になりながら水位上昇するため，２号取水口前面の浮遊砂体積濃度は低くなっていく（69分～71分（次頁記載））。

地震発生後63分

【水位】

【浮遊砂体積濃度】

地震発生後65分 地震発生後67分
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２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面
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資料1-1 p22 再掲

Ⅴ．砂移動評価 ３．高橋ほか（1999）による水位及び浮遊砂体積濃度のスナップショット

３．１ 基準津波（水位上昇側）（２／２）

■地震発生後67分～71分

地震発生後67分（再掲）

【水位】

【浮遊砂体積濃度】

地震発生後69分 地震発生後71分
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２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面
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Ⅴ．砂移動評価 ３．高橋ほか（1999）による水位及び浮遊砂体積濃度のスナップショット

３．２ 基準津波（水位下降側）（１／２）

■地震発生後57分～61分
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• 浮遊砂体積濃度が最大となる地震発生後約61分前後の水位，浮遊砂体積濃度のスナップショットを以下に示す。

• 水位低下時（57分～59分）に沖合へ移動した濃度が高い浮遊砂が，水位上昇時に敷地方向へ移動し，２号取水口前面における浮遊砂体積濃度が高くなる
が（61分），その後，津波は港湾内で渦状になりながら水位上昇するため，２号取水口前面の浮遊砂体積濃度は低くなっていく（64分～67分（次頁記載））。

２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面

２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面

17.27m（37.3分）

-9.01m（61.2分）

0.99%（61.4分）
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Ⅴ．砂移動評価 ３．高橋ほか（1999）による水位及び浮遊砂体積濃度のスナップショット

３．２ 基準津波（水位下降側）（２／２）
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■地震発生後61分～67分
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Ⅴ．砂移動評価

１．高橋ほか(1999)の手法に関する補足資料

２．3.11地震津波に伴う砂移動の再現解析

３．高橋ほか(1999)による水位及び浮遊砂体積濃度のスナップショット

４．高橋ほか(1999)の手法における浮遊砂濃度の影響評価
４．１ 評価方針

４．２ 浮遊砂濃度上限値の設定

４．３ 海底地形変化

４．４ 海水ポンプ室内における砂の堆積

４．５ まとめ
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• 高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度上限値を３％とした場合の非常用海水ポンプの取水に及ぼす影響を確認するため，基準津波に伴う
砂移動（海底地形変化）（下図：評価１）及び２号海水ポンプ室内における砂の堆積高さ（下図：評価２）を評価した。

• 浮遊砂濃度上限値３％の設定根拠を次頁に示す。

評価内容と２号取水設備（概要）の関係

取水口 取水路 海水ポンプ室

②

海水ポンプ室の底面

取水口敷高

海底面

：津波に伴う
砂の堆積

①③④

①：循環水ポンプ
②：原子炉補機冷却海水ポンプ
③：タービン補機冷却海水ポンプ
④：高圧炉心スプレイ補機冷却海水ポンプ

防潮壁

評価１

評価２

防潮壁

設定値 備考

取水口高さ 1.20m 取水口敷高：O.P.-6.3m，海底面：O.P.-7.5m

非常用海水
ポンプの高さ

原子炉補機冷却海水ポンプ 1.15m
海水ポンプの下端

O.P.-11.25m 海水ポンプ室の
底面

O.P.-12.4m
高圧炉心スプレイ補機冷却海水ポンプ 2.45m O.P.-9.95m

取水口高さ，非常用海水ポンプの高さ

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．１ 評価方針

第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p58 再掲
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• 高橋ほか（1999）の砂移動評価に関する文献調査，並びに発電所周辺における3.11地震津波による砂移動の再現解析結果を踏まえ，浮遊砂濃度
上限値１％を基本とし，各検証箇所（各検証津波）（下表）を再現する浮遊砂濃度上限値を上回る３％を影響評価用の設定値とした。

 上限値５％の検証結果から，浮遊砂濃度上限値５％は過大評価になると考えられる。

 上限値１％の検証結果から，浮遊砂濃度上限値１％は妥当な設定値であると考えられる。

■文献調査

※：試行的に と規定(Csat：飽和浮遊砂濃度，U,V：断面平均流速(m/s)，α=0.01）

検証箇所
（検証津波）

文献
計算使用
砂粒径

計算格子
間隔

浮遊砂濃度
上限値

浮遊砂濃度上限値に関する評価

気仙沼湾
（1960年チリ津波）

玉田ほか
(2009)

0.001～
1mm

25m，5m １％,５％
• 計算格子間隔5mの場合，浮遊砂濃度上限値５％は実績値より

浸食深を過大に評価

八戸港
（1960年チリ津波）

藤田ほか
(2010)

0.26mm 10.3m １％,２％,５％
• 浮遊砂濃度上限値５％は過大に評価
• 浮遊砂濃度上限値１％，２％の場合の再現性が良好

宮古湾
（3.11地震津波）

近藤ほか
(2012)

0.08mm 10m １％
• 土砂移動の全体的な傾向は良く一致
• 防波堤堤頭部の最大洗掘深や断面地形も定量的に概ね良く

一致

気仙沼湾
（3.11地震津波）

森下・
高橋(2014)

0.3mm 10m
１％

可変※

• 砂移動評価に影響を及ぼす因子として，無次元掃流力，流砂量
式係数，飽和浮遊砂濃度の３つを抽出

• 上記３つの因子を同時に変えたモデルにより，再現性が向上す
る可能性を示唆

• 飽和浮遊砂濃度については，摩擦速度の関数とすることで再現
性の向上に繋がることを示唆

(sat= α × U" × V"�

文献調査結果

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．２ 浮遊砂濃度上限値の設定

第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p59 再掲
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基準津波 評価手法
浮遊砂濃度

上限値
２号取水口前面における

砂の堆積高さ（m）
取水口高さ

（m）

水位上昇側 高橋ほか（1999） ３％ 0.45

1.20※

水位下降側 高橋ほか（1999） ３％ 0.37

• ２号取水口前面における砂の堆積高さは最大で0.5m程度であり，取水口高さを上回らない。

• 以上から，非常用海水ポンプの取水への影響は無いことを確認した。

• 各検討ケースの最大堆積厚分布，２号取水口前面における海底地形変化量の時刻歴データ及び水位，浮遊砂体積濃度のスナップショット等を次頁以降
に示す。

評価結果

※：取水口敷高：O.P.-6.3m，海底面：O.P.-7.5m

評価内容と２号取水設備（概要）の関係

取水口 取水路 海水ポンプ室

②

海水ポンプ室の底面

取水口敷高

海底面

：津波に伴う
砂の堆積

①③④

①：循環水ポンプ
②：原子炉補機冷却海水ポンプ
③：タービン補機冷却海水ポンプ
④：高圧炉心スプレイ補機冷却海水ポンプ

防潮壁

評価１

防潮壁

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．３ 海底地形変化：評価結果

第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p60 再掲
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基準津波 評価手法 浮遊砂濃度上限値

水位上昇側 高橋ほか（1999） ３％

最大堆積厚分布 ４時間後の海底地形変化量分布

■最大堆積厚分布，４時間後の海底地形変化量分布，最大シールズ数の空間分布

最大シールズ数の空間分布※

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．３ 海底地形変化：評価結果 基準津波（水位上昇側）（１／４）

第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p61 一部修正

※：防波堤先端部等で見られる100を超えるシールズ数は解
析的に生じるものであり，高橋ほか（1999），高橋ほか（2011）
の水理模型実験によるシールズ数のオーダーは１桁である。
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【高橋ほか（1999），浮遊砂濃度上限値：３％】

■２号取水口前面における水位，海底地形変化量，浮遊砂体積濃度の時刻歴データ

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．３ 海底地形変化：評価結果 基準津波（水位上昇側）（２／４）

第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p62 再掲
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■高橋ほか（1999）：水位，浮遊砂体積濃度のスナップショット（地震発生後63分～71分）①

地震発生後63分

【水位】

【浮遊砂体積濃度】

地震発生後65分 地震発生後67分

時間（分）

水
位

（
m

）
浮

遊
砂

体
積

濃
度

（
%）

時間（分）

２号取水口前面における
水位時刻歴波形

２号取水口前面における
浮遊砂体積濃度の時刻歴データ

• 浮遊砂体積濃度が最大となる地震発生後約67分前後の水位，浮遊砂体積濃度のスナップショットを以下に示す。

• 水位低下時（63分～65分）に沖合いへ移動した濃度が高い浮遊砂が，水位上昇時に敷地方向へ移動し，２号取水口前面における浮遊砂体積濃度が高くな
るが（67分），その後，津波は港湾内で渦状になりながら水位上昇するため，２号取水口前面の浮遊砂体積濃度は低くなっていく（69分～71分（次頁記載））。

２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面

２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面

19.08m（42.3分）

-8.94m（66.8分）

2.94%（67.0分）

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．３ 海底地形変化：評価結果 基準津波（水位上昇側）（３／４）
第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p63 再掲
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■高橋ほか（1999）：水位，浮遊砂体積濃度のスナップショット（地震発生後63分～71分）②

地震発生後67分（再掲）

【水位】

【浮遊砂体積濃度】

地震発生後69分 地震発生後71分

時間（分）

水
位

（
m

）
浮

遊
砂

体
積

濃
度

（
%）

時間（分）

２号取水口前面における
水位時刻歴波形

２号取水口前面における
浮遊砂体積濃度の時刻歴データ

２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面

２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面

19.08m（42.3分）

-8.94m（66.8分）

2.94%（67.0分）

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．３ 海底地形変化：評価結果 基準津波（水位上昇側）（４／４）

第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p64 再掲
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基準津波 評価手法 浮遊砂濃度上限値

水位下降側 高橋ほか（1999） ３％

最大堆積厚分布 ４時間後の海底地形変化量分布 最大シールズ数の空間分布※

■最大堆積厚分布，４時間後の海底地形変化量分布，最大シールズ数の空間分布

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．３ 海底地形変化：評価結果 基準津波（水位下降側）（１／４）

第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p65 一部修正

※：防波堤先端部等で見られる100を超えるシールズ数は解
析的に生じるものであり，高橋ほか（1999），高橋ほか（2011）
の水理模型実験によるシールズ数のオーダーは１桁である。
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【高橋ほか（1999），浮遊砂濃度上限値：３％】

■２号取水口前面における水位，海底地形変化量，浮遊砂体積濃度の時刻歴データ

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．３ 海底地形変化：評価結果 基準津波（水位下降側）（２／４）

第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p66 再掲
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■高橋ほか（1999）：水位，浮遊砂体積濃度のスナップショット（地震発生後57分～65分）①

地震発生後57分

【水位】

【浮遊砂体積濃度】

地震発生後59分 地震発生後61分

時間（分）

水
位

（
m

）
浮

遊
砂

体
積

濃
度

（
%）

時間（分）

２号取水口前面における
水位時刻歴波形

２号取水口前面における
浮遊砂体積濃度の時刻歴データ

• 浮遊砂体積濃度が最大となる地震発生後約61分前後の水位，浮遊砂体積濃度のスナップショットを以下に示す。

• 水位低下時（57分～59分）に沖合いへ移動した濃度が高い浮遊砂が，水位上昇時に敷地方向へ移動し，２号取水口前面における浮遊砂体積濃度が高くな
るが（61分），その後，津波は港湾内で渦状になりながら水位上昇するため，２号取水口前面の浮遊砂体積濃度は低くなっていく（63分～65分（次頁記載））。

２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面

２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面

17.21m（37.3分）

-8.99m（61.0分）

2.93%（61.3分）

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．３ 海底地形変化：評価結果 基準津波（水位下降側）（３／４）
第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p67 再掲
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■高橋ほか（1999）：水位，浮遊砂体積濃度のスナップショット（地震発生後57分～65分）②

地震発生後61分（再掲）

【水位】

【浮遊砂体積濃度】

地震発生後63分 地震発生後65分

時間（分）

水
位

（
m

）
浮

遊
砂

体
積

濃
度

（
%）

時間（分）

２号取水口前面における
水位時刻歴波形

２号取水口前面における
浮遊砂体積濃度の時刻歴データ

２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面

２号取水口前面 ２号取水口前面 ２号取水口前面

17.21m（37.3分）

-8.99m（61.0分）

2.93%（61.3分）

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．３ 海底地形変化：評価結果 基準津波（水位下降側）（４／４）

第439回審査会合（H29.2.3）

資料1-1 p68 再掲
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• ２号取水口前面の浮遊砂濃度を境界条件として，高橋ほか（1999）の手法を用いて砂移動解析を実施し，非常用海水ポンプ位置における砂の堆積高
さを算定した。

• なお，上記評価に用いる取水設備内の流量及び流速は，取水設備の水理特性を考慮した一次元水位変動解析により算定した。

■２号取水口前面における浮遊砂濃度

基準津波（水位上昇側）（p414再掲） 基準津波（水位下降側）（p418再掲）

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．４ 海水ポンプ室内における砂の堆積：検討方法

第439回審査会合（H29.2.3）
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基準津波

浮遊砂体積濃度 高圧炉心スプレイ補機冷却海水ポンプ 原子炉補機冷却海水ポンプ

評価手法
浮遊砂濃度

上限値
砂の堆積高さ

（m）
海水ポンプの高さ

（m）
砂の堆積高さ

（m）
海水ポンプの高さ

（m）

水位上昇側 高橋ほか（1999） ３％ 0.08

2.45※１

0.01

1.15※２

水位下降側 高橋ほか（1999） ３％ 0.18 0.03

• 高圧炉心スプレイ補機冷却海水ポンプ位置における砂の堆積高さは最大で0.2m程度，原子炉補機冷却海水ポンプ位置における砂の堆積高さは
最大で0.1m程度であり，各海水ポンプの高さを上回らない。

• 以上から，非常用海水ポンプの取水への影響は無いことを確認した。

評価結果

※１：海水ポンプの下端：O.P.-9.95m，海水ポンプ室底面：O.P.-12.4m

※２：海水ポンプの下端：O.P.-11.25m，海水ポンプ室底面：O.P.-12.4m

評価内容と２号取水設備（概要）の関係

取水口 取水路 海水ポンプ室

②

海水ポンプ室の底面

取水口敷高

海底面

：津波に伴う
砂の堆積

①③④

①：循環水ポンプ
②：原子炉補機冷却海水ポンプ
③：タービン補機冷却海水ポンプ
④：高圧炉心スプレイ補機冷却海水ポンプ

防潮壁

評価２

防潮壁

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．４ 海水ポンプ室内における砂の堆積：評価結果

第439回審査会合（H29.2.3）
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• 高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度上限値を３％とした場合の非常用海水ポンプの取水に及ぼす影響を確認するため，基準津波に伴う
砂移動（海底地形変化）及び２号海水ポンプ室内における砂の堆積高さを算定した。

• 検討の結果， ①２号取水口前面における砂の堆積高さは取水口高さを上回らないこと，②各非常用海水ポンプ位置における砂の堆積高さは各海
水ポンプの高さを上回らないことを確認した。

• 以上から，浮遊砂濃度上限値を３％にした場合でも，非常用海水ポンプの取水に及ぼす影響は無いことを確認した。

Ⅴ．砂移動評価 ４．高橋ほか（1999）の手法における浮遊砂濃度の影響評価

４．５ まとめ

第439回審査会合（H29.2.3）
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